





[image: ]













[image: ]













[image: ]











目次








プロローグ　優しいキス




第一話　怪しいおっさんかと思ったら

第二話　アイザック視点　怪しいガキ

第三話　身体で返します！

第四話　アイザック視点　厄介な依頼

第五話　市場へ

第六話　アイザック視点　来訪者

第七話　遠い存在

第八話　思わぬ出会い

第九話　アイザック視点　同郷

第十話　甘やかされる




エピローグ　これからの二人




閑話　初めての馬車











プロローグ　優しいキス











　熱い……身体が熱いよ……。

　ねっとり手足に絡みつくような熱から逃げたくて、ぬるくなったシーツの上で何度も身体を捩る。

　からからに渇いた喉を潤そうと伸ばした手が、ひんやりしたなにかに包まれた。

「おい、大丈夫か？」

「だ……れ……？」

「俺か？　俺はアイザックだ。……セリ、お前、俺のことがわからないのか？」

「あい、ざっく……さ、ん？」

「ずいぶん声が擦れてるな。ちょっと待て」

　背中に回された大きな手で身体を起こされて、うっすら開けた目に見覚えのない男の人が映る。

　伸びっぱなしの髪に、ぼうぼうの髭の……ずいぶんワイルドな人だ。

　でも、アイザックって、誰だっけ……？

　そんなことを考えていたら、唇になにか柔らかい物が押し付けられる。次の瞬間、冷たい水が口の中を潤したのがわかった。

　ぼんやりした頭では、その行為の意味がわからない。

　ただびっくりするくらいお水がおいしくて、私は夢中になって舌を伸ばした。

「ん……」

「っ、おい、落ち着け。もっと欲しいのか？」

　こくりと頷くと、一旦離れた唇がまた水を運んでくれる。

　口の中にほんの少しだけ入れてもらえる水が、火照った身体を冷やしていくみたいで気持ちいい。

　もっといっぱい欲しくて男の服を掴んで唇を強く吸うと、驚いたように呻いた口から水が零れて、私の唇を濡らした。

「……濡れちまったな」

「つめた……あ、やんっ」

　髭を纏った男の唇が、落ちた水滴を追って首筋を這う。

　チクチクする髭の刺激に、自分の身体が大袈裟なくらい反応したのがわかった。

「いや、だ、どうして」

　男の唇が触れた所から身体が熱くなって、おへその下がきゅんってする。まるでもっと触ってほしがっているみたいな、身体の反応が恥ずかしい。

　泣きそうになっていると、男は優しく宥めるように私の頭を撫でた。

「怖いか？　大丈夫だ。これは蟲の毒のせいで、自然な反応だ」

「むしの……どく？」

「ああそうだ。……今楽にしてやるからな」

　くすんだ藁色の髪から覗くのは、透き通った泉のような優しい蒼。

　でも心配そうに眇めた瞳の奥が怪しげに揺らめいて見えるのは、私の気のせい……？

「そんな不安そうな顔をしなくても大丈夫だ。セリはただそこに転がっていればいい」

　次の瞬間、乱暴な言葉遣いには似合わない、すごく優しいキスが降ってきた。









第一話　怪しいおっさんかと思ったら











「あーあ、見つかんないなぁ」

　その日、私はモルデンの街から数キロ離れた森に、薬草採集に訪れていた。

　今回の依頼はツリガネ草。一本三十ゴルドという比較的いい値段がつくこの草は、特徴さえ覚えてしまえば子供でも簡単に見つけられる薬草だ。

「これでようやく十八本か。まだまだ先は長いなあ」

　冒険者になってようやく一年。駆け出しの私ができる仕事はあまりない。だからコスパは悪いけれど確実に稼げる薬草採集で、少しずつお金を貯めているところだ。ちなみに今日のノルマはツリガネ草が五十本だ。一日分の生活費を賄える千五百ゴルド分は、最低でも確保しておきたい。

「いっぱい稼いでたまにはおいしい物でも食べたいけど……って、あれ？」

　何気なく辺りの景色を眺めていた私は、少し離れたところにある大きな木の下に慌てて駆け寄った。

「うわあっ！」

　そこにあったのは、こんもりと茂るツリガネ草の一群だ。そして少し離れた場所にもっとすごい群生を見つけた私は、思わず歓声を上げた。

「ツリガネ草がこんなに！　あっ、あそこにも、あっちにも！　すごい！」

　そしてこの時、私は夢中になるあまり、自分が鬱蒼と茂る森に深く足を踏み入れていたことに、まったく気が付いていなかった。

「……あれ？」

　夢中でツリガネ草を摘んでいた私が妙な気配を感じて立ち止まったのは、それからしばらく経ってからだった。

　見回すと辺りは高い木々で囲まれている。いつの間にかにずいぶん森の奥まで来てしまっていたようだ。

「こんな奥まで来たの、初めてかも」

　そう呟いたのとポタリとなにかが肩に当たったのは、同じタイミングだった。

　葉っぱでも落ちてきたのかと上を見上げた瞬間、ぞわっと全身の毛が逆立つのがわかった。

「……ッ！」

　頭上にある枝の葉裏に蠢くのは、夥しい数の黒い蟲だ。慌てて立ち上がると同時に上からボトボト蟲が落ちてくる。あっという間に私は蟲の大群に囲まれていた。

　外見が掌サイズのダンゴ虫なこいつは、マンマダンゴ蟲というれっきとした魔物の一種だ。コロンとした外見は可愛いと言えなくもないけれど、大量にいるのは完全にアウトだ。

「や、やだっ！　こっちくんな！」

　キシキシと鳴きながら飛びかかってくる蟲を、咄嗟に持っていた採集用のナイフで切りつける。

　いったいどれくらいの時間が経っただろう。無我夢中でナイフを振り回していた私が我に返った時には、辺りはすっかり静かになっていた。

「お、終わった？　よかった……」

　荒い息のまま手の甲で汗を拭おうとした私は、その時初めて背中の違和感に気が付いた。

「なんだろう、背中が……いたっ！」

　背中に回した手に鋭い痛みが走り、思わず悲鳴を上げる。

　どうやら気が付かないうちにマントを潜った蟲が、背中に張り付いていたようだ。

「やだやだやだ！　あっちいけ!!」

　キシキシという気味悪い鳴き声にパニックになりながらも、背中から無理矢理蟲を引き剥がし、地面に落ちた蟲に何度もナイフを振り下ろす。

　すべての蟲が動きを止めると、全身から力が抜けていくのがわかった。

「もうやだ……痛いよ……」

　蟲が張り付いていた背中が焼けるように痛い。よく見ると掌だって血だらけだ。

　油断していた私が悪い。群生を見つけてはしゃいだ挙げ句に、森の奥に入ってしまったことに気が付かなかった。完全に自業自得だ。

　それはわかっているけど、痛みとやり場のない怒りでじわりと涙が滲む。

　どうして私がこんな目に遭わなきゃいけないんだろう。

　いっそこのまま全部投げ出して、子供みたいに大声で泣いてしまいたい。

　でも、私がここで倒れたとしても、探しに来てくれる人なんて誰もいやしない。

　それどころか、魔物か盗賊に襲われて、もっとやばいことになるに決まってる……。

　私は手の甲でぐいと涙を拭った。

「……帰らなきゃ」

　立ち上がってツリガネ草と蟲を収納袋に詰めた私は、重い身体を引きずるように街に向かって歩き出す。

　行き先はモルデンの冒険者ギルドだ。




　普段の倍以上の時間をかけて街に戻った時にはすっかり日が暮れ、辺りは黄昏に包まれていた。

　モルデンの冒険者ギルドは、街の目抜き通りに居を構える大きな建物だ。軋んだ音を立てる観音開きの扉を開けると、そこにはいつもと変わらない怪しげな光景が広がっていた。

　奥にある職員のいるカウンターの前には、革の鎧を纏った男達が声高に談笑している。片隅にある長椅子では疲れたような顔をした男が酒瓶を煽り、壁際にいる強面の一団からは喧嘩しているような怒鳴り声が聞こえてくる。夜のギルドは、まるで西部劇に出てくる場末の酒場のような雰囲気だ。

「ようセリ、珍しいなこんな時間に。依頼帰りか？」

「……うん。ただいま」

「今日はずいぶん遅かったじゃねえか。せっかくだからこのあと飯でも食いに行くか？　おっちゃんが奢ってやるぞ」

「ガハハハッ、お前がそんなこと言うと犯罪みてえだな」

「そうだそうだ、図々しいぞ！」

「ごめん、ちょっと通して」

　ロビーにたむろする冒険者達の間をすり抜け、カウンターへ向かう。その途中で、大きな身体が行く手を遮った。

「……おい、ちょっと待て」

　上から降ってきたのは、ひどく不機嫌そうな声だ。不思議に思い顔を上げると、そこにいたのはボサボサの髪に、顔中に無精髭を生やした男だった。

　大剣を背中に背負い、恐らくかつては白かっただろう汚れたマントを纏っている。マントからチラリと覗く皮の胸当ては、ちょっと見ただけでわかるほど傷だらけだ。よく言えばワイルドだけど、ぶっちゃけると小汚い、浮浪者みたいな格好だ。

　……初めて見る顔だよね。それとも覚えていないだけで、前に会ったことがあるっけ。

　男はボサボサに伸びた髪から片方だけ覗く目を細め、私を上から下までジロジロと眺めた。

「あの、なにか用ですか？」

「ガキがこんな時間になにをしてる。それにお前、わざとやってるのか？」

「わざとって、なんのことですか？」

「お前のその身体だ。すげえ臭いぞ」

　……こいつなに言ってんの？

　突然の失礼な物言いにカチンとした私は、怪しい男を睨んだ。

「人のこと捕まえて臭いって、ずいぶん失礼ですね。喧嘩でも売ってるんですか？」

「おい、俺はお前がひどい匂いをさせてるから、親切で注意してやってるんだぞ」

「はあ？　親切？」

　たしかに服は古着屋で買った一番安いやつだ。カーキ色の短パンは男の子用のだし、その上に着てる男性用のシャツは大きすぎるから、腰に巻いたベルトで無理矢理サイズを合わせてる。唯一サイズが合ってるのは黒いフードのついた古いマントだけど、継ぎが当ててあってボロボロだ。だけど綺麗に洗濯してるし、身体だって毎日ちゃんと洗ってる。

　それなのに、こんな怪しくて汚いおっさんに臭いとか言われる筋合いないし……！

「人のこと臭いって言うなら、話しかけなきゃいいだろう？　そもそもあんた、いったい誰だよ。どう見てもおっさんのほうが臭そうだし」

「なんだとこのクソガキ！　喧嘩売ってんのか！」

「先に喧嘩売ってきたのはそっちだろ！　ふん！」

　盛大に舌を出してカウンターに行こうとした私の肩を、男の手が乱暴に掴む。その途端、背中に激痛が走った。

「ツ……ッ」

　顔を顰めた私は、振り返りざまにそいつの手を叩き落とす。

　──パンッ。

　乾いた音がギルドに響いた。

「……触るな」

「待て、そんな匂いをさせていれば……」

「黙れよ。生憎こっちはその日の金にも困る貧乏人なんだ。あんたが邪魔しなければとっとと換金してここから出て行くさ。だから手を離せ、このクソ野郎」

「……チッ」

　騒ぎに気が付いたのか、背後の空気がざわついている。それが気に入らないのか舌打ちするおっさんの脇を強引にすり抜け、私は逃げるように奥のカウンターへ向かった。




　冒険者ギルドの奥には受付カウンターと、達成した依頼を確認する買取りカウンターがある。買取りカウンターにいたのは、顔見知りの職員、サリーナだった。

「おかえりなさい、セリ。今日は遅いからみんな心配してたのよ。なにかあったの？」

　サリーナは森の麗人と呼ばれるエルフならではの美貌の持ち主で、一見冷たそうに見える美女だ。でも実はむちゃくちゃ面倒見のいい人で、私の冒険者登録を担当してくれて以来、なにかと気にかけてくれる。

「たまたま薬草の群生を見つけたから、張り切って遅くなっちゃったんだ。もしかして、帰って来るのを待っててくれたの？」

　不安になって尋ねると、サリーナは笑いながら頭を横に振った。

「大丈夫よ。今日はたまたま他の仕事があって、こんな時間までいただけだから。でも、夜は危ないから、次からは遅くならないよう気を付けてね。じゃあ早速だけど、今日の依頼品を見せてくれるかしら」

「うん、これなんだけど」

　私は鞄からツリガネ草の束を取り出して、カウンターの上に並べた。

　ツリガネ草は茎と葉はもちろん、根まで全部揃っているのが望ましい。根元を結わいて束にしたのが八束。合計八十本のツリガネ草が今日の成果だ。

「ツリガネ草が全部で八十本。状態も完璧で問題なし。うん、いつもながら丁寧な仕事ね。ほかに買取り品はあるかしら」

　感心したように頷くサリーナの前に、私はおそるおそる例の蟲を並べた。

「今日はこんなのもあるんだけど、これも買い取ってもらえる？」

「マンマダンゴ蟲ね。どうしたの？　これ」

　サリーナはカウンターにてんこ盛りになった蟲を見て、一瞬顔を顰める。それからわざわざ手袋をはめ、嫌そうに蟲を摘まんだ。

「ツリガネ草を探してたら偶然見つけたんだ。やっぱり無理かな」

「一匹で三百ゴルド、二十六匹いるから七千八百ゴルドになるわよ」

「やった！　結構いい値段になるんだね！」

　これで万が一のことがあってしばらく依頼をこなせない状況になったとしても、当座の宿代と食費は心配ないだろう。それに、かなり貯金に回せる。

　思わぬ稼ぎになったと内心ほくほくしていると、サリーナはどこか心配そうに綺麗な眉を下げた。

「ねえセリ、顔色が悪いわ。大丈夫？　それにさっきアイザックと揉めてたでしょう。あの男になにかされたの？」

「べつに大丈夫だよ。それよりアイザックって誰？」

「あら、さっきセリが話してた男はＡランクの冒険者のアイザックよ。滅多にこのギルドに来ることはないけど、名前くらい聞いたことないかしら」

「Ａランク？　へー、そうなんだ」

　この国にＡランクの冒険者は三人しかいないって、前に誰かが話していた気がする。それだけＡランクになるのは難しいんだって。

　ということは……ふーん、あのおっさん、あれでも有名人なんだ。あんな怪しいホームレスみたいな風態で、しかも人に喧嘩売ってくるような性格の悪い奴がねえ……。

　珍しさもあってもう一度おっさんを見ようと振り返った途端、突然ぐらりと視界が回る。私は咄嗟にカウンターの端を掴んで身体を支えた。

　……あれ、なんだろうこの眩暈。もしかして、自分で思ってるより疲れてるのかな……。

「……ごめん、今日は遅くなったからもう帰る。サリーナ、精算してもらえる？」

「え？　ええ、わかったわ」

　私はサリーナを急かして報酬を受け取り、鞄にしまった。

「ちょっとセリ、あなた本当に大丈夫なの？」

「大丈夫だよ。でも心配してくれてありがとう。サリーナ、じゃあまたね」

　怪訝そうな顔をするサリーナに背を向け、冒険者達の間をすり抜けて出口に向かう。

「おーい、セリ、今から飯食いに行こうぜ」

「なあ待てよ。少しくらい付き合えよ」

「今日は疲れたからもう帰る。さよなら」

　いつもより執拗に追いかけてくる声を振り切り、私は入り口の扉を押して外に出た。




　ギルドの外はすっかり真っ暗闇。食堂や飲み屋の窓から洩れる明かりが暗い夜道を照らす。

　酔っぱらいの声で賑やかな喧騒の中、黙々と宿を目指していた私は、身体の異変に気が付いて足を止めた。

　……なんだろう。さっきから足が鉛みたいに重い。それに身体は火照って熱いのに、背中がゾクゾクする……。

「ちょっとだけ休憩、しようかな」

　再びぐらりと襲った眩暈を、咄嗟に近くの壁に寄りかかってやり過ごす。しばらく目を瞑ってじっとしていると、目の前に大きなシルエットが立ち塞がったのがわかった。

「おい、お前はとんでもない馬鹿なのか？」

「は……？」

　開いた目に映ったのは、さっきギルドで会ったＡランクのおっさんだった。

　なんでこいつがここにいるの？　これは偶然？　それとも……？

「おっさん、わざわざ文句言うために追いかけてきたの？　ずいぶんしつこいんだね。それともよっぽどヒマなの？」

「……そいつはマンマダンゴ蟲だろう？　街中でその蟲の匂いを垂れ流して歩いていたら、どうぞ襲ってくれと言っているようなもんだ。お前、それをわかっているのか？」

「はあ？　蟲の匂いって、なに言ってんの？」

　軽蔑したような目で睨むおっさんから距離を取りながら、私も負けじと睨み返す。

　だいたい蟲の匂いってなにさ。たしかにマンマダンゴ蟲が背中に張り付いてたけど、それくらいで身体に匂いが付くの？

「マンマダンゴ蟲は媚薬の原料になる蟲だ。近頃の親はそんな初歩的なことも子供に教えないのか」

「びやく……って、もしかして、あの媚薬？」

「最近は薄めたやつを香水の代わりに使うのが娼婦の流行らしいな。お前は狙ってやっているわけではないんだろう？　だが、そんな匂いを撒き散らして歩けばどうなるか、いくらお前が馬鹿でも想像がつくんじゃないか？」

　マンマダンゴ蟲が媚薬の原料？　しかも娼婦が使う香水？

　うそ、そんなこと知らなかった。でも待って、その匂いが私に付いてるってことは、もしかしてさっきギルドでやたらと声をかけられたのも……？

　身体がカタカタ震え出すのがわかった。

「発情した男にはガキだろうが男だろうが関係ない。嫌な目に遭いたくなければ、今後は気を付けろ」

　無言で何度も頷く私に、おっさんは呆れたように大きく溜息をついた。

「今頃になって怖くなったのか？　まったくしょうがないな。心配しなくても、お前みたいな馬鹿をここで放り出すような薄情な真似はしない。安心しろ」

「え？」

「送ってやると言ってるんだ。つくづく頭が悪い奴だな」

　不機嫌そうに顔を顰める男を前に、私は返す言葉もなく口を噤んだ。

　たしかに私は本当に馬鹿で迂闊だった。この人の口ぶりからすると、冒険者なら知っておくべき初歩的な知識だったに違いない。しかも私はギルドであんなに失礼な態度だったのに、この人はわざわざ忠告しようとここまで追いかけてきてくれたんだ。

　でも……辛辣な言葉に、弱った心がくじけそうになる。

　泣きそうになるのを堪えて俯く私に、ますます不機嫌になった男は背を向けて歩き始めた。

「どこへ行けばいいんだ？　家はどこだ？」

「……歌う椋むく鳥どり亭、です」

「宿ってことは一人で暮らしてるのか。お前、ちゃんと処理の方法は知っているんだろうな」

「処理ってなんのことですか？」

　意味がわからず質問を返す私に、男はわざわざ振り返ってギロリと睨んだ。

「その蟲の効果を甘く見るな。一晩寝れば抜けるってもんじゃないぞ。もうちょっとお前の年がいっていれば娼館って手もあるが、まあ俺と違ってお前のような細い身体じゃあ、女に見向きもされないだろうな。ハハハッ」

　なにが楽しいのか、男は笑いながら迷路のような路地を進んでいく。

　やがて通りから奥まった場所に建つ古びた宿「歌う椋鳥亭」に着いた私達は、カウンターの従業員に軽く挨拶して、脇にある階段を上った。

「ここは昔から変わらないな。おい部屋は何号室だ」

「……五号室、です」

「ここか。で、お前、これからどうすんだ？」

　男は『五』と書かれたプレートのある部屋の前で止まり、腕を組んで私を見下ろした。

「……とりあえず背中が痛いから、まずはそれを治します。あの、たしかアイザックさん、ですよね？　今日は本当にありがとうございました。お礼は後日必ず……」

　そう言って頭を下げようとしたところで、視界がぐにゃりと歪んだ。咄嗟になにかに掴まろうと伸ばした手を、大きな手が掴んだ。

「最後まで面倒かけやがって、しょうがない奴だな。なんだ、背中に怪我でもしているのか？」

「ごめん、なさい」

「いいから早く鍵を寄越せ。開けてやる」

　呆れたような声に言われるままに鍵を渡すと、アイザックは片手で私を支えながら扉を開けた。そしてひょいと私を抱き上げ、真っすぐベッドへ向かった。

「へえ、ずいぶん綺麗にしてるんだな」

　興味深げに部屋を見回しながらアイザックは私をベッドの上に下ろすと、おもむろにマントに手をかけた。

「おら、そのマントを脱いで背中を見せてみろ。ここまできたら乗りかかった船だ。ついでに怪我を看てやろう」

「こ、これは、いいです！」

　私はマントを脱がそうとする手を、慌てて掴んだ。

　自分でもわかるくらい身体が変だ。熱っぽくてクラクラするのに寒気がする。正直言って、話してる余裕なんてこれっぽっちもない。

　……だけどこれ以上、この人に迷惑をかけたくない。それにこのままだと、私の秘密がバレてしまう。

「もう、大丈夫、だから、帰って、ください」

　振り絞るように声を出してそう言ったのに、それを無視したアイザックは私を無理矢理ベッドに俯せに押し倒した。そして強引にマントを剥いで────ぴたりとその動きを止めた。

「お前、これ、どうしたんだ」

　奇妙な沈黙のあと、大きな手が慎重に背中に触れる。

　自分ではどうなっているのかわからないけど、その手はなにかを確かめるみたいに、私の背中の上を動いている。

「……薬草を採ってたら、木の上から蟲が降ってきて、それで」

「マンマダンゴ蟲に襲われたのか。ポーションは飲んだのか？」

「ううん、持ってなくて……」

「そうか、一人で討伐したのか。小さいのに偉かったな。よく頑張った」

　俯せになった私の頭を、アイザックは労うようにぽんぽんと撫でる。打って変わって優しくなった声とあたたかい手に、なぜか目頭がつんと熱くなった。

　反則だよ。こんなタイミングで優しくされたら、泣きそうになっちゃうよ……。

　みっともない顔を見せたくなかったのに、顔を隠そうとした手がゆっくりアイザックに開かれた。

「これは……手も傷だらけじゃないか。ずいぶん痛かったろう」

「……うん」

「いいか、よく聞け。お前の背中には、蟲の毒針が刺さったままになっている。まずはこいつを抜くからな。本当なら話もできないほど痛みがあるはずだが、きっと毒のせいで感覚が鈍くなっているんだろうな。お前、今の気分はどうだ？」

「そういえば……もう痛くないけど、すごく、寒い……」

「チッ、まずいな。ちょっと服を破くぞ。うん？　なんでこんなのを巻いてるんだ？　悪いがこれも切るぞ」

　返事を待たずに布を切る音がして、さらしで絞めていた胸が楽になる。それと同時に、ものすごい眠気が襲ってきた。

「これから毒針を抜く。痛かったら言え」

「……はい」

　アイザックの手が、慎重に背中に触れる。

　痛いとかそういう感覚はよくわからないのに、肌に触れる指の温度だけは伝わってくる。

　あたたかい手はなにかを確かめるように背中を往復したあと、しばらくすると離れていってしまった。

「ずいぶん深くまで毒針が刺さっていた。よく頑張ったな。痛みはどうだ？」

「だい、じょうぶ」

「よし、次はこのポーションだ。これで怪我は治るはずだが、ポーションで傷が塞がっても蟲の毒の効果は消えないんだ。体力が戻れば、今度は媚薬の効果が強く出るかもしれん。それでもいいか？」

「……ん」

「よし、じゃあとりあえず身体を起こして、これを……」

　アイザックの手の温もりがなくなった背中が、凍えるように寒い。

　近くで聞こえていた声も徐々に遠ざかる。

　……私、もう、寝てもいいかな。なんだか、すごく、疲れちゃった……。

「……アイザック、さん、私、眠くて……」

「おい、ちょっと待て、まだ寝るな！　寝るならポーションを飲んでからにしろ！」

　なぜか焦ったようなアイザックの声が、徐々に遠ざかる。

　緞帳が下りるように、すとんと意識が落ちる。

　私は深い眠りに引きずり込まれていった。




「ん……」

　口の中に甘い物が入ってくる。甘くてどこか懐かしい味。

　それがなにかを思い出そうとしていたら、唇に柔らかい物が押し付けられて、また口の中が甘い味で満たされた。

　あ……もしかして……これはお薬のシロップ……？

　小さい頃に熱が出ると決まって飲ませてくれた、琥珀色の水薬。病院に行くのは嫌いだったけど、小児科のおじいちゃん先生がくれる甘い薬シロップだけは好きだった。

　病気の時に一人で寝かされる部屋は、なにも見る物がなくてすごく退屈。だから私は、枕元にあるシロップに光が反射してキラキラしてるのを、ずっと眺めていたっけ……。

　そうだ、思い出した。これは私が小学生の頃の記憶だ。

　共働きの両親は二人とも仕事が忙しくて、学校行事に来てくれることは滅多になかった。

　だけど私が熱を出した時だけは、お母さんは仕事を休んで一緒にいてくれて、お父さんは会社の帰りにゼリーとかプリンとかアイスとか、私の好きな物をいっぱい買ってきてくれた。病気なのに不謹慎だってわかってるけど、子供心にそれがすごく嬉しかったんだ。

「いい子だな。もっと飲めるか？」

　……そっか。これはきっと、私の願望が見せている夢なんだ……。

　久しぶりのシロップは、涙が出そうなほど甘くておいしい。

　お代わりが欲しくて強請るように舌を出したら、また口の中にシロップを入れてもらえる。

　何度も何度もそれが繰り返されて、満足した私は深く息をついた。

「偉かったな。どこか痛むところはあるか？」

「ん……」

　大きな掌がゆっくり私の頭を撫でる。

　こんなふうに頭を撫でてもらうのも、すごく久しぶり。

　嬉しくなった私は、その手をぎゅっと握った。

「大丈夫だ。ずっと側にいてやるから、なにも考えずにゆっくり眠るといい」

「ほんとう……？」

「ああ」

「へへ、うれしい」

　これは夢なんだってわかってる。

　だって私はもう大人だし、ここは実家でもなくて、一人暮らしの部屋でもなくて、異世界なんだから。

　だから、自分の夢なんだから、夢の中でくらい、いっぱい甘えてもいいよね……？

「ずっと、ここにいて、ね。もう、一人に、しないで……」

「ああ、約束する。だからゆっくり休め」

「うん……」

　優しい声に誘われて眠りに落ちた私は、懐かしい夢を見た。

　それは、私がこの世界に来た時の夢だ──。






　忘れもしない、あれは今から一年前。大学生だった私、芹せり澤ざわ愛ま菜なは、突然この世界にトリップしてしまった。

　特に事件や事故に巻き込まれたわけじゃなくて、バイト先に向かう途中で盛大に転んだ私は、顔を上げた時にはもうこの世界にいたんだ。




「今日のドリンクはなににしようかな～」

　大学入学と同時に晴れて一人暮らしを始めた私は、毎日バイトに精を出す貧乏学生だった。その日も講義が終わったあと、バイト先である駅ビルのコーヒーショップに向かっていた。

「今日は暑いから、フローズンモカにホイップクリームとチョコシロップ増量……はカロリー高いからやめておこう。季節限定のほうじ茶のフローズンも捨てがたいよなあ」

　ずっと憧れていたコーヒーショップのバイトは、シフトは忙しいし覚えることもたくさんあってかなり大変だ。だけど、休憩時間に好きなドリンクを飲んでいいのが、なによりの魅力だったりする。

　その時も呑気に今日のドリンクはなににしようなんて考えていた私は、きっと足元が疎かになっていたんだと思う。

「うわあっ！　い……ったー……」

　自動ドアが開くと同時に駅ビルに足を踏み入れた私は、なにかに躓いて盛大に膝を床に打ち付けた。

「いたたた……やだ、恥ずかしい……ってあれ？　……え？」

　転んだ時の痛みより恥ずかしさを堪えながら顔を上げると、そこにあったのは見慣れたテナントショップとはかけ離れた風景だった。

　なぜか真上から照りつける眩しい太陽に、頬に感じる乾いた風。道の両側には木造の建物が並び、通り過ぎる馬車はもうもうと黄土色の土煙を巻き起こす。

　呆然となった私を訝しげに見るのは、変わった服を着た明らかに異国ふうの人達だった。

「……嘘、なに、これ……」

「おい坊主、そこでなにしてんだ？　そんな所に座ってると危ねえぞ」

「え？　坊主？　それってまさか私のこと？」

　ぽかんと口を開け、往来のど真ん中で座り込んでいた私に声をかけてくれたのは、白髪交じりの渋いおじいちゃんだった。

　急ぎ足でやってきたおじいちゃんは、私を立たせると道の端に寄せ、服についた砂埃をパンパンと払ってくれた。

「なんだ坊主、泣きそうな顔してどうした。転んだのか、それとも迷子か？　親はどこにいるんだ？」

「え？　あ、あの、私は一人暮らしだから、親はいないっていうか……」

「独立してるってえと、つまり坊主はもう成人してるのか！　いやはや……お前さんずいぶんちっこいもんだからよ、てっきりまだ子供かと思ったぞい。ははは、悪かったな」

「は、はあ」

「だがよ、じゃあどうしてあんな道の真ん中に座ってたんだ」

「えっと、それが自分でもよくわからなくて。気が付いたらここにいたっていうか……あの、ここはどこですか？」

「なんだ、やっぱり迷子じゃねえか。しょうがねえな、俺についてこい」

　ニカッと笑ったおじいちゃんは、先導するように前を歩き始めた。

「お前さんがどこから来たのかはわからんが、モルデンに冒険者ギルドは一軒しかねえんだ。だからまずはギルドの場所を覚えておくといい。ギルドに来ればたいていの問題は解決するからな」

「モルデンってここの地名ですか？　聞いたことないけど……。それに冒険者ギルドってなんですか？」

「なんだお前さん、まさか冒険者ギルドもない田舎から来たのか？」

「田舎っていうか、ええと、吉祥寺……東京……いえ、日本なんですけど、たしかに冒険者ギルドはないですね」

「キチジョージー？　ニホン？　うーん、悪いが聞いたことねえ地名だなあ」

　申し訳なさそうにポリポリと目の横を掻いたおじいちゃんは、歩きながらギルドについて教えてくれた。

　この国の成人年齢は十五歳。成人した子供は親元を離れて独立するのが普通なんだそうだ。そして成人したばかりの人間が手っ取り早くお金を稼げる場所が、冒険者ギルド。そこに行けば、色々な仕事を斡旋してもらえるらしい。つまりはハローワーク的な場所だろうか。

「まあ冒険者といっても、魔物退治ばかりしてるわけじゃあない。お前さんみてえな小さい坊主でもできる食堂の手伝いやら薬草採集やら、仕事は色々あるからな。心配しなくていいぞ」

　どうやら身長百五十五センチでショートボブ、リュックを背負いダメージジーンズにモッズコートという出で立ちの私は、ど田舎から出てきたばかりの男の子だと思われたらしい。

　でもそんな間違いを気にしていられないほど、この時の私はパニックになっていた。

「いいか坊主、いくらこのモルデンが長閑な街だからといって、気を抜くなよ？　悪い奴はどこにでもいるからな」

　そう言ってニヤリと笑ったおじいちゃんは、まるで古い映画に出てくる西部劇の酒場のような建物の前で立ち止まった。

「ようこそ、モルデンの冒険者ギルドへ」

　扉を開けた先に広がっていたのは、映画で見た西部劇さながらの……ううん、それ以上に怪しい光景だった。

　奥行きが広く薄暗い建物の中は、横に長いカウンターが前後を仕切る。部屋の左右には上階へ続く階段が見え、これが西部劇なら、上には綺麗なお姉さん達がいる部屋があるに違いない。

　両側の壁にあるボードには何枚もの紙が貼られ、その前ではコスプレみたいな格好をした男女がなにか話し合っている。そしてパーティションで区切られたカウンターの前には、老若男女、さまざまな人が列を作り並んでいた。

「ようエンゾ、珍しいなこんな時間に」

「なんだじいさんもう休憩か？　年寄りは大人しくしとくもんだぜ」

「おう悪いな、ちょっと通してくれ」

「エンゾ！　あとで顔出すからよ！」

「ああ、わかってらあ」

　大勢の人の間を縫うように歩くおじいちゃんに、周りから次々に声がかかる。

　いったいこの人は何者なんだろう？　そんなことを考えながらも、私ははぐれないように必死で背中についていった。

「あらエンゾ、今日はどうしました？」

　辿り着いたカウンターにいたのは、制服姿で眼鏡をかけた綺麗なお姉さんだった。

「よう別嬪さん、そこでこの坊主を拾ったんでな、ちょっとお節介しとるんだ」

「拾ったんですか？」

「ああ。なんでもギルドもない田舎から出てきたばかりなんだそうだ。せっかくだから、お前さんが手続きしてやってくれんか」

「それはもちろん構いませんが」

「じゃあ頼んだぞ。じゃあな坊主、しっかり頑張れよ」

「へ？　あ、はい。あの、ありがとうございました」

　おじいちゃんは笑って私の肩をばんと叩いたあと、くるりと背を向け颯爽と去っていってしまった。

「じゃあ早速だけど、手続きをしましょうか。私はモルデン冒険者ギルドの職員、サリーナよ。よろしくね」

　改めて目の前の眼鏡をかけた女性を観察する。プラチナブロンドとでもいうのだろうか。長くて綺麗な金髪を編んだ女性は、まるでモデルのような容姿をしている。気になるのは耳が奇妙に尖って長いことだけど、これもコスプレなのかな……？

「は、はい、あの、芹澤といいます。よろしくお願いします」

「セリ・ザワ？　素敵な名前ね。セリは冒険者ギルドは初めてなのよね？　じゃあまずはギルドの説明をしたほうがいいのかしら」

「いえ、ええと、セリじゃなくて芹澤……なんでもないです。お願いします」

　サリーナ曰く、冒険者ギルドは冒険者と依頼人との仲介をする組織なのだそうだ。

　依頼の受発注や品物の買取りに加え、銀行のようなお金の管理等、業務は多岐にわたる。

　ちなみにギルドへの登録は無料で、十五歳以上なら誰でも登録できるらしい。ただし一定数の依頼をこなさなかったり契約違反をしたりすると、登録が抹消されてしまう。

「モルデンのギルドで一番多い依頼は、害獣の討伐と素材収集の依頼ね。初心者はまず薬草採集から始めるといいわ」

「薬草、ですか」

　……もしかして、これはいわゆる異世界トリップってやつではないだろうか。

　だってギルドだの、冒険者だの、薬草採集だのって、ラノベに出てくる典型的なテンプレだ。そもそもあんな大きな剣を普通に持っている時点でおかしい。ここが日本なら銃刀法違反で即アウトだ。

　そんなことをグルグル考えている私の前に、一枚の紙が置かれた。

「じゃあセリ、さっそく冒険者登録をしましょう」

　サリーナは軸がキラキラした万年筆みたいなペンを取り出し、私に持たせた。

「まずはここに自分の名前を記入してちょうだい。セリ・ザワって。年齢は……セリは親元から独立してるのよね？」

「あ、はい」

「じゃあ十五歳ね。最後にここにサインしてもらえる？　サインってわかるかしら？」

「大丈夫です。わかります」

　言われるままに紙にペンを走らせていた私は、すべてを書き終わってから自分が日本語で記入していたことに気が付いた。

　やばい、芹澤って書くつもりだったのに、言われた通りにセリ・ザワって書いちゃった。しかも十五歳って、いくらなんでも年齢詐称しすぎ！

　っていうか日本語でサインしたけど、大丈夫なのかな。そういえば書類も日本語で書いてあったよね？　だって普通に読めたし……？

　もう一度確認しようと書類を手に取った瞬間、紙は淡く光り、名刺ほどの大きさの真っ白なカードへ姿を変えた。

「うわっ！　え？　えええっ!?」

「問題なく登録できたわね。おめでとうセリ、これであなたも晴れて新人冒険者よ。カードの色はランクが上がるごとに変わっていくから頑張ってね」

　笑顔とともに渡されたカードに記された文字は『セリ・ザワ、年齢十五歳、冒険者ランクＦ』。

　目の前で姿を変えたカードと、なぜか読めてしまう見たことのない文字。

　それは、ここが紛れもなく異世界なんだと私に強く認識させた出来事だった。




「おはよー！　今日はなにかいい依頼はある？」

「あらセリ、今日も早いのね。そうねえ、ククロットの収穫があるわよ。西地区の畑で日給三千ゴルドだけど、どう？」

「やります！」

　新人冒険者の一日は忙しい。

　セリ・ザワという名の男の子として暮らす私は、日の出と同時に起きてギルドへ向かう。

　ギルドで新規の依頼が張り出されるのは早朝だ。人気の仕事はすぐに決まってしまうから、依頼が張り出されるのと同時にゲットするのが狙い目だ。

　一番狙いは食堂の手伝い。屋内の仕事だし賄いも付くから最高だけど、そんな依頼は滅多にないから、普段は常設依頼の薬草採集をしていることが多い。

　夕方ギルドで依頼の精算を済ましたら、その後は食材の買い出しへ。お金を節約してるから、ご飯は自炊が基本だ。

　部屋に戻って夕飯を食べたら、そのあとは入浴だ。お風呂代わりの大きな桶での水浴びは、最初は冷たくて泣きそうだったけど、今ではすっかり慣れてしまった。

　毎晩寝る前の日課は、日記をつけること。その日の簡単な出来事と薬草の特徴や採集場所をまとめたノートは、もうすぐ二冊目になろうとしている。

　それが終わったら次の日の準備をして、おやすみなさい。横になったらすぐに眠れるようになったのは、この世界で身につけた特技の一つだ。

　はっきり言って、今までの常識が通用しない世界でお金を稼いで一人で暮らすのって大変だ。

　違う世界からやってきた人間であること、女であることがバレたらどうなるかわからないから、誰かに相談することもできない。

　唯一頼りになるのはお金だ。お金さえあれば、たいていのことは解決できる。だから私は毎日依頼を受けて、少しでもお金を稼ぐんだ。

　贅沢はできないけど、光熱費やスマホ代がかからないぶん生活費は安いかもしれない。それに日本にいた時も一人暮らしでバイト三昧の学生だったから、貧乏生活は慣れているしね。

　目下の目標は、中央と呼ばれるこの国の都に行くことだ。

　一年かけてわかったことだけど、モルデンは田舎だ。私みたいな異世界人がほかにもいるかどうか、手掛かりを探すにはあまりにも狭すぎる。

　中央には国一番の規模を誇る図書館があると聞いた。そこに行けば、日本に帰る手掛かりが見つかるかもしれない。だから、今はそのためにお金を貯めている最中だ。

　うん、大丈夫。

　日本に帰るって目標があるから、私はまだ頑張れる。

　……でも、時々無性に寂しくなる。

　街中で、仲のよさそうな家族や恋人達とすれ違う時。

　食堂で、私の隣だけが空いてる時。

　誰もいない部屋に帰ってきて、疲れ切ってなにもする気力がない時。

　ふと考えてしまう。

　どうして私はここにいるんだろう。

　いつになったら日本に帰れるんだろう。

　私はこのままこの世界で、ずっと一人ぼっちなのかなって……。




「う……ん」

　暑い……すごく部屋が暑いよ……あれ……ちがう……これは身体が熱いんだ……。

　ねっとり手足に絡みつくような熱から逃げたくて、ぬるくなったシーツの上で何度も身体を捩る。

　……私、どうしたんだっけ……？　確かお母さんが薬を飲ませてくれて……？

　ううん、違う、ここはあの家じゃない。ていうか、日本でもない。

　ええと、私、どうしたんだろう……。

　うつらうつらしながら記憶を手繰り寄せるけど、考えるそばから思考がするりと逃げていく。

　よく思い出せないけど、まずはお水が飲みたいな……。

　からからに渇いた喉を潤そうと伸ばした手が、ひんやりしたなにかに包まれた。

「おい、大丈夫か？」

「だ……れ……？」

「ん？　俺か？　俺はアイザックだ。……セリ、お前、俺のことがわからないのか？」

「あい、ざっく……さ、ん？」

「ずいぶん声が擦れてるな。ちょっと待て」

　背中に回された大きな手で身体が起こされて、うっすら開けた目に見覚えのない男の人が映る。

　伸びっぱなしの髪に、ぼうぼうの髭の……ずいぶんワイルドな人だ。

　でも、アイザックって誰だっけ……？

　そんなことを考えていたら、なにか柔らかい物が唇に押し付けられる。次の瞬間、冷たい水が口の中を潤したのがわかった。

　ぼんやりした頭にはその行為の意味がわからない。

　でもびっくりするくらい水がおいしくて、私は夢中になって舌を伸ばした。

「ん……」

「っ、おい、落ち着け。もっと欲しいのか？」

　こくりと頷くと、一旦離れた唇がまた水を運んでくれる。

　口の中にほんの少しだけ入れてもらえる水が、火照った身体を冷やしていくみたいで気持ちいい。

　もっといっぱい欲しくてアイザックの服を掴んで唇を強く吸うと、驚いたように呻いた口から水が零れて、私の唇を濡らした。

「……濡れちまったな」

「つめた……あ、やんっ」

　髭を纏った口が、落ちた水滴を追って首筋を這う。

　チクチクする髭の刺激に、自分の身体が大袈裟なくらい反応したのがわかった。

「いや、だ、どうして」

　アイザックの唇が触れた所から身体が熱くなって、おへその下がきゅんってする。まるでもっと触ってほしがっているみたいな、身体の反応が恥ずかしい。

　泣きそうになっていると、アイザックは優しく宥めるように私の頭を撫でた。

「怖いか？　大丈夫だ。これは蟲の毒のせいで、自然な反応だ」

「むしの……どく？」

「ああそうだ。セリは薬草採集の最中に蟲に襲われて怪我をしたんだ。今、お前の身体が変になってるのは全部毒のせいだ。覚えてるか？」

　ふるふる頭を振る私に、アイザックは気まずそうに頭を掻いた。

「そうか。なにも覚えてないのか。俺はアイザック・モルド。Ａランクの冒険者だ。ギルドで見かけたセリの様子がおかしかったから、宿まで送ってきたんだ」

「ギルドで……会った……？」

「ああそうだ。なあセリ、正直に教えてくれ。身体が熱を持って敏感になってるんじゃないか？」

「どうして、わかるの……？」

　すっと伸ばされた手が、熱を確かめるみたいに私の額を覆う。

　額に手が触れる、ただそれだけなのに耳の後ろがぞわぞわして、身体がみっともなく震えてしまうのが止められない。私はアイザックの手から逃げるように頭を振った。

「んっ、ぃや……っ」

「大丈夫だ。その反応は蟲の毒のせいだ」

「どくって……ずっとこのままなの？」

「いや、それがだな、このまま熱が長引くと体温が上がりすぎてまずいことになる。それを防ぐためには、熱を発散させてやるのが一番だ。それで、発散させるにはだな、あー……、つまり、その、イくのが一番手っ取り早い」

「い、く？」

「セリは誰か付き合ってる奴がいるか？　恋人がいるならすぐに俺が呼びに行ってやるぞ？」

　時間をかけて言葉の意味を理解した私の目に、じわりと熱いものが込み上げる。

　だって、ここには親しい人なんて一人もいない。宿の人もギルドの人もみんな親切だけど、それは私のことを子供だと思っているから。ただそれだけ。

　友人すらいない私に恋人だなんて、そんなのありえないのに……。

　堪えきれない涙が溢れて、頬を伝って落ちていくのがわかった。

　無言のまましゃくり上げる私を困ったように見つめていたアイザックは、やがて大きく息をついた。

「……俺みたいな年上の男は嫌だと思うが、これは毒の治療だ。難しく考えなくていい」

「……ちりょう？」

「ああ、そうだ」

　大きな手で顎を掴まれて上を向かされた私の頬を、太い指が撫でる。

　くすんだ藁色の髪から覗くのは、透き通った泉のような蒼い瞳。

　でも、心配そうに眇めた鋭い瞳の奥が、怪しげに揺らめいて見えるのは気のせい……？

「そんな不安そうな顔をしなくても大丈夫だ。セリはただそこに転がっていればいい」

　次の瞬間────乱暴な言葉遣いには似合わない、すごく優しいキスが降ってくる。

　そっか。これはきっと夢なんだ。毒に侵された私が見る、都合のいい夢の続き。

　だったら、素直に甘えてもいいのかな……。









第二話　アイザック視点　怪しいガキ











　俺、アイザック・モルドは、世間で言うところの青い血を持つ一族の生まれだ。だが窮屈な暮らしが面倒になり家を出て以来、冒険者として生業をたてている。

　今でこそＡランクだなんてご大層な肩書きが付いているが、右も左もわからない冒険者になりたての頃は荷運びから人助けまで、ありとあらゆる依頼をこなしたものだ。

　今回一ヶ月に亘る地下迷宮ダンジョンの調査を終え、報告のためその足でモルデンの冒険者ギルドの扉を開いたが──。

「……臭いな」

　ギルドに一歩足を踏み入れて気が付いたのは、一言で言えば不快な匂いだった。

　このやたらと甘ったるい匂いはなんだ？

　頭の中を辿り記憶と合致したのは、マンマダンゴ蟲だった。

　マンマダンゴ蟲は媚薬や麻酔薬の材料になる魔物だ。標的を噛んで麻痺させてから毒針で媚薬効果のある毒を注入し、獲物を生きたまま捕食する。

　こいつが厄介なのは普通の虫と同じで気配が察知しにくいのと、群で行動するところだ。おかげで気が付いたらうっかり群に囲まれてる、なんてことになりかねない。しかも媚薬効果は強力で、鼻のいい奴なら匂いだけで当てられる。

　誰だって蟲に媚薬を盛られてアソコをおっ勃てたまま食われたくはない。だから慣れた冒険者は、蟲を見つけるとすぐさまその一帯を火で焼き尽くす。

　……こっちは一ヶ月もご無沙汰で女の肌に飢えてるのに、そんな厄介な物を持ち込んだのはどこのどいつだ？

　眉を顰め匂いの源を探すと、古びたマントを頭から被った子供が目に入る。

　フードを目深に被り顔は見えないが、冒険者になりたてのガキが調子に乗って蟲を採って来たというところだろう。

　だがあいつ、匂いのせいで自分がここにいる連中にどんな目で見られているのか、まったく理解していないようだ。

「おい、見ろよ」

「なんだあのガキ、誘ってんのか？　小さいのにかなりの好き者だな」

「よく見りゃあ顔は悪くねえな。お前、声かけてみろよ」

　野郎共のゲスな話し声と、あからさまな品定め。あのねっとりした視線に気が付かないとは、おめでたい奴だ。

「……クソが」

　あれが成人した男だったら間違いなく放置する。ギルドに出入りする冒険者なんぞ、自分のケツくらい自分でなんとかするのが当然だ。

　……だが、あれはどう見てもまだ子供だ。このまま見て見ぬふりをするのも気分が悪い。俺は大きく溜息をついた。

「おい、ちょっと待て」

　余計な世話とは思ったが、ガキに声をかける。一言注意してやるつもりだったが、ガキは警戒しているのか碌に人の話を聞きやしない。挙げ句の果てには平気でそのまま外へ出て行きやがる。呆れて匙を投げようとしたところで、カウンターから声がかかった。

「アイザック、ちょっといいかしら」

「なんだ、サリーナか。さすがに今日は依頼の手続きはしないぞ」

「そうじゃなくて、さっき話していた子のことよ。あなたの知り合い？」

「なにかあるのか？」

　モルデン冒険者ギルドの職員サリーナは、かつては優秀な冒険者だった。だが、パートナーが大怪我をした際に彼女も冒険者を引退。以来ギルドを支える裏方に回ったという経歴の持ち主だ。そんなサリーナが目を付けてるってことは、なにか訳ありか？

　面倒事の予感に思いきり顔を顰めた俺を見て、サリーナは緩く首を振った。

「あの子の今日の採集品にマンマダンゴ蟲があったから、ちょっと気になったの。ねえ、悪いんだけど、あの子の様子を見てきてくれない？　顔色も悪かったし、嫌な予感がするの」

「おいおい、いくらなんでも過保護すぎるんじゃないか」

「あの子は……ギルドマスターもあの子のことは目をかけてるのよ。なんなら私からの依頼扱いにしてもいいから。お願いよ」

「あのじじいもか？　……ったく、子守なんぞＡランク冒険者に頼むことじゃないぞ」

　渋々ギルドを出てガキを探しに行くと、案の定少し離れた路地で動けなくなっている。

　みっちり説教して大人しくなったガキは、宿の自分の部屋まで来るといきなり倒れた。

「最後まで面倒かけやがって、しょうがない奴だな。なんだ、背中に怪我でもしているのか？」

「ごめん、なさい……」

　そういえば背中が痛むと言っていたか。激しく抵抗するガキをベッドに押し倒し、怪我の具合を見ようと強引にマントを剥ぎとったところで、俺は息を呑んだ。

　ボロボロになった服と身体に巻いていた布の下から現れたのは、背中一面に広がる蟲の噛み痕と爪で裂かれた傷。そして刺さったままの毒針だった。

「お前、これ、どうしたんだ」

「……薬草を採ってたら、木の上から蟲が降ってきて、それで……」

「マンマダンゴ蟲に襲われたのか。ポーションは飲んだか？」

「ううん、持ってなくて……」

「そうか、一人で討伐したのか。小さいのに偉かったな。よく頑張った」

　慎重に怪我の具合を調べるが、布がきつく巻いてあったおかげか、致命傷に至る深い傷はなさそうだ。だが怪我の箇所が多いせいか出血量が多い。よく見ると手にもひどい裂傷がある。

　本当なら相当痛いだろう。そのわりに痛みを感じてないように見えるのは、蟲の麻痺毒のせいか、それとも我慢しているのか。

　そういえばギルドで肩を掴んだ時、こいつはひどく顔を顰めていたっけか。あれは怪我の痛みを我慢していたのかもしれない。

　蟲の匂いに気をとられて血の匂いに気が付かないとは、俺も迂闊だった。

　背中に残った蟲の毒針を抜き終えると、ガキは深く息をついた。

「アイザック、さん、私、もう眠くて……」

「おい、ちょっと待て、まだ寝るな！　寝るならポーションを飲んでからにしろ！」

　さっきまでとは打って変わった弱く擦れた声に、ぐったり力の抜けた身体。ポーションを飲まそうと慌てて身体を抱き起こす。仰向けになったそいつの顔を見て俺は思わず息を呑んだ。

　蝋のように白い顔に乱れた黒髪がはらりと落ち、固く閉ざされた瞼を長い睫毛が縁どる。うっすら開いた小さな唇からは苦しそうな浅い息が漏れ、それに合わせて上下する肩は簡単に折れそうなほどに細い。

　だがなにより目を惹くのはこんもりと盛り上がった胸と、その頂の淡く色付く……。

　そこで俺ははっと我に返ると、慌てて腕の中の身体を毛布で覆った。

　フードを目深に被っていたからわからなかったが、こいつはどう見てもまだ若い少女、いや、身体からして立派な女だ。

「……小汚いガキだと思ってたのに。参ったな」

　思わず天井を見上げて大きく嘆息する。俺は気を取り直し自分の鞄からポーションを取り出した。

　女の上半身を抱き起こし、小さな唇の隙間から慎重に中身を注ぐ。だが、閉じる力を失った唇からは、無情にもたらたらとポーションが零れていく。

「悪く思うなよ」

　躊躇したのはほんの一瞬だった。俺はポーションの瓶を煽り、女の唇に自分の唇を押し付けた。

「ん……」

　小さな唇から溢れないように、少しずつ甘くとろみのあるポーションを女の口内に移す。

　最初は無反応だった女は何回目かでようやく反応を返し、こくりと喉が動いたのが見えた。

「いいぞ、ポーションだ。もっと飲めるか？」

「……ん……」

　微かに返事をした女に、再び口移しでポーションを飲ませる。

　もっと口を開くように舌を深く入れると、女は素直にそれを受け入れる。舌を抜こうとすると、名残を惜しむように小さな舌が絡まった。

　……まずいな。怪我人相手になにを考えているんだ、俺は。

　このまま唇を貪りたい衝動を押し殺し、無心でポーションを飲ませる。瓶が空になったところでそっとベッドに横たえると、女は深く息をついた。

「偉かったな。どこか痛む所はあるか」

「……ん……ん」

「……なあ、お前の名前はなんだ？」

「……なまえ……セリ……」

「セリ？　そうか、セリか。……いい名前だ」

　ベッドの上に力なく横たわる女の姿はあまりにも儚げで、今にも消えてしまいそうな気がしてならない。

　幸か不幸か、今のところ媚薬の効果は出ていないようだが、出血の量が多かったのは確かだ。このまま何事もなく済めばいいが。

　だが、俺の予感は悪いほうが的中することになる。




「う……ん……」

　しばらくすると、粗末な木の寝台に横たわるセリがしきりに身体を捩り始めた。

　熱があるのか媚薬の効果か、赤らんだ頬で浅い息をつく姿が妙に艶めかしい。なにかに縋るように伸ばした手を掴むと、ゆっくり時間をかけて瞼が開いた。

「セリ、大丈夫か？」

「……だ……れ……？」

　蟲の毒のせいで記憶があやふやなのか、俺が誰かわからないようだ。

　口移しで水を飲ませると、戸惑いながらも小さい手が縋るように俺の服を掴む。よほど喉が渇いていたのか、小さな舌で必死に口の中を弄られ、意図せず下半身に熱が溜まる。俺は心の中で思わず舌打ちした。

　身体が火のように熱い。しかもずいぶん敏感になっている。これ以上熱が長引けばこいつが辛いだけだ。体力も保つかどうか……。

　聞けば親しくしている男はいないようだ。ポロポロと涙をこぼしながらしゃくり上げる様子に、俺は心を決めた。

「俺みたいな年上の男は嫌だと思うが、これは毒の治療だ。難しく考えなくていい」

「……ちりょう？」

「ああ。熱を発散させるんだ。……どこが辛い？」

「あつい、の。身体が……」

　粗末な木の寝台に横たわるセリが、潤んだ瞳で俺を見上げる。思わず生唾を呑んだ俺は、細い身体の上にゆっくり覆い被さった。

　シャツの上からでもわかるほど、胸の頂がツンと布を押し上げている。服の上から尖った先端を指で撫でると、それだけでセリはびくりと身体を震わせた。

「あアッ、んっ」

「こんなに腫れて……可哀想に、辛いだろう」

　服を脱がそうとした俺の手を慌てたように掴み、セリは泣きそうな顔で頭を横に振る。

「どうした。怖くなったのか？」

「ちがうの。そうじゃなくて……おっぱい小さいし……男の子みたいだから、はずかしい……」

「誰にそんなことを言われたのかは知らないが、今のセリは最高に色っぽいぞ」

「……うそ」

「嘘じゃない。大きな黒い瞳も折れそうなほど細い首も肩も、俺の掌にすっぽり収まる胸だって、どこもかしこも全部俺の好みだ」

「……ほんと？」

「うん？」

「ほんとうに、女の子にみえる？」

「ああ。さっきも言っただろう？　最高に色っぽくて綺麗だ」

　泣きそうな顔がふにゃりと崩れ、縋るように伸ばされた腕が俺の手を掴む。

「どうした？」

「だって、きれいだなんて言われたの、はじめて。……あのね、アイザック」

「なんだ？」

「……すごく、うれしい」

　頬を赤らめ猫のように掌に頬をすり寄せるセリに、俺は堪らずぐっと眉間に力を入れた。

　……こいつはどこまで俺を翻弄する気だ……！

「……チッ」

「え？　なに？　あ、やんっ」

　手荒くセリの服を脱がせ、現れた白い胸にむしゃぶりつく。

　掌にすっぽり収まる二つの丘に、薄赤い果実がつんと勃つ。味見をするように口に含み、小さな実を舌で転がしながら、もう片方の実も指で摘んで優しく捏ねる。すると、二つの乳首は瞬く間に硬い芯を持った。

「あっ、や……あああっ、それいや、へんになっちゃう……っ」

「逃げるなセリ。これは治療なんだ」

　セリは俺の舌の動きに合わせるように息を乱す。快感から逃げるように捩る身体を、俺は容赦なく追い立てた。

「あっ、ぁあっ、そこ、そんな、どうして」

「気持ちいいか？」

　ちゅうちゅうとわざと音を聞かせるように吸ってやると、甘い声で鳴いたセリの腰がもどかしげにうねった。

「あっ……あ、あ、アイザック、なんか、へん。へん、なの」

「変じゃない。セリ、それは感じてるんだ」

「や、だめ、あ、あああああああんっ」

　しこった乳首を強く吸うと、セリは背中を反らしながらビクビクと震える。そのまま手を動かし柔らかい太ももを割り開くと、ぐっしょり濡れた白い下着から黒い下生えと赤い蜜口が透けて見えた。

「こんなに濡らして可哀想に。こっちも辛いだろう？」

「やだ、見ちゃ、だめ。はずかしい、よ」

「セリ、さっきも言ったろう？　これは治療だ。恥ずかしがる必要はないんだ」

　布の上から襞の形をなぞると、俺を煽るように腰が上がる。そのまま下着を脱がすと、テラテラと蜜に濡れた秘所が顔を出した。

「ああ、綺麗だ……」

「あ、なに、っぁああ……ンっ」

　舌で薄赤い襞をなぞりあげ、隠れていた花芯をつつく。ビクンと跳ねる身体を押さえながら指で花びらをめくり、現れた小さな花芽に丹念に舌を這わした。

「そこ、舐めちゃだめぇっ」

「セリ、怖がらずに快感を追うんだ」

「だって、ぁ……っあ、ひ、ンんっ、ひぁっ」

　ぷっくり膨らんだ真珠のような突起を吸い、飴玉のように舌で転がす。明らかに慣れていない身体には刺激が強すぎたか、セリは俺の頭を抱えながらあっという間に果てた。

「あ、ああああああああっ」

　達して細かく震える足を押さえながら、溢れる蜜を吸い続ける。両手で胸の頂を揉みしだくと、真っ赤に充血した割れ目からコプリと蜜が溢れ出した。

「や、アイザック、だめ、それ以上は、もう、だめなの」

「セリ、何度も達したほうが楽になるんだ。もう少し頑張れ。ほら」

「ひうっ、あ……ぁ……だ……め」

　ひくひくと口を開ける蜜口に、優しく指を穿つ。嫌がるセリの言葉とは裏腹に、達したばかりの中は俺の指を喜ぶかのようにむしゃぶりつく。

「いい子だな。もっと感じればいい。ほら」

「ぁ……あ、きもち、いい……」

　どろりとした蜜を纏った指が狭い蜜道を出入りするたびに、ぐちゅぐちゅと淫靡な水音が響く。俺の指の動きに合わせるように、セリの腰が揺れ始めた。

「偉いぞ、セリ。そうだ、そのまま快感だけを感じていればいい」

「あ……アイザック……」

　快感から逃げるように身を捩り、セリがなにかを訴えるように俺を見つめる。

「うん？　どうした？」

「アイザック……もうやなの。指は、やだ」

「……そうか。それは悪かった」

　ガチガチに勃った股間が暴発しそうになるのをこらえながら服を脱ぎ、肉茎を濡れそぼった割れ目に宛がう。

「そうだな、たしかに指では奥に届かないな。気が付かなくて悪かった」

「あっ、ちがう、ちがうの」

「……なるべく優しくするが、痛かったらすぐ言ってくれ」

「ちが、あっ……あ、はいって、くる……っ」

　ツプリと潜った熱杭が、ずぶずぶと熱い泥濘に沈んでいく。

　ゆっくりと侵入する俺の杭を喜ぶかのように、溶けきった蜜襞がぐねぐねと蠕動する。やがて最奥まで辿り着いた俺は、そこで一旦動きを止めた。

「は……あ、ぁ」

「……痛いか？」

「いたく、ないけど……大きくて……すごい、の」

　なにかを耐えるように、セリはきつく目を瞑る。苦しそうに寄せられた眉根に唇を落とすと、ふっと眉間が緩んだ。

「どうした？」

「んっ、アイザックの、ひげが……くすぐったくて」

　小さな手が、なにかを確かめるように俺の顎に触れる。ふにゃりとセリが笑った。

「……さっきから、ちょっとだけ痛かったの。チクチクして……っ、んっ、あ、うごいちゃ、だめえ」

　さんざん指で解したおかげか、中もすぐに快感を拾ったようだ。ゆっくり穿つ腰の動きに合わせて、セリの小さな身体が揺れる。

「セリは……髭は嫌いか？」

「あ……は、ぁっ、いざっくの、ひげは、すき……っあ」

「フッ、好きなのは髭だけか？」

　ちゅ、と軽く触れるだけのキスをセリの顔に何度も落とす。うっすら開いた唇に舌を押し込むと、小さな舌がそれに絡まった。

「んっ……ふ、ンんっ……ム……」

　拙いながらも、セリは夢中で俺の舌を吸う。それに合わせるような肉襞の動きに、俺はストロークを伸ばして大きく腰を振る。熱杭に馴染んだ蜜壺が、ぐちゃぐちゃといやらしい水音を立て始めた。

「あ、アイザック、そこ、なんか、へん」

　いい所に当たったのかセリの身体が大きく跳ね、俺は腰を掴む手に力を入れる。

　ガツガツと奥を穿つ激しい抽挿に、セリは熱に浮かされたように首を振った。

「あ……ぁ、ひぃ……ぁ……」

「いい子だな。セリ、どうしてほしいか俺に教えてくれ」

「あ、そこ……だめ、へんになっちゃう、あっ……そんな突いちゃだめ、あ、あぁぁぁぁぁっ」

「……ぐっ」

　ひときわ強い収縮に、セリが果てたことがわかる。精を搾り取ろうとするような膣の動きに堪らず俺は杭を引きずり出し、角度を変えて再度挿入した。

「あああああああっ」

　身体をくねらし逃げようと捩る腰を掴み、容赦なく奥を穿つ。甘い嬌声が部屋に響き、熱くぬかるんだ泥濘がぐねぐねと蠕動するのがわかった。

「すごい、締め付けだ。セリ……最高だ」

「あっ、あっ、イってる、いってるの」

　絶頂を繰り返すセリの蜜道は熱く、吸い付くように雄を締め上げる。ぶるぶる震える胸の飾りをつまみ上げると、更にきつく膣が締まった。

「だめ、それだめえ、あ……あ……ぁっ」

「だめじゃないだろう？　素直になっていいんだ。ほら」

　揺れる乳首を弄りながら、ゴリゴリと肉壁を擦り上げ蜜道の感触を堪能する。角度を変えて奥を突くと、セリは激しく頭を振った。

「それふかい、ふかいの。きもちよすぎて、こわいの、……あああああああっ」

「クッ……これはたまらないな」

　ぴんと伸びた爪先がぎゅっと丸まり、薄い腹が波打つように痙攣する。こちらの快感を煽るような襞の動きに、俺は思わず夢中で腰を振る。

「あ……ああぁ……」

「セリ……セリ……グッ」

　俺は一気に男根を引き抜くと、自分の手で扱くようにセリの腹に白濁を解放した。




　よほど疲れたのか、身体を拭いても一向に目を覚まさないセリの隣に、俺も身体を横たえた。

　くたりと全身を弛緩させベッドに横たわるしどけない姿に、一向に萎えない肉杭が疼く。

　未練がましくシーツの上に落ちた黒髪を掬っていると、ゆっくりセリの瞼が開いた。

「セリ、起きたのか。身体の調子はどうだ？　まだ熱いか？」

「ん……大丈夫……ね、手、ちょうだい……」

　縋るように伸ばした手を握ると、セリは俺の手をぎゅっと握り返す。しばらくすると、満足したように目を瞑った。

「ふふ」

「どうした？」

「これが、夢じゃないなら、いいのに……」

「セリ？　眠いのか？」

「……もう……一人はやだ、よ……」

「大丈夫だ。俺はここにいる」

「ん……やく、そく、ね……」

　僅かに微笑んだまま寝息を立て始めたセリの頬を、俺はそっと突いた。

「……ったく、これは夢ではないんだがな」

　眠るセリの顔はあどけなく、まるで幼い子供のように安心しきっているようだ。

　ギルドでサリーナに頼まれた時は、正直なところどうして俺がと思った。マンマダンゴ蟲の臭いをプンプン振りまいてる新人冒険者なんぞ、どうせ碌でもない奴だ。子守なんぞ柄ではない、と。まあ、実際は子供どころか立派な女だったんだが。

「……さて、どうするかな」

　訳ありだろうことは火を見るより明らかだ。わざわざ厄介事を背負い込むつもりはない。

　それに、どうせこの娘も他の奴らと同じに、元気になればあれこれ強請るようになるだろう。だが……。

「まあ、もらった対価の分は付き合うとするか」

　俺の手を握りしめる小さな手は、簡単に解けそうにない。

　俺もセリの隣で目を閉じた。









第三話　身体で返します！











　熱いなにかが身体を這いまわる。

　首筋を、胸を、お腹を、そしてアソコを、それは身体に散らばる切ない疼きを癒やしていく。

「あ……やぁっ」

　まるで自分じゃないみたいな、甘えた声。

　恥ずかしいから口を塞ぎたいのに、私を捕らえるなにかがそれを許してくれない。

　激しい波に攫われるみたいな快感に、必死に伸ばした手を誰かが掴む。

「セリ、大丈夫だ。俺はここにいる」

　私を捕まえるこの手は、誰、なの…………？




「ん……いたた……」

　瞼の裏に感じる眩しい光に、もう外が明るくなっていることがわかる。

　うっすら目を開けてずいぶん日が高くなっていることに気が付いた私は、もぞもぞと身体を起こした。

　寝すぎてしまった時みたいな倦怠感と、筋肉痛のような身体の痛み。ぼんやりした頭で部屋の中を見回して、溜息をつく。

　窓から入る陽射しに照らされるのは、造り付けのクローゼットと、立て付けの悪いベッド。ただそれだけの、いつもと変わらない部屋だ。

「やっぱりあれって夢だったんだ……」

　そうだよね、だっておかしいと思ってた。

　ピンチの時に颯爽とヒーローが現れて助けてくれるなんて、そんなの都合よすぎるって。

　じわりと目に張った薄い膜がぱちんと破れて、涙が溢れ出す。

　森で蟲に襲われた時は、本当に怖かった。

　キシキシ動く黒い蟲が背中に張り付いていた時は、はっきり言って絶望した。

　身体中どこもかしこも痛くって、それでも重い身体を引きずってなんとか街まで戻った。

　だから夕闇の中にギルドの明かりを見つけた時は、心の底からホッとしたっけ。

　早く宿に戻りたかったのに、それを邪魔したのは怪しい浮浪者みたいなおっさんで。

　髪も髭もボサボサで、なんだか薄汚れてて、しかも口が悪くて偉そうで────でも、本当はすごく優しい人だった。

　碌に話も聞かず悪態をついて、しかも乱暴に手を振りほどいた私は、ずいぶんひどい態度だったと思う。

　それなのに、あの人はわざわざ追いかけて来てくれて、しかも宿まで送ってくれたんだ。

　そこまで思い出して、私はふと自分の掌を開いた。

　蟲を引き剥がす時に血だらけになったはずの掌は、かさぶた一つ残ってない。

「つまりここまで送ってきて怪我を治してくれたのは、夢じゃなかったってこと？　はは、お礼一つ言ってないって、私、最低じゃん」

　開いた掌に、大粒の雫がパタパタと落ちていく。

　すごくいい夢だった。

　背中の怪我を治してくれて、蟲の毒に苦しむ私の看病をしてくれた。

　異世界に来てからずっと男のフリをしてた私に「可愛い」って、「よく頑張ったな」って、ずっと欲しかった言葉を言ってくれた。

　優しく頭を撫でてくれるのが嬉しくて、もう絶対離れたくないって手を掴んだのに。一人はいやだって縋ったのに。

　なのにかさぶたすら残っていないこの掌と、なに一つ痕跡のない部屋は、あれは都合のいい夢だったのだと容赦ない現実を突きつける。

「……そうだよね。夢なのに期待しちゃって、ほんと馬鹿みたい。あーあ、でもせっかくの夢なんだからさ、どうせならおっさんよりイケメンに助けてほしかったよ。あんな怪しいおっさんが私のヒーローとか、ありえないよね。ふふ」

「ああ？　誰が怪しいおっさんだって？」

「へっ!?」

　突然聞こえた声に顔を上げると、そこにいたのは見たことのない男だった。

　年齢は恐らく二十代の後半くらいだろうか。かなり背が高くて、筋肉の目立つ逞しい身体つきをしている。無造作に掻き上げた濡れた金髪から覗くのは、鋭い蒼い瞳。目鼻立ちの整った精悍な顔の、なんていうかその……ものすごいイケメンだ。

　っていうか、この人、誰？　どうして私の部屋にいるの!?

「そりゃあセリからすれば二十九歳は年上すぎるのかもしれんが……っておい、どうした？」

　不機嫌そうに顔を顰めていた男は、私の顔を見てひどく驚いたように目を瞠った。そして慌てたようにベッドまでやって来ると、私の手を掴んだ。

「ポーションも万能じゃない。時々後遺症が出ることがあるんだ。傷は残っていないようだが、まだ泣くほど痛いのか？」

「あ、あの……？」

　慎重に押したりひっくり返して裏を見たり、私の掌を真剣に調べるその瞳は、なぜか見覚えのある色。そういえばこの乱暴な言葉遣いも、最近どこかで聞いたような気が……？

「……もしかして、アイザックさん、ですか……？」

「はあ？　お前、俺のことがわからないのか？」

「だってその髪……それに髭がないし」

　あまりに印象が違いすぎてまじまじ見つめていると、視線に気が付いたアイザックは苦笑いした。

「髭はセリがチクチクして痛いって言うから剃ったんだが、似合わないか？」

「私が？　そんなこと言いましたっけ」

「覚えてないのか？　キスする時に髭が痛いと言っていただろう。だからわざわざ剃ったんだが、セリは髭があったほうがよかったみたいだな」

「は？　キ、キス？」

「あれだけベッドで甘えておいて、今さらなにを焦ってるんだ？　まさか忘れたとは言わせないぞ」

「ちょ、ちょっと待って！　甘えるって、私が？　ほんとに!?」

「俺の手を握って離さなかっただろう。それに『どこにも行かないで』と言って素直に甘える様子も可愛かったぞ」

「わーーーーっ！　変なこと言わないでよ！」

　やばい、ちょっと待って。もしあれが夢じゃないんだとしたら、私はあんなこともこんなこともアイザックとしちゃったわけで……!?

　恐らく真っ赤になってるだろう顔をニヤニヤしながら眺めていたアイザックは、急に真剣な表情で私の額を触った。

「もう熱は引いたようだな。身体の調子はどうだ？　どこか痛いところはないか？」

「あ、う、うん。大丈夫、です」

「そうか。あれからずっと起きないから心配していたんだ。覚えてないかもしれないが、セリは倒れてから丸三日も寝込んでいたんだぞ」

「三日も？」

「ああ。元気になってよかった」

　意地悪な笑顔から一転、不意打ちみたいな優しい笑顔に、妙にドキドキしてしまう。

　私はベッドの上で姿勢を正し、アイザックに頭を下げた。

「あの時は助けていただいて本当にありがとうございました。アイザックさんがいなかったら、どうなっていたか」

「いや、礼を言う必要はない。ギルドで会った時は俺も喧嘩腰だったしな。怪我に気が付いてやれなくて悪かった」

「ううん、喧嘩腰だったのは私も同じなので、それはいいんです。それより、なにかお礼をさせてください。ポーション代も弁償しないと」

「あれは俺が自分の判断で使ったんだ。気にしなくていいぞ」

「でも、怪我をしたのは私のせいだし、あんな高価な物、ただで貰うわけにはいきません」

　必死で食い下がる私に、アイザックは困ったように苦笑した。

「そこまで気にするならポーション代を弁償してもらおうか。だが俺のポーションは高いぞ。本当に払えるのか？」

「ええと、今すぐには払えないかもしれないけど、分割してでも必ずお返しします。あ、あと、私にできることがあればなんでもしますから」

　あれだけの怪我が跡形もなく消えてるんだ。アイザックが使ったのは中級か上級ポーションに違いない。

　どうしよう、上級ポーションがいったいいくらするのか、見当もつかない。以前ギルドで見た中級ポーションは、一ヶ月分の宿代くらいの値段がついてたっけ。

「なんでも？　それは本当か？」

「はい」

　私の答えに、アイザックの瞳がすっと細くなったのがわかった。

「それじゃあ今すぐここを出てもらおうか」

「……え？」

　アイザックの口から告げられた思いもよらない言葉に、頭が真っ白になる。

　ここから出て行けって、まさか身ぐるみ剥がされて一文無しにされるって意味じゃないよね……？

　着の身着のままで路頭に迷う自分の姿を想像して呆然としていると、ベッドから下りたアイザックはひょいと私を抱き上げた。

「うわっ、ちょ、ちょっとなにするのよ！」

「そうだな、最低でも一週間は監禁だ。その間たっぷり俺の世話をしてもらおうか。なあに、必要な物は全部俺が揃えてやるから、心配いらないぞ」

「はあ？　待ってよ、そんなのありえないし！　っていうかアイザックさんの部屋に行くとか、絶対に無理だから！」

　それを聞いたアイザックは、ぴたりと立ち止まった。

「なあセリ、ついさっき俺にポーション代を弁償するって言ったのは、あれは嘘か？」

「うっ……、嘘じゃ、ない、けど……」

「なんでもするとも言ったよな？」

「いっ」

「い？」

「……い、言いまし、た」

「だよな。ああそうだ、あと一つ追加で命令だ。俺のことはアイザックと呼べ。敬語もなしだ」

「でも、アイザックさんは恩人だし、その、私よりずっと年上だし」

「うん？　なにか言ったか？」

「うっ……ナンデモナイデス」

　ジロリと見つめる瞳に有無を言わせない圧を感じ、私は大人しく口を閉じた。

「よし」

　満足そうにニヤリと笑ったアイザックの瞳が、なぜか怪しく光った気がした。




「うわあ……すごい、ね」

「……そうか？　男の部屋なんてどこもこんなものじゃないか？」

　抱えられたまま連れてこられたアイザックの宿は、大通りにある大きな建物だった。

　一階部分は食堂兼酒場で、上の階が宿泊施設になっている。その最上階にあるアイザックの部屋は、まるでリゾートにあるホテルとかコンドミニアムみたいな、とにかくすごく豪華な部屋だった。

　外が一望できる大きな窓に、大人が横になって眠れそうなほどのソファと、大きなローテーブル。二つのドアは、ベッドルームとバスルームだろうか。反対側の壁側には立派なキッチンがあって、小洒落たバーカウンターまである。

　でも、私を驚かせたのは部屋の広さとか豪華な家具じゃなくて、なんていうかその……凄まじく荒れた室内の様子だった。

　キッチンやローテーブルに散乱する大量のお酒と思わしき瓶。脱ぎっぱなしの服がソファや椅子やテーブルに無造作に置かれ、床には革や毛皮に牙といった恐らく魔獣のものと思われる素材に混じり、革の胸当てやブーツといった装備が転がっている。

「そうなの？　私、男の人の部屋に入るのって初めてだからよく知らなくて。そっか。これが普通なんだ。ふーん……」

　よく考えたら異世界はもちろん、日本にいた時も含めて、男性の部屋に入るのって初めてだ。正直にそう告げると、アイザックは盛大に目を泳がせた。

「……ちょっと待て」

　床に足の踏み場もないことに気付いたアイザックは、私を抱えたまま奥の部屋へと進み、ベッドの上に座らせた。

「あー……実はだな、セリにはこの部屋の掃除を頼みたいんだ」

「掃除？　もしかして世話って、部屋の掃除のことだったの？」

「ああ。言い訳させてもらうとだな、これでも以前は人を雇って掃除させていたんだ。だが部屋の物を盗まれたり、露骨に色仕掛けをされたり、挙げ句の果てには恋人だと言い張って居座られたりとさんざんな目に遭ってな。それ以来この部屋に知らない奴は入れないことにしているんだ」

「それはなんていうか……ゴシュウショウサマデス」

「それからは自分で片付けていたんだが、どういうわけか最近は足の踏み場がなくなってきてな」

　いかにも困ったように眉を下げるアイザックは、ちょっと口は悪いけど誰がどう見てもイケメンだ。しかも滅多にいないＡランク冒険者とくれば、あわよくばと考えてしまう女性がいてもおかしくない。

「一週間くらいあればどうにかできるか？　その間はここに泊まればいいし、必要な物があれば支給する。もちろん食事も付ける。どうだ？　引き受けてもらえるか？」

　私は部屋をぐるりと見回した。キングサイズくらいの大きなベッドが置かれたこの部屋は、ドアの向こうとは違って整然と片付いている。唯一物が置いてあるのはサイドテーブルの上だけ。革の鞘に入った数本のナイフとオイルの小瓶、それに磨き布がきちんと置かれている。

「この部屋は特に片付ける必要はないよね。向こうの部屋だけだと条件がよすぎる気がするけど」

「いや、そんなことはないぞ。前に掃除を頼んでいた時は、結構な金額を払っていたからな。それを考えると安いくらいだ」

「でも……会ったばかりの私をすぐに信用しちゃっていいの？」

　そもそも私だって「知らない奴」の範疇ではないだろうか。不思議に思って尋ねると、アイザックは器用に片方の眉を上げた。

「セリは俺に色目は使わないだろう？　なにせ俺は怪しいおっさんらしいからな」

「あ、あれは言葉のあやっていうか、その、本当はそんなこと思ってないから」

「はは、わかったよ。それでどうだ？　引き受けてもらえるか」

「うん。むしろ私からお願いしたいくらいの条件だよ。頑張って綺麗にするね」

　私がそう言うと、アイザックは白い歯を見せて笑った。

「よし。じゃあ他の部屋を案内しよう。見せたい物があるんだ」




「あー気持ちいい……最高……っ！」

　足を伸ばした拍子にバスタブから溢れたお湯が、床のタイルを濡らす。綺麗なモザイクタイルで模様が描かれたバスルームは、泳げる程広い真っ白なバスタブが嬉しくて、ついパシャパシャお湯を波立たせて遊んでしまう。

　案内の途中で見つけたのは、なんとこの世界で初めて見るバスタブ付きのお風呂だった。

　この世界はお風呂よりシャワーのほうが一般的だ。私の宿にも共用のシャワーがあるけど、狭くて使いにくい上に女だとバレるのが怖かったから、いつもは部屋にある桶に水を溜めて身体や髪を洗っていたのだ。

　だから広いバスルームの前でピタリと立ち止まってしまった私を見て、アイザックは苦笑いしながらお風呂をすすめてくれたのだ。……ちょっと可哀想な子を見るような目をしていたのは、気が付かなかったことにしたいけど。

「それにしても、さすがはＡランクの冒険者。住む世界が違う」

　冒険者はＦからＡまでの六段階にランク分けされる。新人ルーキーはＦからスタートして、最高はＡランクだ。Ｓランクもあるらしいけど、今まで実際にＳになった人はいないのだとか。

　ランクアップはポイント制。こなした依頼の数と評価で決まり、ＢとＡランクの昇級にはギルドが行う試験での合格が条件だ。

　そして当然だけど、冒険者のランクによって受けられる依頼内容も報酬額も変わってくる。

　恐らくだけど、高ランクの冒険者になると、一回の依頼で私の一ヶ月分の報酬はゆうに超えるんじゃないだろうか。

「一年かかってようやくＥランクの私には、Ａランクなんて夢のまた夢だよね」

　パシャパシャとお湯を掬って遊んでいた私は、ふと手を止めて自分の掌を眺めた。

　蟲に襲われた時に血だらけになっていた掌は、今ではよく見ないとわからないレベルの薄い線が残るくらい。ポーション初体験の私にはそれが珍しくて、つい何度も自分の手を確かめてしまう。

「ポーションってどういう仕組みなんだろう。飲んだら怪我が治るとか、すごく謎だ」

　毒に侵されてぼんやりしてたけど、ほんの少しだけ覚えてる。

　何度も背中を往復したあたたかくて大きな手と優しい声。そして子供の頃に飲んだ、シロップ薬みたいな甘い味。

　すごくおいしくて何度もお代わりした気がするけど、もしかしてあれがポーションだったんだろうか。

　……あれ？　そういえばアイザックはどうやって私にポーションを飲ませたんだろう。たしか唇になにか柔らかい感触が……ってまさか！

　パシャン！

　唇の感触の意味を理解した私は、ぎゅっと目を瞑って湯船に潜った。

　……いやいやいや、あの時は怪我人だったし、あれは看病っていうか治療行為だから！

　むちゃくちゃアイザックに甘えた気もするし、その後にもっとすごいことをされた気もするけど、あれも治療の一環だから！　ノーカウントだから！

　恥ずかしくなってお湯の中でぐねぐね悶えてると、突然ものすごく強い力で上に引き揚げられた。

「セリ！　大丈夫か！」

「ケホケホッ、ちょ、ちょっと急になにするのよ」

　あまりの勢いにお湯が鼻に入って咽せた私が顔を上げると、そこにいたのは般若のような顔をしたアイザックだった。

「風呂の中で溺れるなんて、体調がまだ戻ってないんじゃないか？　一人で風呂に入らせるんじゃなかった」

「え……？　あ……」

　よほど慌てていたんだろう。私を抱きかかえるアイザックは、なぜか髪の毛までびしょ濡れだ。しかもシャツやズボンはもちろん、腰に巻かれた高級そうな革のベルトやそこに差された小振りのナイフまで、すっかりお湯に浸かってしまっている。

「あの、ごめんなさい。心配、してくれたの？」

「お前なあ、当たり前だろう？　ノックしても返事はないし、姿が見えないから心臓が止まるかと思ったぞ。いったいなにがあったんだ」

「ええと、ちょっとお湯の中で考え事をしてて」

「はあ？　考え事？」

「う、うん。広いお風呂が久しぶりで嬉しかったから、潜ったら気持ちいいかなって、つい」

「……そうか」

　空いた手で顔を覆ったアイザックは、天井に向かって大きく溜息をついた。

「あー……なんだ、俺の勘違いか。怒鳴って悪かったな」

「ううん、私のほうこそごめんなさい。潜ったりして紛らわしかったよね」

「いや、セリが無事ならそれでいい」

「でもナイフとか濡れちゃって。それって大切な物でしょう？」

「まあそうだが、役得と言えば役得だしな。セリ、お前もうちょっと肉を付けたほうがいいんじゃないか？」

「え？　ぎゃあっ！」

　自分が裸だったことを思い出した私は、慌てて身体の向きを変えて胸を隠した。そんな私を見て、アイザックが吹き出したのがわかった。

「クククッ、ちょっと見られたくらいでそんなに慌てなくてもいいだろう。そもそもベッドではもっと」

「わーーーーっ！　そういうことはいちいち言わなくていいから！　だいたい私はアイザックと違って慣れてないし、それに……」

「ちょっと待て。セリ、背中を見せてみろ」

　唐突にアイザックの声が張り詰める。驚いて振り向くと、アイザックは怖いくらい真剣な目で私の背中を見つめていた。

「どうかしたの？」

「いいからじっとしてろ。少し触るぞ」

　ゆっくりアイザックの指が右の肩甲骨の下辺りに触れ、なにかをなぞるように移動する。もどかしいくらい慎重な指の動きが、かえってくすぐったい。震えそうになってぎゅっと身体に力を入れると、アイザックの手が止まった。

「ここが痛いのか？」

「ううん、痛くない。大丈夫」

「じゃあここはどうだ」

　一旦離れた指が、今度は背骨に沿って下に移動する。背中の真ん中辺りで止まると、そこを確認するように上から押した。

「い、痛くない。くすぐったいだけ。そこになにかあるの？」

「……痕が残っている。覚えていないかもしれないが、あの時セリの背中には刺さったままの毒針が残っていた。傷痕が残っているのは、恐らく毒針が埋まっていた場所だろう」

「痕って……そんなにひどいの？」

　そういえばあの時、私の背中には複数のマンマダンゴ蟲が張り付いていた。もしかして、絶句してしまうほどひどい痕が残ってるんだろうか。

　背中を見つめたまま黙り込んでしまったアイザックにおそるおそる尋ねると、ゆっくり首を振った。

「いや、そんなことはない。大丈夫だ。ただ綺麗な肌がもったいないと思ってな」

「もったいないって、ん……っ」

　止まっていたアイザックの手が、今度はいたわるように私の背中を撫でる。さっきとは違う優しい手付きに、身体がビクンと跳ねた。

「すまない。ギルドで会った時にセリが女だと気が付いていれば、もっと早くにポーションを使っていただろう。そうすればこんな傷痕は残らなかったはずだ」

「それは違うよ！」

　驚いた私は振り向いてアイザックの言葉を否定した。

　森でマンマダンゴ蟲に襲われた時、私は目の前から飛びかかってくる奴を倒すのに精一杯で、自分の背後なんてぜんぜん注意してなかった。

　あの時ちゃんと周囲を警戒していれば。

　ううん、私のナイフの腕がしっかりしていれば。

　そもそも採集に夢中になって森の奥に入らなければ、あんな怪我はしなかったはずだ。

「この怪我は私の慢心が招いたの。完全に自業自得だよ。だからアイザックにはなんの責任もない。そもそもあの時は知り合いでもなかったんだし、むしろ迷惑かけて謝らなきゃいけないのは私のほうだよ」

「セリ、だが」

「それに、背中なんて自分では見えないから、ぜんぜん気にならないよ。むしろ冒険者の勲章って感じ？　だからアイザックも気にしないで」

　そう言って笑おうとした途端、アイザックは強く私を抱きしめた。

「あ、アイザック？」

　腕の中で驚いて固まっていると、ふっと熱い息が耳に触れるのを感じた。

「……こんな綺麗な肌に傷をつけて、なにが勲章だ」

　肌に直接感じるアイザックの体温が、妙に生々しい。ドキドキうるさい鼓動が邪魔をして、アイザックが呟く言葉が聞こえない。腕の中から逃げようと身体を捩ると、お湯がぱしゃんと跳ねた。

「あ、アイザック、どうしたの？」

「お前、本当はいい所の生まれなんじゃないか？」

「え……？」

「この『風呂』は最近になって中央の金持ちの間で流行り始めた物だ。モルデンの人間なら使い方はおろか、見たことだってないだろう。それをお前は『広い風呂が久しぶりで嬉しい』と言ったな。つまりはこんな風呂を普段から使うような家の人間だったんじゃないか？」

　低い声で囁かれた質問の内容に、ギクリと身体が固まる。

「それは、あの」

「そんなお嬢さんが、どうして一人でモルデンみたいな辺鄙な田舎町にいるんだ？」

「わ、たし、は……」

　熱いお湯に浸かっているのに、背筋がキンと冷えていく。

　喉が詰まったみたいに苦しくて、空気が上手く吸い込めない。

　そんな私の様子に気が付いたのか、抱きしめるアイザックの腕がふっと緩んだのがわかった。

「……脅かすつもりはなかったんだ。ただ、なにか俺にできることがあればと思ってな。悪かった。俺がここにいると風邪をひいてしまうな」

　アイザックが立ち上がった勢いでざばりと溢れたお湯が、バスルームの床に広がっていく。私は咄嗟にアイザックの服を掴んだ。

「ま、待って」

「なんだ？」

「あのね、あの……私ね」

　本当は、ずっと前から誰かに話を聞いてほしかった。

　私が日本というまったく違う世界から来た人間で、ごく普通の女子大生だということを。

　私のことを全部話して、これからどうすればいいのか誰かに相談したかった。

　──でも、もし信じてもらえなかったら？

　妄想癖のある、頭のおかしい人間だって思われたら？

　それとは逆に、利用価値がある珍しい人間だって思われたら……？

　監禁、実験材料、生け贄……そんな不穏な言葉が一瞬脳裏を過り、慌てて打ち消す。

　もしかしたら、今このタイミングが、アイザックに打ち明けるチャンスなのかもしれない。

　この時を逃がしたら、こんな機会はもう二度とないかもしれない。

　でも、頑張って口を開いたのに、上手く言葉が出てこない。

　ぎゅっと拳を握って何度も口を開いては閉じてを繰り返していると、アイザックがフッと笑ったのがわかった。

「無理に話さなくていい。俺はセリを追い詰めたくてこんな話をしたんじゃないんだ。それはわかるな？」

　無言で頷いた私の頭を、大きな手が優しく撫でる。

「セリにも色々と事情があるんだろう。でなければ、こんな田舎町でわざわざ男のフリなんてしてないだろうしな。だがな、俺はお前より大人だし、Ａランクの冒険者だ。それなりに知識も人生経験もある。自分で言うのもなんだが、俺は結構頼りになるぞ？　まあ、掃除は苦手だがな」

「ふふっ」

　私が笑うと、アイザックは戯けたように肩を竦めた。

「いつかセリが話したくなったら、その時に話してくれればいい」

「……うん。わかった」

　優しい言葉に、どこかホッとしている自分がいる。

　本当は今すぐにでも話してしまいたい。だけど、まだ怖い。

　信じたいけど、裏切られるのが怖くて話せない。

　だから、アイザックを信用していいんだっていう確証がほしい。

　……そんなことを考えてしまう私って、どれだけ打算的で嫌な奴なんだろう。自覚すると落ち込みそうになる。

「あのね、あの……いつか必ず話すから、それまで待っててもらっていい？」

「ああ、もちろんだ」

「ありがとう」

　私があからさまにホッとしたのがわかったのか、アイザックは悪戯っぽく笑った。

「礼には及ばない。さっきも言ったろう、これは役得だって。それに……」

　私の頭を撫でていたアイザックの手が顎へと移動する。そして顎を掴んで上を向かせた。

「え……？」

　驚いて開けたままの唇に降ってきたのは、軽く触れるだけの優しいキス。

　ちゅ、という音を残してあっという間に去っていった唇を目で追っていると、アイザックはニヤリと唇の端を持ち上げた。

「礼をするというならこっちがいいな」

「ア、アイザックの馬鹿ーーーーっ!!」

「ははっ、風邪をひくなよ」

　私が思いきりかけたお湯をヒラリと躱し、アイザックは手を振りながらバスルームを出て行った。





　　　＊　＊　＊






「……んー……よく寝た……」

　肌触りのいいシーツの上で思いきり身体を伸ばす。サラサラした感触に、思わず頬が緩んでしまう。

　うーん、こんなに気持ちいいベッドって久しぶり。たまには二度寝でもしようかな。

　そんなことを考えながら寝返りを打とうとすると、重たい掛け布団が邪魔をする。

　……ん？　重い？

　眉間に皺を寄せながらそれをどかそうとすると、ぐいとなにかに引き寄せられて、あたたかくてずっしりした物に身体が包まれた。

「セリ、起きたのか？」

「…………！？！？」

　突然間近から名前を呼ばれて、意識が一気に覚醒した。

　目が覚めたら上半身裸のイケメンに抱きしめられてたのに、咄嗟に悲鳴を我慢した私は偉いと思う。自分を褒めてあげたい。

　……じゃなくて、どうして隣にアイザックが寝てるの!?

「体調はどうだ？　どこか痛む所はないか？」

「だ、大丈夫。あの、おはよう。ええと、私、どうしたのかな……？」

　目を見開いたまま固まっている私の額を、アイザックの大きな手が覆う。

「熱はないようだな。覚えてないか？　疲れていたのか、昨日は風呂のあと意識を失うように眠ってしまったんだ。何度声をかけても起きないから心配したんだぞ」

　そうか、昨日はお風呂のあとベッドでゴロゴロしてるうちにものすごく眠くなって……もしかしてそのまま眠っちゃったのかな。

　久しぶりのお風呂と、私の宿の硬いベッドとは違う極上の寝心地だ。きっと睡眠の誘惑に抗えなかったんだろうな、昨日の私。……って、そうじゃなくて！

「ええと、どうしてアイザックが隣にいるのか、理由を聞いていい？」

「俺のベッドなんだから隣で寝るのは当たり前だろう。それがどうかしたか？」

「う、うん……？」

　平然と返されてつい頷きそうになるところを、慌てて踏みとどまる。

　いや待って。どう考えても、付き合ってもない若い男女が同じベッドで寝るのはおかしいよね。あれ？　でも……そういえば、冒険者が安宿で泊まる時は、大部屋で雑魚寝が当たり前だって聞いたことがある。それを考えると普通なのかな。むしろ、気にする私がおかしいの……？

　悶々とそんなことを考えているうちに、アイザックはさっとベッドから起き上がった。

「それより腹が減っただろう。下の食堂に行こう。朝飯だ」




　宿の一階にある食堂兼酒場は、早朝だというのにどのテーブルも満席だ。

　朝食は肉料理かスープ料理かのどちらかを選ぶシステムで、料理の内容はその日の仕入れ次第なんだそうだ。ちなみに今日の肉料理はロックバードのステーキで、スープは同じくロックバードのシチュー。どちらの見た目もボリュームたっぷりだ。

「うん、なかなかうまいな」

　私の予想に違わず肉料理を選んだアイザックの前に置かれたのは、皮がカリカリに焼かれたロックバードのステーキだ。たっぷりかかった飴色のソースからは、すごく香ばしい香りが漂う。一方、私のシチューは……。

「おいしい！」

　大きな肉がゴロゴロ入ったシチューは、クリームシチューに似た白いスープがすごく濃厚でコクがある。たっぷり入っている野菜も蕩けそうに柔らかい。

「ずいぶんうまそうに食べるんだな」

「うん、ほっぺたが落ちちゃいそう。朝からこんなにおいしいスープが食べられるなんて、最高に幸せだよ」

「おや坊や、嬉しいこと言ってくれるねえ。ほら、パンのお代わりだ。たくさんお食べ」

「わあ、ありがとう！」

　食堂のおばちゃんにお代わりのパンをたくさんもらってご機嫌な私とは裏腹に、なぜかアイザックは不機嫌そう。それでも大きく切り分けた肉を次々と口に放り込み、合間に付け合わせの野菜とパンを綺麗に平らげていく。

「なあ、なんでまだ男のフリをしてるんだ？」

「え？」

「俺と一緒にいるのに男のフリなんて、必要ないだろう」

「……アイザック、言わせてもらうけど」

「お、おうなんだ」

　食事の手を止めてきちんと目を合わせた私に、なにかを察したアイザックは背筋を伸ばす。

「私ね、自分から男だなんて言ったこと一度もないから」

「は？」

「この街に来た途端いきなり坊主扱いされて、それでもう面倒くさいから訂正してないだけだから」

「あ、ああ」

「服は子供用のほうがサイズが合うからだし、さらしだってブラがないから巻いてるだけだし。男だって思われてるほうが安全だろうから、それはそれで構わないんだけど」

「お、おう、ブラとかなんのことかよくわからないが、なんだか大変そうだな」

「たしかに服は男物だけど、ちょっと言葉遣いを変えただけで男の子で通用する私の気持ち、わかる？」

「……すまなかった」

「ふん！」

「あー、ところでこれからなんだが」

　気まずそうに目を泳がせたアイザックは、あからさまに話題を変えた。

「俺は市場に用事があるんだ。昼には戻るから、それまで留守番を頼めるか？」

「留守番は構わないけど、べつに私に気を使わなくても……」

「アイザック！　ここにいたか！」

　その時、食堂に野太い男性の声が響いた。びっくりして振り向くと、そこにいたのは癖のある黒髪を結んだ、見上げるような巨漢の男性だった。頭の上には丸くて大きな耳がぴょこんと立っている。

「お前さん、いったいどこに隠れてやがった。ずいぶん探したんだぞ」

「……チッ、ガスか。なにか用か？」

「お？　なんかうまそうなもん食ってるな。おーい、俺にも同じのを持ってきてくれ。二人前、いや三人前で頼むわ」

　食堂中に響き渡る大きな声に、アイザックは忌々しげに舌打ちした。

「おい、見てわからないのか？　こっちは食事中だ。早く用件を済ませてくれ」

「ガハハッ、そう急かさなくてもいいじゃねえか。おう嬢ちゃん、俺は見ての通り熊の獣人で『牙と爪』っつうパーティーのリーダーをしてるガストンってんだ。ちょっとここに邪魔するぞ」

「は、はい」

　私が耳をまじまじと見ていることに気が付いたのか、ガストンはそう自己紹介してニカッと笑う。そして大きな手で軽々と隣のテーブルから椅子を持ってくると、仏頂面になったアイザックの隣に座った。

「エンゾがお前を探してるってんでよ、俺が代わりに手紙を預かってきたんだ。なんでも急ぎの用事だそうだ。ほらよ、これだ」

「手紙？　ったく、俺は休暇を取ると言ってあるのに」

　差し出された封筒を見て、アイザックはあからさまに顔を顰めた。

「はいよ、ステーキ三人前お待たせ。こっちは付け合わせの野菜だよ。パンはお代わり自由だからね、いつでも声をかけとくれ」

「こりゃあうまそうだな。すまねえが、パンのお代わりはすぐに持ってきてくれるか」

「はははっ、こりゃあいい食べっぷりだね。ちょっと待ってな」

　ガストンは丸太みたいな筋骨隆々の腕でお皿を受け取り、ナイフとフォークで器用に肉を切り分けて口に運ぶ。付け合わせの野菜とパンを一口で、まるで飲み物のように食べていくさまは、見ていて気持ちいいくらいだ。

　そうしている間に読み終えたのか、アイザックは手紙をぐしゃりと握り潰した。

「そんで？　中はなんて書いてあったんだ？　お前さん宛の指名依頼の話だろう？」

「お前には関係ない話だ。もう用事は済んだだろう。食べ終わったなら早く出て行ってくれ」

「おいおい水臭いこと言うなって。一緒にダンジョンに潜った仲じゃねえか。デカい山なら俺達にも一枚噛ませろや。なあ」

「しつこいな。断ると言ってるだろう」

　ガストンが親しげに肩を叩くのを、アイザックは露骨に避ける。

「それによう、中央に戻る時は同行するって約束だろう？　忘れたとは言わせねえぞ」

「ガス、その話はあとでする。……おいセリ、手が止まってるぞ。もっとしっかり食べろ」

「あ、うん」

　思わず食事の手を止めて二人の会話を聞いていた私は、慌てて目の前の食事を再開した。そんな私のお皿に、アイザックはお代わりのパンを足した。

「セリ、悪いが俺はこのままギルドへ行く。食事が終わったら部屋に戻っていてくれるか。できるだけ早く戻る」

「うん。わかった」

　私が頷くと、アイザックはまるで子供にでもするみたいに頭をポンポンと撫でた。その様子を見ていたガストンは、なにか面白いものでも見たようにニヤニヤと笑った。

「なんだお前、まるで子供の世話をする親父みてえだな。いつからそんなに面倒見のいい男になったんだ」

「大きなお世話だ。行くぞ」

「待て待て。忙しない男だな。それじゃあ嬢ちゃん、よかったら今度一緒に飯でも行こうな」

「は、はい」

「うるさい、早くしろ」

「ガハハッ、嫉妬深い男は嫌われるぞう」

　足早に歩き出すアイザックの背中を追いかけるように、ガストンも席を立つ。慌ただしく二人が出て行くと、食堂はそれまでの静けさが嘘だったように喧騒が戻った。

「……今のあいつ、大斧バトルアックスのガストンじゃねえか？」

「あの有名な獣人パーティーの牙と爪か！　じゃあ一緒にいたのがダンジョンの調査に来たっていう噂のＡランクか？」

「まさか！　あんな有名人がこんなド田舎にいつまでもいるわけねえだろう。Ａランクなんざ雲の上の人間だ。とっくに拠点に戻ってるさ」

「ハハ、違いねえ」

　ざわざわした空気の中で食べる一人の朝ご飯は、急に味がしなくなったように感じた。





　　　＊　＊　＊






「さてと、やりますか」

　朝食を終え部屋に戻った私は、広がる惨状を前に腕まくりした。

　行く手に待ち受けるのは、これまで幾人もの冒険者が挑んできた難攻不落のダンジョン……ならぬ、散らかり放題の汚部屋だ。

　アイザックによると、この宿はいわゆる長期滞在型のコンドミニアムのような契約らしい。

　シーツの交換や服の洗濯は頼めるけど、掃除は自分でするのが基本。朝食付きで夕飯は別料金で頼めるそうだ。

　なんでもオーナーは引退した冒険者夫婦だそうで、不摂生な生活になりがちな若手冒険者達を少しでもサポートしようと、この宿を開いたらしい。

　ちなみに最上階にあるのはいわゆるスイート的な部屋で、滞在しているのはほとんどが高ランクの冒険者だそうだ。こんな広い部屋を長期で借りるのに、いったいいくらかかるんだろうなんて、つい下世話なことを考えてしまう。

　まずは髪を一つにぎゅっと縛り、マスクの代わりにハンカチで口の周りを覆う。それから部屋中の窓を開けて、明らかなゴミとそうでないものを分けていく。

　床に転がっているのはお酒の空き瓶がほとんどだ。恐らく大切にしている物、例えば貴重そうな素材や武器や防具だとかはきちんと一箇所にまとめてある。私にはわからないアイザックなりのルールがあるに違いない。

「うわあ、これは私でもわかるお高いやつだ」

　無造作に積んである真っ白なモフモフの毛皮はなんの魔物だろう。まっさらな新雪みたいにキラキラ輝く毛皮は、顔を埋めたくなるほど極上の触り心地だ。その下から出てきたのは、細かい鱗が宝石みたいに煌めく漆黒の皮だ。手に取ると角度によって炎のような深紅に色を変える。床にごろごろ転がっている魔石は、野球ボールどころかソフトボール大サイズだ。

「もう、どうしてこんなところから魔石が出てくるの!?　心臓に悪いっていうか、扱いが雑すぎ！」

　毛皮を一箇所にまとめようとしていた私は、間から転がり出てきた魔石を慌ててキャッチした。

　最初は無造作に転がる高価な素材に、万が一壊してしまったらどうしようとドキドキした。だけどよく考えたら、ここにあるのはＡランク冒険者であるアイザックが仕留めても、傷一つつかなかった品だ。私ごときの力でどうこうできるものじゃない。

　そう割り切ってからは気が楽になって、素材の扱いがちょっと大胆になったのはここだけの話だ。

　ゴミを捨て、埃を払った収集品は素材別に分けて一纏めに。転がる瓶は水洗いするために、キッチンのシンクにまとめて置いておく。あらかた床が片付いたら次は掃き掃除だ。

「箒はあるかな……あ、これでいいか」

　部屋の片隅に昔ながらの大きな竹箒が置いてあるのを発見した。竹のように見えるのはきっと違う植物だろうけど、箒の形は全世界共通なんだと変なところで感動してしまう。

「どうせなら一瞬で綺麗になる魔法があればいいのに。もしくは自動で掃除してくれる箒とかさ」

　ファンタジーのお約束ではないけれど、この世界には魔法が存在する。だけど、魔法を使えるのは魔術師とかのごく一部の人だけで、普通の人は魔石と呼ばれる魔力の籠もった石を介して魔法を使う。

　実はこの世界にやって来て間もない頃、こっそり魔法を試したことがあった。ラノベやゲームではお約束の展開だったから、もしかしたら私も魔法が使えるのではと考えたのだ。

　……まあ、そんな期待は一瞬で崩れ去ったのだけど。

　リビングを掃き終わると、だいぶ埃っぽさがなくなった気がする。私はぐるりと部屋を見回した。

「よし、だいぶすっきりしたな。次はキッチンにとりかかろう」

　さすがは高級宿、備え付けのキッチンは大量の瓶が置いてあってもちっとも邪魔にならない広さだ。魔石を使った立派なコンロとオーブンに、棚には鍋やお皿まで用意してある。お皿の枚数からすると、この部屋は単身者向けじゃなくて、カップルや家族向けなのかもしれない。

　実はどれだけキッチンが汚れているのか覚悟していたけど、意外なことにシンクの中にはグラスが数個放置してあるだけ。あとは新品同様だった。

「はー、もったいない。私がここに住んでたら、毎日自炊するのに」

　キッチンもそうだけど、ベッドルームやバスルーム、リビングすらも、物は散乱していても汚れはそんなに見当たらない。生活感がないというか、部屋を使っているように感じられないのだ。

　……普段アイザックはどんな生活を送っているんだろう。もしかして、別に住んでいる家があるんだろうか。

　例えばここは倉庫代わりに使っていて、寝泊まりするのは恋人の部屋とか？

　手を止めてそんなことを考え込んでいた私は、慌てて頭を振った。

　もしそうだとしても、私には関係ない。だって私とアイザックは、雇用主と被雇用者の関係だ。部屋の掃除が終われば、なんの接点もなくなるだろう。

　不意に、昨日のアイザックの言葉が思い浮かぶ。

『いつかセリが話したくなったら、その時に話してくれればいい』

　異世界に来て初めてもらった優しい言葉。──だからこそ、怖い。

　一も二もなく飛びついてしまいそうな自分が。

　アイザックを好きになってしまいそうな自分が。

　どっぷり恋愛にはまってしまいそうな自分が、すごく怖い。

「……大丈夫。ちゃんとわかってる。アイザックが優しいのは、私の怪我を見て可哀想だって思ってるだけ。だから、勘違いしちゃだめだ」

　ふと顔を上げると、いつの間にか部屋の中はオレンジ色に染まっている。窓から見える隣の建物の屋根も西日に照らされて、時刻はもう夕方になっていることがわかる。

「アイザック、遅いな……」

　私は小さく頭を振り、掃除の続きに取りかかった。




　外でなにか物音が聞こえた。

　だけど振り返った目に映るのは、閉じたままのドア。

　しばらく待っても動く気配のないドアに、私は再び洗濯物を畳む作業に戻った。

　……そういえば、昔もこんなことがあったっけ。

　あれは子供の頃、私が体調を崩して学校を休んだ時だ。どうしても仕事が休めないと言って、両親は申し訳なさそうに顔を曇らせる。

『もう大きいから一人で大丈夫だな』

『なるべく早く帰ってくるから、大人しくしててね』

　静まりかえった家で一人眠る私は、どこかで物音がするたびにドアを確認した。

　もしかしたら、心配して早く帰ってきてくれたんじゃないか。

　扉の向こうから、今にも「ただいま」って声がするんじゃないかって、期待して。

　でも、その度に裏切られて、いつしか私は期待しなくなっていった。

　だから、きっとアイザックも──。

　ガチャリ、という音がドアの方から聞こえたのと、意識が覚醒したのはほぼ同時だった。

「おお？　なんだ真っ暗だな。セリ、どこだ？」

　いつの間に寝てしまったんだろう。ソファで眠っていた私は、突然の眩しい光に目を細める。そんな私を上からアイザックが覗き込んだ。

「ここにいたのか。悪かったな、すっかり遅くなった。まったく、依頼は受けないと言っているのに迷惑な奴らだ」

「……アイザック？」

「遅くなって悪かったな。すごいな、部屋が見ちがえるようじゃないか。セリが一人で片付けたのか？」

　自然な動作で大きな手が背中に回り、私のお尻を掬って抱き上げる。

　バランスを崩しそうになって抱きつくように首に手を回したら、アイザックが驚いたように眉を上げた。

「どうした、ぼんやりして。まだ眠いか？」

「……ううん、大丈夫」

「俺もこんなに遅い時間になるとは思わなかった。昼飯はどうした？　腹が減っただろう。すぐに食べられるように屋台で色々買ってきたが、どうする？　下の食堂に行くか？」

　アイザックが反対の手に抱える袋からは、すごくおいしそうな匂いが漂ってくる。でも私は無言で首を振った。

「なんだどうした。帰って来るのが遅かったから怒ってるのか？」

「そうじゃ、ないけど……」

「じゃあこっちを向いてくれよ」

「……やだ」

　あんな夢を見ていたせいだろうか。こんな時間まで放っておかれて寂しかった自分と、アイザックが帰ってきたのを素直に喜んでる自分がいる。

　ない交ぜになった感情を持て余して首に回した手に力を入れると、突然耳の近くで低い唸り声が聞こえた。

「あー……ったく、俺がどれだけ我慢してるのかわかってるか？」

「え？　我慢って？」

「わざと煽っているわけじゃないんだろう？」

　一瞬なにを言われてるのかわからなくて、でも理解した途端に頬が熱くなる。

「あ、煽るとか、そんなわけないじゃん！」

「ハァ……そうだよな。やっぱりそうだよな。そうくると思ったよ。まあいい。飯にしよう」

　そのままソファに座ろうとするアイザックの胸を、私は慌てて叩いた。

「ま、待ってアイザック」

「うん？　どうした？」

「あの、あのね……おかえりなさい」

　ちょっと照れくさいのを我慢してそう告げると、驚いたように瞬く蒼い瞳と目が合う。それからゆっくり口の端が上がって、大きな掌がくしゃりと私の頭を撫でた。

「ああ、ただいま。遅くなって悪かったな。それと部屋を綺麗にしてくれてありがとう」

「ううん」

「そういえばセリに土産を買ってきたぞ」

「お土産？　私に？」

「ああ。夕飯のあとのお楽しみだ」

　首を傾げた私に、アイザックはなぜかニヤリと不敵な笑みを浮かべた。




「セリはこれがなんだか知ってるか？」

　夕食のあとアイザックが鞄から取り出したのは、すごく綺麗なガラスの小瓶だ。瓶の中ではトロリとしたピンクの液体が揺れている。

「ええと、なにかのシロップとか？」

「いや、これは薬の一種というか、まあ化粧品だな」

「化粧品？」

　アイザックによると、これはシミやソバカスはもちろん、あらゆる肌のトラブルに効く薬らしい。中央では貴族のご婦人方に絶大な人気を誇るんだとか。

「へー、そうなんだ。さすが中央にはすごい化粧品があるんだね」

「そうだろう？　じゃあセリ、服を脱いでベッドに横になってくれ」

「は？　ちょ、ちょっと待ってよ、いきなりどうしたの？」

「これなら背中の傷痕に効くんじゃないかと思ってな。ほら、早くしろ。そのままだと服が汚れるぞ」

　ベッドに追い詰めるようににじり寄るアイザックから、私は慌てて距離を取った。

「いやいやいや、服を脱ぐとかどう考えても無理だし、それに、貸してくれれば自分で塗るし」

「背中だぞ？　自分では手が届かないだろう」

「だから、そもそもアイザックに塗ってもらうのが無理なんだってば。　そういうの察してよ」

「なんだ、遠慮しなくてもいいんだぞ」

「だから！」

　激しい攻防の末……というか上手く言いくるめられたような気もするけど、結局私が妥協したのは服を着たまま塗ってもらうという案だった。

「まったく往生際が悪いな。……じゃあ塗るぞ？」

「う、うん」

　ベッドルームの少し暗い照明の下、アイザックのシャツを借りた私はベッドの上で背を向けた。

　緊張する私の後ろで、ガラスの瓶を開けるカチャッという音が響く。ぎゅっと目を瞑ると、シャツの裾から大きな手が入ってきたのがわかった。

「ひゃっ……」

「痛むのか？」

「う、ううん、大丈夫。ちょっとアイザックの手が冷たくてびっくりしただけ」

「そうか。痛かったら言うんだぞ」

「うん」

　節ばった長い指先が、慎重に私の背中に触れる。触れた瞬間ヒヤリと冷たい蜜は、アイザックの指の熱と私の体温を奪って溶けていく。

　肩甲骨の下でくるくると円を描いていた指が背骨に沿って移動して、そしてまた違う場所で円を描く。

　新しい円が描かれるたびに身体が震えて声が出そうになるのを、私は唇を噛んで我慢した。

「セリ、うつ伏せになれ。この姿勢では腰の上が塗りにくい。大丈夫だ、俺を信用しろ。変なことはしないから」

「う、うん」

　しばらく躊躇っていた私は、アイザックの言葉に従ってベッドにうつ伏せになった。

　掌にトロリと蜜を垂らして手を合わせていたアイザックは、しばらくしてから両手で私の背中を覆った。

「あっ……」

「どうした？」

「う、ううん、なんでもない」

　すごくあたたかい手がゆっくり下へ移動して、腰の上のくびれの辺りで止まる。そこを触られるたびにみっともなく身体が震えて、耐えきれずに声が出てしまう。

「あっ、ま、待って、やっぱりそこだめ」

「ここか？」

「や、アイザック、そこくすぐったいから、んっ」

「おい、逃げるな。塗れないだろう」

「やっ、だって、だって……」

　背中を蹂躙する掌から逃げたくて、私はぎゅっとシーツを掴む。震える身体を誤魔化そうと両膝を合わせて、声が漏れないようにきつく唇を噛む。

　しばらくしてからようやくアイザックの手が背中から離れると、思わず大きな息が口から漏れた。

「終わった、の……？」

「いや、まだだ」

　不意に私の周りのベッドがたわんで、軋んだ音を立てる。不思議に思って頭を捻って見上げると、私の上に跨がる大きな身体が見える。でも、明かりを背負ったアイザックの表情はわからなくて、それがちょっと怖い。

「セリ、もうちょっと我慢できるな」

「え……わあっ」

　突然大きな手が私の腰を掴み、もう片方の手がシャツの裾をめくった。

「やっ、約束がちがう！」

「ちゃんと見ないと怪我の場所がわからないんだ。しょうがないだろう？　なに、胸は隠れてるから大丈夫だ」

「大丈夫って、大丈夫なわけないじゃん！」

「細かいことは気にするな。ほら、そんなに暴れると胸が見えるぞ？」

　唇が触れるほどの距離で顔が近づいて、アイザックの息が背中にかかる。

　恥ずかしくて身体を伏せると突然背中がヒヤッとして、直接液体が垂らされたのがわかった。

「ひゃっ……んっ！」

「冷たいか？」

「う、うん、ちょっとびっくりして……んんっ」

「そうか。じゃあ俺の手であたためてやろう」

「や、だめっ」

　液体を伸ばすように大きな手が下から上へ、そして上から下へと移動して元の位置に戻る。繰り返される同じ動きに背筋がぞわぞわして、ぎゅっとシーツを握った。

「やだ、アイザック、もういいからやめて、くすぐったいよ」

「体温が上がると浮いてくるんだな。…………まるで俺の……みたいだ」

「あっ、だめ……もうやだあ」

　掠れた声でアイザックがなにかを囁くけど、激しく頭を振る私の耳には届かない。

　アイザックも身体に力が入るのがわかるのか、そこだけ慎重になる手付きがかえって恨めしい。

　やだもう、アイザックは薬を塗ってるだけなのに、どうして私、こんなに……。

「身体の力を抜いて楽にするんだ。そんなに暴れてると疲れるぞ」

「だって、そんなこと言われても……無理だよ、アイザック、もう……お願い、やめて」

「ぐふっ」

　泣きそうになりながら目を合わせてお願いすると、アイザックは口を押さえた。

「セリ、お前は本当に……わかってやってるんじゃないだろうな」

「え？　なんのこと……？」

「そんな顔でお願いされても、男には逆効果なんだよ。……おい、ちょっと待て」

　不意に声のトーンが変わって、背中から手が離れる。不思議に思って顔を上げると、眉間に皺を寄せたアイザックが私の顔を覗き込んでいた。

「唇に血が滲んでる。声を我慢して唇を噛んでたのか。痛かったろう」

　大きな手が顎に添えられて、長い指が唇をなぞる。

「だって……声、恥ずかしいから……んっ」

　至近距離で蒼い瞳に見つめられて、優しく労るように唇が撫でられる。

　ランプの明かりの下で見るアイザックの瞳は、昼間とは違って濃いブルー。中央に散らばる金色が、まるで夜空に瞬く星みたい。

　思わずじっと見つめていると、指とは違うもっと柔らかい物が唇に触れた。

「セリ、口を開けろ」

「ん……？」

　言われた通りに口を開くと、大きな舌が入ってくる。口の中を愛撫するみたいなキスが段々深くなって、まるで溺れてしまいそうな感覚が怖い。

「セリ、鼻で息をしてみろ。……ああ、そうだ上手だな」

「ん……ふ……う、ん」

　いつ間にかに上を向かされていた私は、アイザックの胸にぎゅっとしがみつく。

　絡まるみたいに太い腕が身体に回されて、強い力で抱きしめられて────私は夢中で舌を追いかけていた。




「……セリ、終わりだ。よく頑張ったな」

　いったいどれくらいの時間キスしてたんだろう。私は荒い息のまま目を開けた。

「アイ、ザック……？」

「今日はこれくらいにしておこう」

「今日は……？」

「ああ。痕が消えるまで毎日塗り込むといいらしい。……どうした？」

　ぼうっとアイザックの瞳に見とれていた私は、ふるふると頭を振る。

　自分でもよくわからないけど、身体に上手く力が入らない。とろんとしてしまう。

「なんだか、ぼーっとしちゃって……」

「フッ、そうか。今日は一日中掃除をしていたから疲れたんだろう。もう眠るか？」

「うん……じゃあ……おやすみなさい」

「ああ。いい夢を」

　急激な眠気に抗えなくて、私は目を閉じる。

　なにかあたたかい物に包まれた気がするけど、それを確かめる間もなく、私は眠りに落ちていった。









第四話　アイザック視点　厄介な依頼











「アイザックよ、お前さんに熱烈な恋文が来とるぞ。モテる男は辛いなあ」

　朝食の最中にガスに連れられ冒険者ギルドにやってきた俺は、執務室で出迎えたエンゾのニヤけた顔を見て盛大に眉根を寄せた。

　モルデン冒険者ギルドの名物マスター、エンゾ。冒険者を引退してだいぶ経ついい年をしたじじいだが、これでも現役当時はちょっとした有名人だった。

　冷静な判断力と面倒見のいい懐の深さ、なにより小柄な姿で大剣を豪快にぶん回す姿は、冒険者たちの憧れの的だった。だが……。

　それが今じゃ若い奴をおちょくるのが三度の飯より好物だと言って憚らない、喰えないじじいになりやがって。俺は大きく溜息をついた。

「前置きはいいから用件を言え。こっちは飯を食ってるところを連れてこられたんだぞ」

「付き合いが悪いのう。気を付けんと余裕のない男は嫌われるぞい」

　ニヤニヤと戯けた顔を睨み付けると、エンゾは大仰な仕草で肩を竦めた。

「実はな、お前さんに指名依頼が入ったんじゃ」

「はあ？　またか？」

　通常の指名依頼と違い、Ａランク冒険者の指名には厳しい条件が設けられている。

　一つ、身元の確かな推薦者。

　一つ、冒険者ギルドのマスターの承認。

　一つ、高額な指名料と報酬。

　国や貴族等の権力からの不干渉と不介入、かつ政治や営利目的での冒険者の利用を防ぐためだとかご大層な理由がついているが、ようは高ランク冒険者の囲い込みの防止が目的だろう。

「俺はその指名依頼で一ヶ月もダンジョンに潜っていたんだぞ？　しばらく依頼を受けるつもりはない。少しくらいゆっくりしても誰も文句は言わないはずだ」

「それがのう、紫ローブからの依頼でな。こちらとしても断りにくいんじゃ」

「紫ローブ？　宮廷魔道士か」

　宮廷魔道士とは、国に仕えるエリート魔道士の集団である。鮮やかな紫色のローブは、彼等だけに許された特別な衣裳として有名だ。中央の城に勤める彼等が滅多に表舞台に出てくることはない。主な仕事は中央の結界の維持や災害時の対応に魔物の大規模掃討等、国の事業に関わることがほとんどだと聞く。つまり、俺のような冒険者とは最も接点のない相手だ。

「依頼内容は？　緊急性の高い案件なのか？」

「いやそれがよう、機密事項だとかなんだかで、口頭で伝えるって聞かねえんだ」

「……まさかとは思うが、俺に中央に出向いてお伺いしろという意味か？」

「まあそうなるじゃろうなあ」

　気まずそうに頭を掻くエンゾを見て、俺も溜息をついた。

　自分で言うのもなんだが、Ａランク冒険者である俺を口頭で中央に呼びつける奴がいるとは思わなかった。

「話にならないな。悪いがこの依頼は断らせてもらう」

「おいおい、俺は老い先短いんだ。こんなじじいの頼みくらい聞いてくれてもよかろう。それにあれだ。これで俺がポックリ逝ってみろ。お前さん絶対に後悔するぞ？」

「なに言ってやがる。エンゾが押し付ける無理難題で俺のほうが早死にしそうだ。そもそもな、ダンジョンの件だってあんたの頼みだから引き受けてやったんだ。エンゾこそ、そんな勤勉な冒険者を労おうって気はないのか」

「なーに言っとるか。その迷宮の報告をほっぽり出して雲隠れしとったのはどこのどいつじゃ。お前さんが突然消えるもんだから、探すのにガストンまで駆り出したんだぞ？　十分労ってやってるだろうが」

「あんな目立つ奴を寄越されてこっちはいい迷惑だ。おかげでガスの奴、一枚噛ませろってうるさくてしょうがない。どうしてくれるんだ」

「カカカッ、やっこさん、獣人だけあって鼻が利くからな。お前さんの隠れ家も上手く見つけてくれたわい」

　得意げに鼻を鳴らすエンゾを、俺はジロリと睨み付けた。

「だがよう、中央へ行って相手の話を聞くだけでも報酬が出るんだ。悪い話じゃねえと思うぞ？」

「チッ、ガキの使いじゃあるまいし、そんなはした金では話にならないな」

「カカカッ、違いねえ」

　エンゾはひとしきり大笑いしたあと、真面目な顔で俺と目を合わせた。

「本音を言えば、このままお前さんがモルデンに腰を落ち着けてくれりゃあ、俺としては願ったりだがな。なあアイザック、あれからもう五年だ。そろそろ誰かと組むか、拠点を一つ所に決める気にはならんのか」

「……俺がいつどこへ行くかは自分で決めるさ。とにかく今回の件は断る。どうしてもと言ってくるなら、直接依頼しにモルデンに来いとでも言っておけ。そうすれば向こうさんも諦めてくれるだろうさ」

「ううむ、困ったのう」

「そもそもなんでエンゾが乗り気なんだ。本来ギルドマスターは中立の立場を貫くものだろう」

「いやあ……実はこの依頼人の推薦者がちっと昔の知り合いでな」

　一転眉間に皺を寄せ真剣な表情になったエンゾに、俺も思わず声が低くなる。

「……そんなに厄介な奴なのか？」

「……いい女なんだ」

　そのまま立ち上がって部屋をあとにした俺は悪くないはずだ。




　ギルドを出た俺は、その足で知り合いの店へ向かった。昨夜セリの背中を見てから、ずっとあることを考えていたのだ。

「よう、久しぶりだな」

「あら、ずいぶんご無沙汰だったじゃない。今日はどうしたの？」

「探してる物があるんだ。お前の手を借りたい。──カトレア」

　モルデンの中央市場の奥にある防具屋「デューク」は、俺の相棒だった男が開いた店だ。

　今は連れ合いだったカトレアが引き継ぎ、以来俺がモルデンに来る際はなるべく顔を出すようにしている。

「イシスの涙が必要なんだ。あいにく俺には伝手がなくてな。頼めるか？」

　俺の言葉に、カトレアは驚いたように目を瞬かせた。

　イシスの涙は劣化版エリクサーと呼ばれる代物だ。本物のエリクサーと違い、特殊な製法で上級ポーションを精製して作られる。何本もの上級ポーションを使用して出来るのが僅か匙一杯という効率の悪さと、本家エリクサーとは比べるべくもない性能の悪さで、冒険者の間ではまったく需要がないものだ。

　だが捨てる神あれば拾う神ありとはよく言ったもので、どんな傷痕も跡形もなく消えるという評判が広まり、今や中央の貴族の間では絶大な人気があると聞く。

「まあ……欲しがってるのは最近噂になっている、あなたに付きまとってる子かしら。ずいぶん高価な物を強請るのね」

　カトレアが驚いたように目を瞬かせるのも無理はない。イシスの涙は、下手をすると本家エリクサーより高価だ。だが、カトレアの問いに俺は首を横に振った。

「いや、あいつが欲しがっているわけじゃない。これは俺のわがままみたいなもんだ」

　思えばギルドで出会った時から、セリは俺のＡランク冒険者という肩書きにはこれっぽっちも興味を示さなかった。しかも部屋中に転がる高価な素材やお宝には目もくれず、唯一喜んだのは風呂だ。

　ポーション代を弁償すると言って必死に食い下がったセリの姿が思い浮かび、自然と口の端が緩む。

「ふーん、あなたが他人のことを好意的に言うだなんて珍しいわね。それにずいぶん親切になっちゃって。明日は槍でも振るんじゃないかしら」

「はは、つい最近も似たようなことを言われたよ」

「でもよかったわ。ずっとソロだったから、もう他人への興味が枯れちゃったのかと疑ってたんだから。……あれからもう五年も経つのに」

「五年……そうだな。あいつが死んでからもう五年だ」

「時の流れって残酷よね」

「それは遠回しに老けたと言いたいのか？　それなら俺より年上のお前はババ……」

　頬に手を当てため息をつくカトレアを茶化せば、絶対零度の視線が飛んできた。

「アイザック、あなたレディに対する言葉遣いを学んだほうがいいと思うわ」

「……すまん」

「ふ、うふふふ」

　カトレアはひとしきり笑ったあと、懐かしげに俺の隣を見つめた。──本来そこにいるはずだったデュークの居場所を。

　俺の相棒であり、カトレアの連れ合いだった男、デューク。

　奴が死んでからというもの、俺達の間には常に気まずい空気があった。

　俺はデュークを救えなかった負い目から。カトレアは長年の相棒を失った俺への気遣いから。俺達は長い間あいつが死んだという事実から目を背けて生きてきた。

　俺はあいつが果たせなかったＡランク冒険者としての使命を果たそうと、それがどんな依頼でも受けてきた。カトレアはカトレアで、どんなに経営が苦しくなろうとも、あいつが遺したこの店を手放すことは決してなかった。

　……だが、もうそろそろ解放されてもいい頃合いなのかもしれないな。こんなふうに俺たちが気を回しても、アイツはこれっぽっちも喜ばないだろう。

「まあいいわ。イシスの涙なら手に入るわ。ただ、急ぐからにはそれなりの追加料金が必要だけど」

「無理を言ってるのはこちらだ。いくらでも払うぞ」

「まあ太っ腹ね。それじゃあ、私にそのセリって子を紹介してくれないかしら。アイザックがどんな子に惹かれたのか興味があるわ。それが条件よ」

「紹介か。まあ、構わないが」

　カトレアの口から出た条件は思いもよらないものだったが、そんなことならセリも嫌がらないだろう。俺が了承すると、カトレアは満面の笑みを浮かべた。

「決まりね。楽しみだわ」









第五話　市場へ











「……よし、水拭き終わり！」

　床にしゃがんで雑巾をかけていた私は、立ち上がって思いきり腰を伸ばした。

　アイザックの部屋に来て三日目。今日は午前中いっぱいを使って床を水拭きした。このまま窓を開けて乾かしておけば、床の掃除は終わりだ。

「おっ、終わったか。すごいな。こんなに床が綺麗なのは初めてだ。なんだか部屋の空気まで違う気がするな」

　私が掃除する横でナイフの手入れをしていたアイザックは、驚いたように部屋を見回した。

「えへへ。朝からずっと頑張ったからね。お腹空いちゃったよ」

　ここは日本と違い、靴を履いたまま家の中でも生活するのが一般的だ。だから、どうしても家の中に土埃が溜まってしまう。日本人の私としては、それがちょっと不満だったのだ。

「それなら市場にでも行くか。なにかうまい物でも食べよう」

「やったあ！」




　モルデンの中央にある大広場は、食料品はもちろん日用雑貨から武器までなんでも揃う大きな市場になっている。

　広場の中央にある噴水から放射線状に露店が並び、それぞれ食料品、日用雑貨、服飾品、武器や魔法具と、場所毎に同じ業種の店が集まっているのが特徴だ。

「串焼き肉にするか？　ホーンラビットにロックボアなんかもうまいぞ。ピタならあそこの店がおすすめだ」

　肉の串焼きと、辛いタレを絡めた肉と野菜を薄い生地で挟んだピタと呼ばれる料理は、ここモルデンの名物だ。屋台によってそれぞれタレの味付けに特徴があり、アイザックのお気に入りだというお店の前には長い行列ができている。

「向こうの屋台もいいが、かなり辛口だからな。セリにはこっちの店がいいだろう」

「そうなんだ。知らなかった」

　いつもは一人だから、アイザックと一緒だと新しい発見があって新鮮だ。

　大きな塊の肉が鎮座する屋台では、若いお兄さんが見事な腕前で肉を薄く均一にスライスしていく。タレの焦げるいい匂いが漂ってくるのは串焼きの屋台だ。じゅうじゅうと油の滴り落ちる音が食欲をそそる。

「どうした？　なにか探しているのか？」

「ううん、こんなにゆっくり見るのは初めてだから、なんだか珍しくって。ねえアイザック、あそこにあるのはなんの屋台？」

　私は気になっていた屋台を指さした。

　甘い匂いが漂ってくるその屋台では、恰幅のいいおじさんが大きな鍋に何かを次々と落としている。しばらくして浮き上がってきたそれを網で掬い器によそうと、おじさんは上から蜂蜜のような物をかけた。

「はは、目がキラキラしてるな。おい親父、そのククルをたのむ。蜜をたっぷりかけてくれ」

「へいまいど。百五十ゴルドだ」

「ちょ、ちょっとアイザック、悪いからいいよ！」

「いいから口を開けろ。これは熱いうちがうまいんだ」

「でも……ん！」

　突然口に入ってきたククルは、揚げパンのようなお菓子だった。

　サクッとした軽い生地は、口に入れるとたっぷりかかった蜜がジュワッと溢れ出す。メイプルシロップみたいな風味のある蜜は、くどくないからいくらでも食べられそうだ。

「なにこれ、むちゃくちゃおいしい！」

「だろう？　甘い物が好きなら土産用に少し買っておくか。おい親父、追加でククルを三百ゴルド分、蜜は別にして袋に入れてくれ。あとはピタを二つだ。一つは野菜抜きで肉だけ大盛りにしてくれ」

「あいよ。ちょっと待っててくれ」

「ね、ねえアイザック」

　私は思わすアイザックの服を掴んで引いた。

「なんだ？　どうかしたか？」

「私はこのククルだけでいいから。そんなに食べられないし、その……あんまりお金も持ってないから」

　どんどん注文するのに気が引けてそう告げると、アイザックはなにか眩しい物でも見たように目を細めた。

「セリ、これは掃除の対価であり正当な報酬なんだから、そんなことは気にしなくていい。それに俺も食べるものだしな」

「でも……」

「兄ちゃん、待たせたな。ククルとピタが二つ。こっちが肉増しだ。両方ともまだ熱いから気を付けてな」

「おう悪いな。ほらこっちはセリのだ。火傷するなよ」

　口籠もってしまった私にもピタを持たせ、アイザックは自分のピタに豪快にかぶりつく。

「うん、うまいな。セリも早く食べないと冷めるぞ」

「う、うん……あの、アイザック」

「なんだ？」

「ええと、その……ありがとう。すごく、嬉しい」

　こんなふうに流されて奢ってもらうのってよくない気がするけど、どんな反応をするのが正解なのかわからない。俯いたままお礼を言うと、アイザックはくしゃりと私の頭を撫でた。

「セリ、ちょっとこっちを見ろ」

「え？　なに？」

　見上げた私の頬を、アイザックが指でぐいと拭う。不思議に思って首を傾げると、アイザックはニヤリと笑って自分の指を舐めた。

「ククルの蜜がついていた。まったく、子供みたいだな」

「うっ……こ、子供じゃないし」

「そうだな。たしかに子供はベッドであんなことはしないよな」

「わーーーーっ!!　だから、そういうのはいちいち言わなくていいから！」

「ハハッ、顔が真っ赤だぞ」

「知らない！」

　そんなやりとりをしながらやって来たのは、市場の突き当たりにある大きな店が並ぶ一角だった。どの店も立派な建物で、私みたいな駆け出しの冒険者にはちょっと入りにくい雰囲気だ。

　そんな中、アイザックは黒いアイアン製の看板がかかったお店の前で足を止めた。

「セリ、ここは俺の知り合いの店なんだ。寄ってもいいか？」

「うん、もちろん」

　看板に書かれた文字は「デューク」。いったいなんのお店なのか、外からはわからない。

　ちょっと怪しげな様子にドキドキしていると、アイザックはなんの躊躇もなくドアを開けた。

「うわあ……」

　そこは、まるで日本のアパレルショップのような場所だった。棚には畳まれた洋服が整然と並び、ハンガーラックには色とりどりのマントが吊されている。普通の服に混ざり冒険者用のマントや革の鎧や胸当といった装備品があるのが、いかにも異世界らしい。

　アイザックは勝手知ったる様子でお店の奥へ進むと、カウンターにいた女性に声をかけた。

「ようカトレア、邪魔するぞ」

「あら、アイザックじゃない。今日はいったいなんのご用かしら？」

「なんの用とはずいぶんな挨拶だな。顔を見せに来いと言ったのはカトレアだろう」

　綺麗な赤髪を緩く編んだ女性は、年齢はアイザックと同じくらいだろうか。見事なプロポーションの、大輪の薔薇のような美女だ。

「まあずいぶん可愛らしいお客様ね。私はカトレアよ。ようこそデュークの防具屋へ」

「あの、初めまして。セリと言います」

　私が頭を下げるとカトレアは驚いたように目を瞠り、にっこり微笑んだ。

「アイザックがこんな礼儀正しい子を連れてくるなんて、本当に珍しいわね。必要なのはこの子のお洋服かしら、それとも防具？」

「いや、その前に話がある」

　アイザックは私に視線を移した。

「セリ、俺はカトレアと大事な話がある。悪いが終わるまで服でも見ていてもらえるか」

「う、うん。わかった」

　アイザックの真剣な表情に、これはきっと聞いてはいけない話だろうと判断した私は、そそくさと場所を移した。




　防具屋と聞いたけど、お店に置いてあるのは洋服のほうが多いようだ。この世界に来てからは古着屋しか縁のなかった私には、見る物すべてが珍しい。

「あ、これ可愛い」

　思わず手に取ったのは、裾に刺繍がしてある濃いグリーンのスカートだ。膝下丈のフレアっぽいふわっとした形がすごく可愛い。

　このスカートには、あそこに飾ってある白いブラウスが合うかな。それとも向こうのシンプルなカットソー？

　ウキウキしながら服を手に取ったところで、ふと鏡に映る自分の姿が視界に入った。

　日に焼けてくすんだ肌に、中途半端に伸びたボブを無理矢理結んだ適当な髪型。サイズの合っていないシャツに男の子用の短パンを履き、革のポーチを腰に巻いた姿に色気は皆無で、どこからどう見ても元気な男の子だ。

「やばい。我ながらスカートが絶望的に似合わない」

　これでも日本にいた時はお洒落が好きだった。好きなアパレルの新作は毎シーズン欠かさずチェックしてたし、流行のメイクも楽しんでいた。

　だけど今は……。ふと奥から聞こえてくる楽しげな声に視線を移す。

「やだ、アイザックがそんなに面倒見がいいなんて、どういう風の吹き回し？」

「おいおい、俺は惚れた女には尽くす男だ。今さら知らなかったとは言わせないぞ」

「言われてみれば昔からそうだったかしら。ねえ覚えてる？　Ｂ級に昇級した時は一晩中……」

　手入れの行き届いた艶々の肌と髪に、洗練されたお化粧と余裕のある大人の色気。カトレアは女の私から見てもうっとりするくらい綺麗で、アイザックの隣に並んでいてもなんら遜色がない。

　……もしかして、二人は付き合ってるのかな。

　チラリと過った疑問を、慌てて心の中で否定する。

　もし付き合ってる相手がいるなら、アイザックは私を部屋に泊めたりしないはずだ。きっとそんな不誠実なことはしないだろう。

　──でも、もしかして……？

　不意に胸の奥にツキンと痛みが走る。

　アイザックにとって、あの日の出来事は単なるボランティアだったとしたら。

　目の前に怪我人がいたから助けた。ただそれだけの行為だったとしたら……？

　深く考えるのが怖くて有耶無耶にしていたけど、あの日、熱に吞まれそうになった私を助けてくれたアイザックは、とても優しかった。それこそ、本当の恋人みたいに。

『そんな不安そうな顔をしなくても大丈夫だ。俺にすべて任せろ。セリはただそこに転がっていればいい──』

　優しく身体を撫でる大きな手。耳元で響いた低くて甘い声。

　何度も可愛いって言ってくれたのは。

　伸ばした手を握ってくれたのは。

　あれはやっぱり都合のいい夢だったのかな……。

　思わず出かかった溜息を口の中でかみ殺す。手に取った服を元の棚に戻したところで、後ろから声がかかった。

「セリ、気に入った服はあったか？」

「あっ、アイザック、話は終わったの？　えっと、どれも私にはサイズが大きいみたいだから、特にはいいかなって」

「サイズは直せばいいだろう。これはどうだ？　セリに似合いそうだ」

　アイザックが手に取ったのは、胸元に花の刺繍がしてある淡い水色のチュニックだった。女の子らしい形がすごく可愛いけど、私が着たらワンピースになるサイズだと思って諦めた服だ。

「セリは淡い色が映えるな。じゃあこれと、あとはその白いのがいいな。そっちの緑のスカートも似合うんじゃないか？」

「ちょっと待って。私には可愛すぎるっていうか、似合わないよ」

　アイザックが選ぶのは、なぜか私がさっき見ていた服ばかり。どうしてだろうと不思議に思っていると、アイザックは手に取った服をすべてカウンターに乗せた。

「カトレア、この服を頼む。サイズを合わせてやってくれ」

「わかったわ。セリちゃん、採寸するからこちらに来てちょうだい」

「え、あ、あの」

　背中を押されて入ったのは、布で仕切られた試着室のような場所だった。カトレアは私を鏡の前に立たせ、取りだしたメジャーで採寸を始めた。

「後ろを向いて背中を見せてくれる？　少し腕を上げて……それでいいわ。あら、ずいぶん細いのね。これは全部幅を詰めないとだめね。いっそのこと丈も直したほうがいいかしら」

　カトレアはテキパキと身体を測り、紙に私の寸法を書き込んでいく。

「待ってください。実は私、あまりお金を持ってないんです。だから服を買うつもりはなくて……。せっかく測ってくれたのに、ごめんなさい」

「あら、服ならアイザックに買ってもらえばいいじゃない。ああ見えて結構稼いでるんだから、遠慮しなくていいのに」

「いいえ、服を買ってもらうとか、そんな図々しいことはできません」

　慌てて否定すると、カトレアは手を止めて不思議そうに首を傾げた。

「あいつがここに女の子を連れてくるなんて、初めてのことなのよ？　あなたがどう思ってるかはともかく、アイザックはあなたを特別に思ってるんじゃないかしら」

「それは……」

　そんなことを言われても、二人の親密な様子を見たあとでは、私がアイザックの特別だなんて到底思えない。

「私が怪我をしているのを見たから成り行きで仕方なくっていうか、責任感から面倒をみてくれてるだけだと思います」

　首を横に振って否定する私を見て、カトレアは不思議な笑みを浮かべた。

「私はそうは思わないけど、あなたにもきっと色々あるのね。ふふ、まあいいわ。あいつが振り回されるのを見てるのは楽しいから、私はこれ以上口出ししないでおくわね」

「え？　振り回されるって、どういう意味ですか？」

「気になる？　そうね、この服を受け取りに来る時にでも教えてあげるわ。はい、これで採寸は終わり。もういいわよ」

「ま、待ってください。服は買わないって」

「おい、もう終わったか？　ずいぶん時間がかかってるな」

「ちょうどよかった。今終わったところよ」

　急かすような声に、カトレアは立ち上がって仕切りの布を開けた。

「アイザック、例の追加料金の件だけど、あれはもういいわ。このお洋服は直しができたら連絡するわね。いつもの宿にいるんでしょう？」

「ああ、それで構わない。じゃあ頼んだぞ。よしセリ、行こう」

「え？　ちょ、ちょっとアイザック待って！　あの、ありがとうございました！」

　今にも店から出ていこうとするアイザックの背中に急かされて、私も慌てて入り口へ向かう。

　ドアを閉める間際に後ろを振り返ると、満面の笑みを浮かべたカトレアが手を振っているのが見えた。




「それじゃあ乾杯するか」

「うん！　乾杯！」

　お店を出たあと、私とアイザックは市場にある酒場「太った兎亭」にやって来ていた。

　テーブルに所狭しと並ぶご馳走を前に、アイザックはエールのジョッキを、私は果実水のコップを打ち合わせる。

　テーブルの真ん中に置かれたのは、表面がこんがり焼けたローストビーフのような塊肉に、同じくローストされた野菜とじゃがいもがのったお皿だ。その横にあるカリッと焼かれたパンが添えられたキノコのオイル煮は、飴色の器の中でクツクツと小さな音をたてている。ピザのような薄い生地の上にのっているのは、香辛料の香りが食欲をそそる肉の炒め物だ。

「ほろ酔い鳥と豆の煮込みは、どこに置きますか？」

「ああ、それはこっちにくれ。あとエールを追加だ」

「はーい、少々お待ちくださーい」

「セリ、ここは暴れ牛のローストがおすすめなんだ。まずはこれから食べてみろ」

「うん、いただきます！　……うわ、このお肉、すごく柔らかい！」

「そうだろう？　よし、うまい部分をもっと切ってやろう」

　アイザックが分厚く切り分けている暴れ牛は、牛とは呼ばれているもののれっきとした魔獣の一種だ。こんがり焼けた表面からは想像がつかないほど鮮やかな薔薇色の肉は、口に入れると溢れる肉汁と絶妙なソースが絡み合う。柔らかくジューシーな肉は、日本で食べた高級ローストビーフに勝るとも劣らないおいしさだ。

「はあ……おいしすぎていくらでも食べられそう」

「それにしてもこの店でよかったのか？　たしかに料理はうまいが大衆酒場だ。もっと高級な店だってよかったんだぞ」

「あのね、ギルドでみんながこのお店の話をしてるのを聞いて、一度来てみたかったんだ」

　ここ『太った兎亭』は、おいしい食事とお酒を手頃な値段で提供するとあって、冒険者の間では大人気のお店だ。

　広いホールには威勢のいい声が飛び交い、大きなジョッキや湯気のたつ料理を運ぶ店員達が忙しそうに動き回る。食事を楽しむお客さんはみな笑顔で、いかにも王道的な冒険者酒場だ。

「カアッ、やっぱり太った兎亭の酒はうまいな。これで一緒にいるのがカナリア亭のキャロルちゃんだったら最高だったのによう」

「ハハッ、キャロルちゃんがお前に優しかったことなんかあったか？」

「ぁあ？　お前なにふざけたこと言ってやがる。キャロルちゃんは純情なんだよ！　おおい、こっちにエールお代わりだ！」

「ねえねえニュースよ、ニュース！　来週ルウルウの新作が出るんだって！　こんなことならブーツの新調するんじゃなかったわ」

「なら例の依頼を受けましょうよ。ここだけの話だけど……」

　厳つい皮の装備を身に纏った男達は、きっと冒険者だろう。張り合うようにエールのジョッキを煽っている。その隣のテーブルに座る色気たっぷりのお姉さん達は、内緒話でもしているのか真剣な顔で肩を寄せ合う。

「来てみたかったって、こんなどこにでもある普通の酒場にか？」

　怪訝そうに眉根を寄せるアイザックに、私は満面の笑みで頷いた。

「うん。だって前はお酒が飲めない年齢だったし、それにその……誘ってくれる人もいなかったから、来る機会がなかったの。だからこうしてアイザックが連れてきてくれて、すごく嬉しい」

　日本にいた時も、一人で外食したことはほとんどなかった。せいぜいハンバーガーショップとかコーヒーショップとか、それくらい。小心者の私には、ファミレスですらハードルが高かったくらいだ。

　だから、いつか親しくなった相手とここで食事するのが、私の密かな野望だったのだ。

　初めて来た異世界の酒場。ご飯もおいしいし、アイザックとの会話も楽しいし、もしかしたら異世界に来て、今が一番楽しいかもしれない。

「ん！　アイザック、この煮込みもすごくおいしいね」

　自分でもわかるほどニコニコしながら料理に舌鼓を打っていると、優しく目を眇めたアイザックはポンと頭を撫でた。

「……そうか。また来ような」

「ほんと？　嬉しい！」

　その時バンッという大きな音とともに、アイザックの肩が後ろから叩かれた。

「よう、アイザックじゃねえか。奇遇だなあ！」

「……またお前か」

「ガハハッ、相変わらずつれない男だなあ」

　聞き覚えのある特徴的な笑い声に、アイザックがあからさまに顔を顰める。そこにいたのは以前、宿の食堂で会ったことのあるガストンだった。

「こんな所までなんの用だ。もう話は済んでいるはずだ」

「はははっ、そう怖い顔をすんなって。俺の話が終わったらすぐ消えるからよう。嬢ちゃん、たびたび邪魔してすまんな」

「い、いえ」

　ガストンはアイザックの横に座ると、辺りを窺うように声を潜めた。

「……そんでお前、例の手紙はなんだったんだ？　お前さん宛の指名依頼で間違いなかっただろう？」

　それを聞いたアイザックはあからさまに顔を顰めた。

「指名依頼の内容を話せないのは知ってるだろう。俺に規約を破らせるつもりか？」

「そんなつもりはねえよ。だがな、俺達にも事情があるんだ。なあアイザック、俺達『牙と爪』が万年Ｂランクなんて言われてるのを知ってるか？」

　そう言ってガストンは自分の後ろにいる男女に視線を移した。全員獣人の特性である獣の耳を持つところを見ると、彼等はガストンの仲間なんだろう。

「俺達がＡランクに上がるには、高ランクの魔獣を狩るか希少な素材でポイントを稼ぐしかねえんだ。だがよ、そんな都合のいい依頼はそうあるもんじゃない。だから俺達はもう何年もＢランクで燻ったままだ」

　そういえば、ＢランクからＡランクに上がるには高い壁があるって聞いたことがある。だからほとんどの人はＢランクのまま冒険者人生を終えるのだとも。

「そんな俺達の前に現れた救世主がアイザック、お前だ。なあ、この国でまともに動けるＡランクの冒険者はお前さんだけだって、知ってるか？　つまり、お前さんにくっついてりゃあ、高ランクの依頼が向こうからやって来るって算段だ」

　そこでガストンはニカッと笑い、親しげにアイザックの肩を叩いた。

「俺達が欲しいのは金じゃない。実績だ。お前さんが依頼を受ける時に声をかけてくれりゃあ、露払いは俺達が引き受けよう。どうだ、悪い話じゃねえだろう？」

「俺には益のない話だな。興味はない。それより食事の邪魔だ。とっとと失せろ」

「カカカッ、冷たい奴だなあ」

　取り付く島もないアイザックの態度を気にする様子もなく、ガストンはテーブルの上にあったエールのジョッキを一息で煽った。

「ま、なにかあったら声をかけてくれや。俺達はそこに座ってる嬢ちゃん以上の働きはするぞ」

　ニヤリと笑った口元を手の甲で拭うと、ガストンは後ろで待っていた仲間達と店の奥へ消えていった。

「まったく、落ち着いて食事もできないな。セリ、悪かったな」

「ううん。私こそ話の邪魔をしたみたいで、なんかごめんなさい」

「いや、セリが気にする必要はない。食事中に割り込んできたあいつが悪いんだ」

「でも……」

　Ａランクのアイザックと、Ｂランクのガストン。あんなふうに遠回しに嫌味を言われなくても、私が場違いだってことはわかってる。

　アイザックと行動を共にすればするほど、住む世界が違う人なんだってことを、強く思い知らされる。

　……私なんかがアイザックと一緒にいて、本当にいいのかな……。

「チッ、ガスの野郎、俺の酒を飲んで行きやがって。口直しになにか頼むか。セリはどうする？　甘い酒なら飲めるか？」

　アイザックに話しかけられて、私はハッと我に返った。

「う、うん。じゃあ、それをお願いしようかな」

「おい、林檎酒を頼む。あと俺にはなにか強めの蒸留酒をくれ」

「はい、お待ちくださーい」

「さあ、冷めないうちに食べるか。セリも遠慮するなよ」

「う、うん。じゃあ、これをもらおうかな」

　私は目の前にあった料理を口に入れた。挽き肉が乗ったピザのような料理はピリッと辛口だ。独特な香辛料があとを引くおいしさで、手が止まらなくなりそうだ。

「これもおいしいね。あ、でもあとから辛さが追いかけてくるみたい。うう、舌がピリピリしてきた」

「ハハ、セリには辛すぎたか。ほら、これを飲んでみろ。甘いからちょうどいいだろう」

　ちょうど店員さんが持ってきたお酒を差し出され、素直にそれを飲んだ私は盛大に咽せて咳き込んだ。

「ありがとう……ってなにこれ強い！　ケホケホケホッ！」

「お、おい、大丈夫か？」

　──結論。異世界のお酒は私には強すぎたみたいです。




「アイザックのケチ！　もっと飲みたかったのに、急に帰るなんてひどいよ」

　お店を出ると、外はすっかり闇に包まれている。露店の明かりに照らされる中、私とアイザックは並んで宿に向かって歩いていた。

「誰がケチだ。あんなに咽せてたのにすいぶん偉そうなことが言えるな。もう酔っ払ったのか？」

「あれはびっくりしただけだし、それに、あれくらいのお酒じゃ酔わないもん」

「わかったわかった。お子様が見栄をはらなくていいからな」

「子供じゃありませんよーだ。もう立派な大人だし！」

　この世界の成人年齢は十五歳。飲酒が可能になる年齢も同じだ。だけど、私は日本で飲酒可能な年齢の二十歳になるまで、お酒は飲まないでいようと決めていた。

　……つまり、アイザックには言えないけど、今日は私が初めてお酒を飲んだ記念日でもあるのだ。

「ねえアイザック、今日はお店に連れて来てくれて、本当にありがとうね」

「突然改まってどうした？」

「ううん、一緒にお酒を飲めて楽しかったなあって」

　闇の中に色とりどりの明かりが揺れる夜の市場はとても幻想的で、まるでお祭りに来たみたい。こちらを見つめるアイザックの横顔が優しくて、並んで歩いているのも嬉しくて、私は一人ではしゃいでしまう。

「ねえ、あそこのお店、見てもいい？　せっかくだからなにか記念に……わっ」

　面白そうな露店を見つけて駆け寄ろうとした私は、後ろから伸びた手に引かれてたたらを踏んだ。と思った次の瞬間、アイザックの腕の中に閉じ込められていた。

「急に走るな。ぶつかるところだったぞ。まったく、本当に子供みたいだな」

　いつもと同じ、意地悪で乱暴な言葉遣い。でも、笑いを含んだ声はククルのシロップみたいに甘くて、耳の中でトロリと溶けてしまいそう。

「もう！　さっきから子供じゃないって言ってるじゃん。ちゃんと前を見てるから大丈夫だよ」

「どうだかな。大人は突然走り出したりしないぞ」

　子供扱いが悔しくて、分厚い胸板を手でぎゅっと押す。すると閉じ込められた腕の中で上を向かされて、澄んだ瞳が覗き込む。

　その顔に浮かぶのはちょっと意地悪で、いかにも余裕たっぷりな大人の笑みだ。

　……なんだか私だけドキドキしてるみたいで、ずるい。

「……私、そんなに子供じゃないよ」

　目を逸らして反論すれば、アイザックは私の唇を指でなぞった。

「ククッ、こんなに口を尖らせてると説得力がないぞ。……なあセリ、子供じゃないとわかってるからこそ心配なんだぞ？」

「アイザックは……」

　アイザックは私のことをどう思ってるの？

　こうやって優しくしてくれるのは、あんな怪我をした私がかわいそうだから？

　それとも、あまりに頼りなくて目が離せない？

　子供じゃないって、その言葉の意味を聞いてもいいの……？

「……私のこと、どう思ってるの？」

　ポロリと零れてしまった台詞に、アイザックが驚いたように目を瞠る。その表情を見て、私は自分の痛い発言に気が付いた。

　やばい。今のって私がアイザックと付き合ってるみたいな、彼女みたいな台詞だ。これじゃあ面倒な勘違い女だよ！

「ご、ごめん。私、なに言ってるんだろう。恥ずかしい。今のは忘れて……んっ」

　最後まで言わせてもらえないまま、私の唇が塞がれた。

「……んっ、ふ……」

　いつもよりちょっと乱暴なキスが、何度も角度を変えて繰り返される。

「……今日は嫌がらないんだな」

「だって、アイ、ザッ……ん……」

「セリ、本当に嫌なら嫌と言わないと、悪い大人に食べられるぞ」

　不穏な台詞とは裏腹な、すごく甘くて優しいキス。低くて擦れた声に、背中がゾクゾクしてしまう。

　どうしてアイザックのキスはこんなに甘いんだろう。このままトロトロに溶けちゃいそう……。

　続きをせがむようにぎゅっと服を掴んだら、私の腰を抱く手に力が入る。抱き寄せられるまま、アイザックに身体を任せた。

「……セリ、いいのか？」

「……うん。あのね、アイザックに、食べてほしい」

　そう呟いた途端、再び私の唇をこじ開けて侵入した舌が、口の中をあちこち這い回る。

　歯の裏をチロチロと擽られて、舌先を食まれて、舌の裏まで丹念に舐められる。

　どんどん深くなるキスにクラクラして、もう足に力が入らない。たまらず逞しい胸に縋り付くと、背中を支えていた腕が私を上に掬い上げた。

「しっかり掴まってろ」

「……うん」

　突然の浮遊感に、ぎゅっと目の前の首にしがみつく。屋台の明かりに照らされたアイザックの横顔は、真剣で怖いくらい。

　私は逞しい腕の中から、鮮やかな明かりに照らされる夜の街をじっと目に焼き付けていた。




　勢いよく部屋のドアを開けたアイザックは、そのまま寝室のベッドの上に私を寝かせた。

「……本当にいいんだな。まあ、嫌と言われても今さら止めてやれないが」

　片手で自分のシャツを脱ぎながら、もう片方の手は私の唇を優しく撫でる。上から覗き込む蒼い瞳はいつになく真剣で、余計にドキドキしてしまう。

「うん。で、でも、ちょっとだけ、待って」

「怖いか？」

「ううん、でも、あの、お風呂にはいりたい。汗をかいちゃったから」

　ちゅ、ちゅ、と至る所にキスを落としながら、アイザックは器用に私の服を脱がしていく。

「そんなことを気にしてるのか。大丈夫だ。セリはどこもかしこも綺麗だ」

「んっ、だって、私……こういうの慣れてないし、恥ずかしい、よ」

「じゃあ気にならなくしてやろう」

　ニヤリと笑った顔が近づき、そのまま優しく口が塞がれる。アイザックの熱い舌が歯列をなぞり、チロチロと口の中を擽る。私の舌と絡まり合ってくちゅりと水音が漏れると、それだけで背筋がゾクゾクしてしまう。

「こうしていれば余計なことは考えなくて済むだろう？」

　絡め取られた舌に、歯が当たる。柔らかく噛まれてびっくりしてると、突然舌の根元を強く吸われて身体がビクンと跳ねた。

「ん……ふっ、ん、む……」

　深いキスに溺れそうになって、必死でアイザックにしがみつく。口から漏れる声が甘えてて、まるで自分の声じゃないみたい。

　お腹の奥からトロリとなにかが溢れそう。恥ずかしくて足を閉じようとしたら、割り開くようにアイザックの腕がそれを止めた。

「アイ、ザック、私……」

「セリ、気持ちよくなるのを怖がらなくていい。そのまま身体の力を抜いてみろ」

　突然胸を覆ったあたたかい感触に、勝手に身体が反応する。気が付けば服は全部脱がされていて、アイザックの大きな手が直接胸を揉んでいた。

「あ……んっ」

　まるで壊れ物を触るみたいに乳房が優しく撫でられて、熱い掌が何度も胸の先端を掠める。

　胸の先がじんじんするから手で隠したのに、アイザックは私の指の隙間からキスを落とす。

「ア、イザック、それ、恥ずかしい」

「うん？　なにが恥ずかしいんだ？」

「だ、だって、私、男の子みたいだし、胸、小さいから……」

　すると、アイザックはおかしそうに笑った。

「そういえば、セリは前も同じことを気にしていたな。……この大きな黒い瞳も、折れそうなほど細い首も肩も、俺の掌にすっぽり収まる胸も、どこもかしこも全部俺の好みだぞ」

「本当に？」

「ああ。だがそれだけじゃない。普段は強気なのに、ちょっとしたことですぐに照れるところは可愛いな。ささいなことに礼を言うのもいいと思う。人に頼らないで自分でやろうとするのも好ましいな。本音を言えば、俺としてはもう少し甘えてもらいたいがな」

「嬉しい……あ、ぁぁんっ」

　ふにゃりと笑った途端にパクリと胸の先端が食べられて、アイザックの舌が私の乳首を嬲る。

　飴を舐めるみたいに口の中で転がされて、硬くなった先をしゃぶられて、もう片方の胸の先は二本の指で挟まれる。

　左右の胸をアイザックの口と指で弄られて、もどかしいような快感が胸の先に溜まっていく。自分の口から漏れるいやらしい声が止められない。

「あっ、ンンッ、ア、イザック……っ」

「くく、こんなに腰をうねらせて、気持ちいいのか？」

「だって、そこばっかりよすぎて、おかしくなっちゃう……」

「いいぞ、もっとよくしてやるからな」

　苛めるみたいに、アイザックの唇が執拗に胸の先を弄る。強く吸われて、もう片方の胸の先は指でコリコリ捩られて、強い快感に腰が浮いてしまう。

　するりと下りてきた大きな手が、慎重に秘裂の襞をなぞる。慣れない感覚に、私は思わず頭を振った。

「あ……っぁ、そこ、あ……あっ」

「まだあまり濡れていないな……」

　胸を舐めていた舌が、ゆっくり手と同じ場所へ移動する。おへその窪みをなぞって、下腹部を辿って、それからもっと下の茂みへ。

「あ、やぁっ、そんなところ、見ちゃいやぁっ」

　擽ったくて暴れたら、足を大きく開かれて秘所に熱い息がかかるのを感じた。

「セリ、綺麗だ」

　花びらをめくるように襞が開かれて、隠れていた花芽に指が触れる。

　ビリビリ痺れるような快感に、咄嗟にアイザックの頭を押さえたけど、そんな私の抵抗もむなしく、湿った熱い舌が、敏感な粒を優しく舐めた。

「あ……っぁ……ン、や、あ……」

　……どうしよう。気持ちよすぎて、頭がどうにかなっちゃいそう。

　花芽が舌で転がされて、舐められて、痺れるような快感がじわじわ溜まっていく。

「すごいな、こんなにぷっくり膨らんで……。セリは舐められるが好きなのか？」

「アイザック、舐めるのだめ、よすぎて、こわい、の」

　気持ちいいけど怖い。気持ちよすぎて怖い。快感が強すぎてなにかが弾けてしまいそうな、初めての感覚がすごく怖い。

「駄目じゃないだろう。ほら」

「あ、ああああんっ」

　自分の股の間から、ピチャピチャといやらしい音が聞こえる。粒を舐められるたびになにかが込み上げて、目をぎゅっと瞑って首を振る。唐突に、私の中になにかが入ってくるのがわかった。

「あ、や、な、なに？」

「中を指で解してるだけだ。怖がらなくていい」

「やだ、それ、なんか……こわい」

「大丈夫だ。まだ一本しか入れてない」

「ん……あっ」

　自分の身体の中に異物が出入りする感覚に、お腹の奥がぞわぞわする。

　一旦ずるりと中から出た指が、今度は入り口の浅い所を掻き回して、再び中へ戻る。

　繰り返される同じ動きに、この時ばかりはアイザックの指が長いのが恨めしい。

「あ、アイザック、そこ、なんか、あ、ん……ん……ぁ、あっ」

「いいぞ、そのまま感じていろ。ほら、これで二本になった」

「ああ、ん、あ、んんんンッ」

　気が付けばさっきまでの違和感は消えていて、今度はお腹の奥が疼いてたまらない。じゅるじゅると花芽も強く吸い上げられて、込み上げてくる強い快感に爪先にぎゅっと力が入る。

「あっ、そこへん、へんになっちゃう、あっ、あぁっ」

　二本に増えた指が、今度は蜜を掻き回すように動いている。私が反応する場所を見つけて、そこの壁を狙うように指が中で蠢く。

　ぐちゅぐちゅと激しく指を抽挿されながら硬く勃った粒を吸い上げられて、視界が真っ白に弾けた。

「あ、ああああああぁっ」

「ああセリ、こんなに真っ赤にして……可愛いな」

　快感にガクガク震える腰を、アイザックの大きな手が掴む。チカチカ点滅する瞼を開けると、そこにあったのはおへそまで反り返ったアイザックの雄だった。

　太くて、長くて、大きくて、凶悪な姿をした塊が、ぴたりと蜜口に宛がわれる。

「セリ、挿れるぞ。力を抜け」

「あ、待って、そんな大きいの無理……あ、あ、あ、」

「大丈夫だ。ゆっくり挿れるから……くっ、キツいな」

　圧倒的な存在感がみちみちと、かきわけるように私の中に侵入する。身体を貫かれる強烈な違和感に、ぎゅっと全身に力が入った。

「────っっ、んんっ！」

　しばらく腰を進めたところで、私が強張ったのがわかったのか、アイザックはぴたりと動きを止めた。

「すまん。痛いか？」

　心配そうな蒼い瞳が、上から私を覗き込む。大きな手が気遣うように目尻に溜まっていた涙を拭った。

「だい、じょうぶ。ね、もう、全部、はいった……？」

「いや、まだ半分くらいだ。触ってみるか？」

　アイザックは私の手を取ると、優しく自分の男性器へ導く。私の中に埋まった熱の塊は、触れるとドクドク脈打っているのがわかった。

「あ……アイザックの、すごい大きい……」

「痛いなら、もうやめるか？」

　痛いというより、熱い。熱くてじんじんする。みっちり詰まった熱い杭に貫かれて、火傷してしまいそう。

　だけど……私はふるふると首を振った。ここでやめるとか、そっちのほうがひどいと思う。

「やだ、やめない、で」

「本当にいいのか？　今なら頑張ればなんとか止められるぞ？」

「ふ、ふふ、頑張る、の？」

「ああ。かなりの努力が必要だがな。……セリ、ちょっと口を開けてみろ」

「くち……？」

　いつの間にか食いしばっていた唇に、アイザックの唇が重なる。啄ばむような優しいキスに促されて口を開けると、大きな舌が私の口の中に侵入した。

　歯列を舐めた舌が、絡まるように私の舌を掬う。そうかと思えば、今度は上顎をチロチロと擽る。

「ん……ン……」

「いい子だ。そのまま口を開けて舌を出して……ああそうだ。そのままもっと深くだ」

「ふぅ……ン」

　すっかりアイザックの舌に翻弄されていた私は、気が付くと熱い楔をすべて受け入れていた。

「あっ、アイ、ザックの……はいってる……」

「……どうだ？　まだ痛いか？」

　私の中で、硬い楔がドクドクと存在を主張する。しばらくじっとしていると、アイザックに合わせるように、私の中も脈動を始めた。

「いたい、けど……アイザックの、すごい、熱いの」

「熱い？」

「うん……熱くて、おおきくて、ここでびくびくしてる」

　アイザックを見上げて自分のお腹をさすると、それまで優しく私を見つめていた蒼い瞳が、剣呑な色を灯したのがわかった。

「……お前、わざと煽ってるんじゃないだろうな」

「あおるって……あ、あああぁんっ！」

　ニヤリと笑ったアイザックに胸の先を揉まれて、途端に身体が大きく跳ねる。同時に始まった抽挿に、私はたまらず声を上げた。

「あっ……ぁ、あいざっく、あいざっく……」

「ああセリ、その声はたまらないな。……もっと聞かせてくれ」

　今まで聞いたことのない獰猛な声が、私の名前を呼ぶ。熱杭を抜き差しされると、痛みとは違う快感がじわりと広がっていくのがわかる。

　くちゅくちゅと蜜が溢れる音が聞こえ始めると、ゆっくりだった腰の動きが段々速くなって、深い所まで熱い杭が穿たれた。

「あっ……ぁ……んっ、それ、深い……っ」

「クッ……締める、な」

　執拗に乳首を弄りながら奥を突く動きに、お腹が疼いてたまらない。溺れてしまいそうな快感が怖くて、アイザックの腕を掴んで助けを求める。

「や、アイザック、なんかへん、そこ、こわい、ぁっ……あ、」

「ここ、か……？」

　奥に杭をぐりぐりと押し付けるような腰の動きに、私は思わず腕に爪を立てる。

「あ、ああっ、そこ、あンッ」

「セリ、怖がるな。そのまま快感だけ感じていればいい。ほら」

　胸から手を放したアイザックは、今度は私の花芯を指で押しつぶす。さらに強く、深くなった抽挿に、溜まっていた熱が弾けた。

「あ、あ、あぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ」

「…………う、ぐっ、」

　ビクビク痙攣する私の中から一気に杭を引き抜くと、アイザックは私をうつ伏せにした。

「んぁっ、な、なに？」

「悪いがもう少し付き合ってくれ」

　灼熱の塊が、背後から私を貫く。じゅぶじゅぶといやらしい音をたてながら、凶悪な肉杭が私の中に穿たれていく。

「あっ、ああっ……ああ」

「セリ、深く息を吐くんだ。そうだ力を抜いて……俺を受け入れろ」

　アイザックはゆっくり時間をかけて杭を私の中に沈めると、接合部をねっとり摺り合わせた。

「アイ、ザック……ああ……それだめえ」

　隙間もないくらい密着した接合部をゆらゆらと揺らされて、お腹の奥から疼くような快感が広がっていく。たまらず子供のようにいやいやと首を振ると、アイザックはゆっくり抽挿を始めた。

「あぁ……あ……ん」

「セリ……セリ……最高だ……」

　何度も何度も最奥を穿たれて、そのたびに快楽の波が私を襲う。もう力が入らなくてぐしゃりとベッドに突っ伏すと、アイザックは私のお尻を掴んで高々と持ち上げた。

「ひぁっ……それ、つよ……い……っ」

　叩きつけるような腰の動きで、アイザックは最奥の壁を穿つ。バチンバチンと肉がぶつかる音から逃げたくて、私は手を伸ばしてシーツを掴んだ。

「だめえ、もうだめぇ……っ」

「セリ……セリ、好きだ……っ」

「あ、あああああああっ」

　アイザックの擦れた声に、頭の中が真っ白になる。一気に弾けた快感に、自分の中が痙攣したようにビクビク震えたのと、アイザックが勢いよく雄を引き抜いたのは、ほぼ同時だった。




「……セリ、大丈夫か？」

「う……ん」

　荒い息の向こうで、蒼い瞳が優しく私を見つめている。大きな手が私の髪を梳いて、目尻に溜まった涙をそっと拭った。

「アイザック……あの、ね」

「ん？　なんだ？」

　心地いい疲労感に満たされて、もう指一本すらも動かしたくない。それに、眠くて眠くてたまらない。どうしよう。アイザックに伝えたいことがあるのに……。

「だい……すき……」

　意識が途切れる前に呟いた言葉は、ちゃんとアイザックに伝わっただろうか。

　それを確認できないまま、私は瞼を閉じた。









第六話　アイザック視点　来訪者











「……アイザック、俺だ。開けてくれ」

　その日、夜も更けた頃になって部屋の扉を叩いたのは、この宿のオーナーであるロートルだった。

「どうした」

「エンゾから緊急の言付けだ。今すぐギルドに来いだとよ」

「はあ？　あのじじい、それを伝えるためにわざわざここまで来たのか？」

「来たのは使いだ。いいか、俺は伝えたからな」

「……ああ。わかった」

　ドアの隙間から見えるベッドでは、セリが静かに眠っている。

　……まあ起きることはないだろう。

　俺は素早く支度を整えギルドへ向かった。




「おおアイザック、待っとったぞ」

　ギルドで待っていたのは、いつになく真面目くさった顔をしたエンゾだった。

「こんな夜更けにお迎えなんて珍しいな。なにがあった？」

「客だ。中央から来たって言やぁわかるか？　お前が向こうさんを呼びつけたんだ。もう逃げられねえぞ」

「……チッ」

　……これはあれか。俺が直接依頼をしに来いと言ったからか。

　一瞬失敗したなと後悔するが、中央のエリートがわざわざモルデンまで足を運ぶなんぞ、よほど重大な案件だと気を取り直す。

　エンゾに続いて入った応接室で待っていたのは、長い銀髪を一つに結んだ若い男だった。

　宮廷魔道士の証である紫のローブを纏い、細身の体型に銀縁の眼鏡モノクルという出で立ちは、いかにも魔法使いらしい。男は如才ない笑みを浮かべながら立ち上がった。

「あなたがアイザックですか。初めまして、私は宮廷魔道士のニックと申します」

「ニックというと、あなたが噂の宮廷魔道士長のニック殿か？　ご高名はかねがね伺っている。お会いできて光栄だ」

「はは、どのような噂かは存じませんが、Ａランク冒険者のお耳に届いていたのでしたら、こちらこそ光栄です」

　宮廷魔道士長ニック。比類なき膨大な魔力量を誇る稀代の魔法使いと名高い男だが、一切の経歴は謎に包まれている。一部では国王の虎の子とも懐刀とも呼ばれているが、滅多に表舞台に出てくることはない。

　見た目は二十代前半といったところか。俺が想像していたよりずっと若いようだ。穏やかな人格者だと聞いていたが、この表情を見る限りどうやら一筋縄ではいかない相手のようだ。

　まるで抜き身の剣を前にしたような緊張感の中、俺はニックの顔を見ながらソファに腰を下ろした。

「それで、私でも知っているような有名人が、わざわざこんな田舎町になんの用でしょう」

「面白いことを仰いますね。わざわざこんな田舎町に足を運ばせたのは、Ｓランクに最も近いと噂される有名な冒険者アイザック・モルド、あなたではありませんか」

「あー……二人とも、自己紹介はいいからまずは茶でも飲んだらどうじゃ」

　険悪な空気になったのを察したエンゾが、仕切り直しに入る。出された茶に口を付けたところで、おもむろにニックが話を切り出した。

「アイザック、まず大前提として、私はあなたの希望でここまで来ました。つまり、この依頼を断る資格はあなたにはない。異論はありませんね？」

「……ああ、わかっている。依頼の内容を聞こう」

　面倒事を避けるつもりが裏目に出たようだ。思わず顔を顰めた俺を見て、ニックの口の端が僅かに持ち上がったように見えたのは、きっと気のせいではないはずだ。

「早速ですが本題に移りましょう。今回の依頼は人捜しです」

「人捜し？」

「はい。彼女の年齢は定かではありませんが、二十歳は超えているでしょう。ここ一年以内にモルデンに滞在していた形跡があり、現在もこの周辺地域にいる可能性が高いと思われます。外見の特徴は黒目黒髪、そして恐らく小柄でしょう。期限内に彼女を安全に保護し、私の元に連れてくることがあなたへの依頼です」

「おい、ちょっと待ってくれ」

　俺は思わず話を遮った。

「定かではないとか恐らくとか、人を探せというならもっと確実な情報が欲しいんだが」

「それがわからないからこそ、Ａランク冒険者であるあなたに依頼しているのです」

「はあ？」

　ニックが言うには、彼自身もあやふやな情報を元にその人物を探していたらしい。だが宮廷魔道士長という肩書きがある限り王国から離れることが難しいため、ここ最近は手詰まりになっていたそうだ。

「私としても、今までなにもせず手をこまねいていたわけではありません。これでも手を尽くし、できる限りのことはしてきました。ですが、現状は万策が尽きた状態なのです」

　そう言ってニックは残念そうに溜息をついた。

　宮廷魔道士長であるこの男が手を尽くしたと言っているからには、恐らく俺が想像もつかない方法──魔術を駆使して探していたに違いない。それでも見つからなかったので、最後は人の手が頼りという結論に至ったのだろう。

　だが、こいつがそれだけ探して見つけられない人物とは……？

「一つ聞きたいんだが、その女性はいったい何者だ？　凄腕の魔術師か、それとも他国の間諜か？　まさか犯罪者ってことはないだろうな」

「いえ、恐らくごく普通の女性だと思います。私も実際に会ったわけではないので、あくまで予想ではあるのですが」

「雲を掴むような話だな」

　ニックの話をまとめると、対象は恐らく二十歳を超えた小柄な女性で、特徴は黒目黒髪ということのみ。この国にどれだけ黒目黒髪の女がいると思っているのか。正直に言って、こんな情報だけで探し出すのは不可能に近いだろう。そうとわかっていても断れないのが辛いところだが。

「……それで、具体的に俺はなにをすればいいんだ？」

「アイザックにはモルデン周辺を回りその女性を探すのと同時に、ここから私のいる中央に向かう道の途中にあるギルドに、この依頼書を貼ってほしいのです。恐らく、この依頼書が彼女を見つけ出すきっかけになるでしょう」

　手渡された依頼書を見て、俺は眉を顰めた。

「……なんだこれは」

　それは見たこともない文字だった。いや、これは文字なのか？　紙には古の魔術で使われる魔方陣のようにも、呪術に用いられる記号のようにも見えるなにかが、びっしり書き込まれていた。

「そこに書いてあるのは特殊な言語です。あなたには読めないでしょうが、内容は宮廷で文献翻訳を手伝ってくれる人材の募集です。この依頼書を見れば、必ず彼女は私に連絡してくるでしょう」

「探すのはともかく、依頼書を貼るなら各ギルドに通達すればいいだけだろう。わざわざ俺に頼む理由はあるのか？」

「そうですね、Ａランクの冒険者を信用しないわけではないのですが、こちらとしてもあなたがきちんと依頼を遂行しているか、確証を得たいのです」

「ほう、つまり俺を疑っているのか。冒険者ギルドに喧嘩を売るとはいい度胸だな」

　目を細めじっと睨むと、ニックは喰えない笑みを深める。つまりは無言の肯定か。

「あなたの力量を疑っているわけではありません。ですが、ほかにいい策が思い浮かばないのも事実です。悪く思わないで下さい」

「……どちらにせよ俺に断る権利はないんだ。しょうがない。それで、期限はどうする」

「もちろん彼女が見つかるまで、と言いたいところですが、優秀な人材をいつまでも拘束しているわけにはいかないでしょう。そうですね……期間は一年、報酬は一千万ゴルドでいかがでしょう」

「いやいやありえねえ。そいつはちっと長すぎるんじゃねえか？」

　ここで今までずっと黙っていたエンゾが初めて口を開いた。

「こいつはこう見えて腕利きの冒険者でね。それを個人的な依頼で一年も独占されるのは、ギルドとしても困るんじゃが」

「ふむ、これでもかなり譲歩しているつもりなのですが……。こう考えてはいかがでしょう。彼女が見つかれば依頼は終了です。長くなるか短くなるかはアイザックの力量次第ということで」

「エンゾ、大丈夫だ。ようはすぐに終わらせればいいだけの話だ。俺としても長引かせるつもりはない」

「むう、じゃがのう……」

　渋るエンゾに首を振り、俺はニックに向き直った。

「その女を見つけたらどうすればいい？　拘束して連行するのか？　それともお姫様並みの待遇でお連れすればいいのか？」

「彼女は私にとって大切な存在です。くれぐれも粗相のないよう、丁重に接してください」

　さっきまでの胡散臭い笑顔とは違い、ニックは真剣な面持ちで俺を見据える。口ぶりからして、よほど大事な女なんだろう。

「了解だ」

　ふと、部屋にいるセリの顔が浮かぶ。さて、モルデンを離れることを、あいつにはどう説明するかな。

　そんなことを考えていると、ニックが思い出したように手を打った。

「そういえば大事なことをお伝えするのを忘れていました。彼女の名はマナ。マナ・セリザワです。まあ、その名前を使っている可能性は低いかもしれませんが」

「マナ、か。了解だ。契約に関する取り決めはエンゾに聞いてくれ。正式な指名依頼書ができたらサインしに来る」

「お待ちください」

　そのままソファから立ち上がり部屋を出ようとしたところで、ニックが引き留めた。

「アイザック、この依頼は私にとって極めて重要です。どんな些細な情報でも、わかり次第連絡してください。そのために必要な費用は惜しみません」

「安心しろ。引き受けたからには最善を尽くす」

「くれぐれも頼みます」

　差し出された手を握り返し、俺はニックに背を向ける。

　──この時ニックからもっと詳しい情報を聞き出さなかったことを、俺はのちのち激しく後悔することになる。









第七話　遠い存在











「……ん……」

「……おはよう、セリ。よく眠っていたな」

「う……おはよう……んん？」

　重い瞼を開けた目に飛び込んだのは、澄んだ泉のような蒼色。中心に向かって緑や金色が散る神秘的な色彩に、思わず見入ってしまう。

　でもそれが至近距離で覗き込んでいるアイザックの瞳で、しかも全裸だと気が付いた瞬間、私は速攻でシーツに潜りこんだ。

「昨日はだいぶ無理させたからな。どこか痛む所はないか？」

「ど、どこかって、あの、その」

「酒は飲み慣れていないんだろう？　頭が痛むとか、気分が悪いとかはないか？」

「あ、そ、そっちね。ええと、それは大丈夫」

「そうか、ならよかった」

　頭からシーツを被ったまま返事をする私に苦笑いしたアイザックは、ベッドから起き上がると何事もなかったように服を着始めた。

　細身の黒革のパンツの上に深い緋色のシャツを羽織ったアイザックは、慣れた様子で腰のベルトにナイフを装着していく。ふとした拍子にシャツの隙間から逞しい胸板が見えるのが、妙にドキドキしてしまう。

　シーツの間からこっそり見ていたら、私の視線に気が付いたのかアイザックがこちらを振り向いてニヤリと笑った。

「なんだ？　真っ赤な顔して、俺に惚れ直したか」

「ち、違うし！　そんなわけないし！」

「はは、残念だな。ところで今日の予定はなにかあるか？　セリさえよければ今日は俺と出かけないか。たまにはデートでもしよう」

「え？　デート？　デートって、あのデート!?」

　驚いて聞き返したのが面白かったのか、アイザックが吹き出した。

「ハハッ、どのデートかわからないが、きっとそのデートだ。俺はギルドに行くから、昼にカトレアの店で待ち合わせて、それからどこかに行こう」

「行く！　絶対行きたい！」

「よし、決まりだな」




「じゃあここで別れよう。終わったらカトレアの店で待っててくれ」

「うん、わかった。またあとでね」

　ギルドの入り口でアイザックと別れた私は、ご機嫌で依頼ボードに向かった。

　昼間の時間のギルドは活気に満ちていて、依頼ボードの前も人だかりができている。

「あ、これ、初めて見る依頼だ。これも、これも。……そっか、冒険者ギルドに来るのって久しぶりだもんね」

　マンマダンゴ蟲に襲われた日から数えて、もう一週間近く経っている。こんなに長い間ギルドに来なかったのは、この世界に来てから初めてだ。

　思い起こせばすごく濃い一週間だった。

　怪我をしたのもそうだけど、誰かと一緒に食事をするのも、買い物をするのも、異世界に来てから初めてのことだった。

　そしてもちろん──誰かと同じベッドで眠るのも。

「……これからどうしようかな」

　いつもの習慣で薬草採集の依頼票に伸ばしかけていた手を止める。

　本当はちゃんとわかってる。

　ここに私が探している情報はない。

　私みたいな異世界から来た人間がほかにいないか調べたいなら、せめてもっと大きな街に行くべきだって。

　そして、そのためのお金も、私はもう持っている。

　今までずるずるこの街に滞在していたのは、私に一歩を踏み出す勇気がなかったから。

　馬車に乗って誰も知り合いのいない街へ行くことが、すごく不安だったからだ。

　だけど……、もし、もしもの話だけど、アイザックが私と一緒に中央に行ってくれたら。

　ううん、贅沢は言わない。隣町でもいいから一緒に行ってくれるなら……。

「ねえ、ちょっといい？」

「はい？」

　不意にかけられた声に振り向くと、そこにいたのは初めて見る女の子達だった。

　高級そうな冒険者の装備を纏った二人は、年齢は同じくらいか、もしかしたら年下かもしれない。大きな三角の耳からすると猫の獣人なのか、人目を引く華やかな容姿をしている。

「アンタ、昨日アイザックと一緒にいた子でしょ？」

「太った兎亭で食事してた子だよね？」

「はあ、そうですけど」

　二人は不躾ともとれる視線で、私をジロジロ眺め回した。

「見たところ冒険者みたいだけど、新人？　男みたいななりしてるけど、どこの田舎から出てきたの？」

「ねえねえ、ランクは？」

「……Ｅですけど」

　矢継ぎ早やに聞かれて戸惑いながらそう告げると、二人はあからさまな嘲笑を浮かべた。

「ふーん、Ｅねえ……。Ｅランクの分際でＡランクの冒険者に取り入るだなんて、アンタずいぶん図々しいんだね」

「ほら、アイザックって昔から面倒見がいいじゃん。こんなみすぼらしい子に頼られて、可哀想で断りきれなかったんじゃない？」

「ははっ、たしかに。この子、どうみても弱そうだしね」

「私になんのご用ですか？」

　……なんなのこの人達。なんで初対面でこんなこと言われないといけないの？

　さすがにカチンときて聞き返すと、背が高いほうの女の子はわざとらしく溜息をついた。

「アンタさ、アイザックとギルドにいるってことは、一緒に依頼を受けるつもりなんだろう？　高ランクの冒険者に寄生するなんて、みっともない真似はやめるんだね」

「寄生？」

「そんなことも知らないの？　高ランクの冒険者にすり寄って甘い汁を吸おうとする、あなたみたいな奴のことだよ」

「そうそう、実力もないのに自分より高いランクの冒険者と組んで、そのおこぼれでランクアップしようっていう、アンタのような卑しい人間のことさ」

　あまりの言いように言葉も出ない私をどう思ったのか、二人は得意げに自分達のことを喋り始めた。

　Ｂランクの冒険者だという二人はガストン率いるパーティ『牙と爪』のメンバーで、アイザックとは一緒にダンジョンに潜った仲だそうだ。

　二人の話に、私は太った兎亭での出来事を思い出した。そういえばあの時、ガストンの後ろに彼女達がいた気がする。

　二人はダンジョンでいかにアイザックが活躍したか、そして自分達牙と爪がいかに貢献したかを、得意げに語った。

「ダンジョンから出たら、アイザックは自分の拠点に戻るって言ってたんだ。だからうちらのパーティも一緒に中央へ行こうって、そう話してたのに、こんな田舎町に引き留められてさ。しかもせっかくの指名依頼を断ったのだって、アンタのせいだろう？　どれだけアイザックに迷惑かけてるか、自覚はあんのか？」

「アイザックの拠点？　中央に戻るって、それってどういうことですか？」

　思わず聞き返した私を見て、二人は声を上げて笑った。

「あはははっ、やだあ、アイザックから拠点がどこかすら聞いてないの？　あなたよっぽど信用されてないんだね。そもそもさ、アイザックには長年付き合ってる恋人がいるんだから、あんまりつけあがらないほうがいいよ？」

「モルデンじゃ有名な話さ。昔一緒にパーティを組んでた相手で、カトレアさんって言うんだ。アンタとは比べものにならないくらい綺麗な人だよ。彼女が引退して以来、アイザックは誰ともパーティを組まなくなったんだ。よほど大切な人なんだろうよ」

　馬鹿にしたように鼻で笑う二人になにも言い返せなくて、私は口を噤む。

　指摘されるまでもなく、私はアイザックのことをほとんどなにも知らない。

　私が知っているのはアイザックがＡランク冒険者だってこと、ただそれだけ。その情報すら本人の口からではなく、ギルドでサリーナに教えてもらったことだ。

　カトレアのことだって、私は単に「知り合い」としか聞いてない。

「そうそう、アイザックがカトレアさんにイシスの涙を贈ったって噂だよね！」

「じゃあいよいよ二人は所帯を持つのか。それはめでたいな」

「あの、イシスの涙って……？」

　急に飛び込んできた聞き慣れない言葉に思わず質問すると、背の高いほうの女の子は呆れたように肩を竦めた。

「アンタさあ、常識を知らないにもほどがあるんじゃないか？　イシスの涙といったら、家が買えるくらい貴重で高価だって有名じゃないか」

「それを何日か前にアイザックがカトレアさんに贈ったって噂になってるんだよ。ついに求婚したんじゃないかって、みんなで話してたの」

　家が買えるくらい高価なものってなんだろう。プロポーズに贈ったっていうなら、指輪か宝石かなにかかな。そういえば、アイザックとお店に行った時、大事な話があるって言ってた。もしかして、あの時に……？

「ふん、とにかく、アイザックにはちゃんと本命がいるんだ。勘違いしてつけあがるんじゃないよ」

「ほんとほんと。どう考えたってあなたじゃアイザックに釣り合わないしー！」

　言うだけ言って満足したのか、二人はくるりと背を向ける。ギルドの人混みに紛れていく二人の背中を見つめながら、私は小さく息をついた。

　……生活感の感じられない、アイザックの部屋。デュークの店での、二人のやりとり。

　今までなんとなく気になってた違和感が、彼女たちの言葉ですとんと腑に落ちる。まるで、迷子になってたジグソーパズルの最後のピースが嵌まったみたい。

「……そっか、そうだったんだ。あーあ、私って馬鹿だな……」

　ポツリと呟いた言葉は、ギルドの喧騒に吞まれてあっという間に消えていった。




　黄昏色に染まる大通りを、市場に向かってとぼとぼ歩く。

　この時間は市場で買い物を済ませて家に帰る人が多いのか、人波を逆行するように歩く私の足は重い。

「はあ……行きたくないな……」

　さっきのギルドでのやりとりが、頭の中をグルグル回っている。

『アイザックとカトレアさんは付き合ってるんだ。アンタの出る幕はないよ』

『いよいよ二人は所帯を持つのか。それはめでたいな』

　もしかして、私はカトレアに会う口実にされたんだろうか。それとも、嫉妬させるためのあて馬だったりする？

　そんなことを考えながらデュークの店に着いたのは、黄昏が薄闇に変わる頃だった。

　窓からそっと中を窺うと、店内ではアイザックとカトレアが親しげに話しているのが見える。

　今日のカトレアは、チャイナドレスのような身体のラインが出る鮮やかなグリーンのドレスだ。女性にしては長身の見事なプロポーションが引き立ち、女の私から見ても溜息が出るほど綺麗だ。

　そして──二人は誰が見てもお似合いの、美男美女カップルだ。

　いたたまれなくて目を逸らした拍子に、窓ガラスに反射した自分の姿が目に入る。

　日に焼けた肌に、毛先が傷んでパサパサになった髪。しかも着ているのは男の子用の古着だ。

　……嫌だな。今、あの二人には会いたくない。

　私は後ずさりして、くるりと窓ガラスに背を向けた。




「……これからどうしようかな」

　当てもなく市場を彷徨いながら考えるのは、これからのことだ。

　二人が付き合っているとわかった以上、このままアイザックの部屋にはいられない。

　幸い掃除はほとんど終わってる。アイザックが了承すれば、すぐにでもお役御免になるだろう。

「元の宿に空き部屋があるといいんだけど。それからギルドで依頼を探して……あれ？　ここどこだろう」

　市場の中をぼんやり歩いていた私は、見慣れない風景に足を止めた。

　街灯がともる薄闇に包まれた街は、まるで初めて来る場所みたいによそよそしい。見知った建物を探そうと、辺りを見回した。

「もしかして市場の反対側に出ちゃったのかな。とりあえずわかる道に……いたっ」

　一歩踏み出そうとして、足にズキンと刺すような痛みを感じて私は顔を顰めた。

　不思議に思って足を見ると、かかとにうっすら血が滲んでいる。がむしゃらに歩いていたせいで、靴擦れしたのかもしれない。

　私は近くの壁に背中をつけて寄りかかりながら、大きく溜息をついた。

「……あーあ、なにやってるんだろう」

　ジワリと込み上げるものを感じ、そのままずるずる地面に座りこむ。膝を抱えて顔を伏せると、目尻から溢れた涙が顔を覆った手の隙間からポロポロ下に落ちていった。

　すっかり彼女になった気でいた。しかもアイザックと一緒に中央に行きたいとか、ほんと調子にのってた。

　冒険者としては駆け出しで、しかも異世界からきた私は、さぞチョロい女だったに違いない。

　私とカトレアのどちらが本命かなんて、火を見るより明らかだ。

　でも、遊ばれていたことより、私が浮気相手だったという事実のほうがなにより辛い。

　涙が流れるままぎゅっと膝を抱えていると、ジャリッと地面を踏む音が聞こえた。

「セリ、ここにいたのか」

「……え？」

　はっと顔を上げると間近から覗き込むアイザックと目が合って、私は慌てて目元を手で拭った。

「どうした、迷子にでもなったのか？」

　アイザックはホッとしたように笑って私の頭を撫でた。

「いつまで経っても店に来ないから探してたんだ。見つかってよかった」

「……ごめんなさい。その、ちょっと疲れたからここで休んでたの。あの、私のことは気にしなくていいから。カトレアの所に行ってあげてよ」

「……はあ？」

「私、二人が付き合ってるって知らなくて。今まで邪魔してごめんなさい。今日から自分の部屋に戻るね」

「……チッ、面倒だな」

　アイザックは不機嫌そうに舌打ちすると、私を荷物のように抱え上げた。

「ちょ、ちょっと、下ろしてよ！」

「それは却下だ。だいたいお前、怪我してるだろう」

「怪我って、これはちょっと靴擦れしただけだから、大丈夫だよ」

「こんな路地裏で蹲って泣いていたのにか？」

「あ、あれは休憩してただけで……とにかく大丈夫だから、下ろしてってば！」

「危ないから暴れるな」

「アイザック！」

　やめて、と大声を出そうとした私は、その時初めてアイザックの額に光る汗に気が付いた。

　そういえばカトレアのお店に立ち寄った時はまだ宵の口だったのに、辺りはすっかり暗くなっている。

　いったいいつからアイザックは私を探していたんだろう。こんなに汗をかくまで……。

　そのことに思い至った私は、急に自分が恥ずかしくなった。

　なにをしてるんだろう、私。アイザックとカトレアに嫉妬した挙げ句、迷子になるとか、これじゃあ本当に子供みたいだ。

「……あのね、もう逃げないから下ろして」

「落ち着いたか？」

　こちらをじっと見つめる瞳は、穏やかに凪いだ海のよう。でも、私を抱える腕はいつもより強い力で締め付ける。それは絶対放さないぞという、アイザックの意思表示にも思える。

「うん。あの、さっきはごめんなさい。私、子供みたいだったよね。……怒ってる？」

「ああ？　そんなの怒ってるに決まってるだろう」

　静かな声だけど、だからこそ含まれる冷たい怒気に身体が竦みそうになる。私はゴクリと唾を呑み、それからまっすぐアイザックを見つめた。

「私、アイザックとちゃんと話したい。聞いてほしいことがあるの」

「……わかった。俺の部屋に行こう。しっかり掴まってろ」

「うん」

　私が頷くと、アイザックは大股で歩き始めた。




　部屋に戻ったアイザックは私をソファに座らせ、履いている靴を慎重に脱がした。

「痛かったら言えよ」

「うん。でも、これくらい自分でやるから」

「じっとしてるんだ」

　こちらの世界に来た時に履いていたスニーカーはもうボロボロで、自分でも限界が近いことは気が付いていた。恐らくだけど、無意識のうちに靴を庇いながら歩いていたんだろう。擦れた踝は赤く腫れ、かかとはうっすら血が滲んでいるのが靴下の上からでもわかる。

　実際に傷を見てしまうとますます痛くなってくる気がして、私はぎゅっと手に力を入れた。

「一度傷を洗ったほうがいいな」

　顔を顰めたアイザックは立ち上がり、しばらくするとお湯を張った桶を持って戻ってきた。そしてソファの前に座り込み、そっと私の足をお湯に浸けた。

「湯がしみるかもしれないが、我慢してくれ」

「うん、大丈夫」

　私の足を見つめるアイザックの顔は、真剣そのものだ。それは慎重に、お湯の中で靴下を脱がしていく。

　血で張り付いていた靴下が全部脱げると、痛みに強ばっていた身体から力が抜けた。

「これは……痛そうだな」

　じっと見つめるアイザックにつられて自分の足に視線を移す。踝とかかと以外に、小指の脇もすっかり皮がめくれて赤くなっていた。

「これはポーションよりイシスの涙のほうがいいかもしれないな。ちょっと待っててくれ」

「え？　イシスの涙……？」

　寝室へ行ったアイザックが持ってきたのは、例のピンク色の液体が入った瓶だった。

　アイザックは険しい表情のまま私の前に屈み、慎重に瓶の中身を足に垂らす。傷口にピンクの液体がかかった瞬間、刺すような刺激にビクンと身体が竦んだ。

「んっ……」

「痛いか？」

「う、ううん、大丈夫。……あの、ちょっと教えてほしいんだけど、もしかしてイシスの涙ってこれのこと？」

「ああ、そうだぞ」

　アイザックはごくありきたりな物のように、小瓶を振ってみせた。

「前に説明しなかったか？　中央のご婦人方に流行っている化粧品のような物だと。なんでも相当な数のハイポーションを使って作られているそうだから、効果は確かなんだろうよ。貴族の女性はこれを毎日顔に塗ると言うんだから、綺麗になりたいと考える女の欲望は男の俺には想像も……って、おい、どうした？」

　だって、イシスの涙はすごく貴重で、家が買えるほど高価だって聞いた。だからそれを求婚の贈り物にしたんじゃないかとも。

　でも、目の前にあるこの液体がイシスの涙だと言うなら、そもそもあの二人の話は前提から違っていたということで、つまり、私が一人で勘違いしてたってことで……。

　ポカンと口を開けたまま固まってしまった私を見て、アイザックが目を丸くした。

「どうした？　そんなに痛むならもうやめておくか？」

「う、ううん、大丈夫」

　心配そうに見つめる瞳に、咄嗟になんでもないって誤魔化そうとした私は、アイザックの真剣な瞳を見てはっと口を噤んだ。

　アイザックは出会った時からいつも私をこんなふうに見つめていた。

　怪我をした時の、心配そうな瞳。

　子供みたいだと笑った時の、優しげな瞳。

　ニヤリと笑った時の、悪戯っ子みたいな意地悪な瞳。

　ベッドで私を覗き込む、情欲を灯した瞳。

　どの瞳も逸らすことなく、いつも怖いくらいに真っ直ぐだった。

　だから──私もいつまでも自分の気持ちを誤魔化してないで、きちんと向き合うべきじゃないだろうか。

「……あのね、アイザックには、昔からずっと好きな人がいるって聞いたの」

「はあ？」

　ぎゅっと拳を握り唐突に話し始めた私を、アイザックは怪訝そうに眉根を寄せた。

「アイザックが誰ともパーティを組まないのはその人が好きだからで、モルデンに来るのはその人に会うためだって、それで、その相手はカトレアだって、そう聞いたの。二人は結婚するんだとも」

「お前はそれを信じたのか。店に来なかったのはそのせいか」

「……うん。二人の邪魔をしちゃいけないと思って」

　アイザックはガシガシと頭を掻きなから、私の隣に腰を下ろした。

「言いたいことは色々はあるが、これだけははっきりさせておく。俺とカトレアは昔馴染みなだけだ。互いに恋愛感情はない。そもそも俺は付き合っている相手がいるのに、他の女に手を出すような男じゃないぞ」

「それは……疑ってごめんなさい」

「俺が怒ってるのは一人で夜の街を歩き回ったことだ。若い女が一人で市場を出歩くのはとても危険なんだ。それに、あんな時間まで店に来なかったら、俺とカトレアが心配するのは予想できただろう？」

「……ごめんなさい」

　私が素直に謝ると、大きな手でポンと頭を撫でた。

「まあいい。俺にも非はあるしな。さっきセリが言ったことは半分正解だ。俺がよくモルデンに来るのは、カトレアの様子を見るためだ。そして俺が誰とも組まないのも、カトレアに関係している。ただ、理由はセリが考えているような色っぽいものではないがな」

「理由って……？」

　無言で抱き寄せられて顔を見上げると、アイザックの目はどこか遠くを見つめていた。

「セリにはきちんと俺のことを話しておくべきだな。……俺の正式な名前はアイザック・モルド。モルド侯爵家の三男だ」

　それから教えてくれたのは、私の知らないアイザックの過去だった。

　生家であるモルド侯爵家は古くから続く家柄で、アイザックは幼い頃から貴族として厳しく育てられたらしい。そんな窮屈な暮らしが嫌で家を出て冒険者になったのは、まだ十代の時だったそうだ。

　だが、食事の心配すらしたことのない貴族の子供が世間の荒波に揉まれるのに、そう時間はかからなかった。

「小さい頃から腕っ節には自信があった。だから冒険者なんて簡単になれる。この窮屈な家から出ればすべて上手くいくと、そう信じて疑わなかったんだ。今から思うとただの世間知らずの我が儘なガキだったんだよな。あっという間に一文無しになって、尻の毛まで抜かれそうになったよ。そんな俺に色々教えてくれたのが、デュークだったんだ」

　デュークは、ギルドの依頼でたまたまパーティーを組んだ相手だったそうだ。

　大らかな性格のデュークは、アイザックの出自を気にすることなく対等な相手として扱い、庶民の暮らしや冒険者の心得を一から教えてくれたそうだ。そしてすっかり意気投合した二人は、それから行動を共にするようになる。

　狭い部屋で干し肉を齧り、一本のポーションを分け合い、ギルドの昇級審査も一緒に受けた二人は、気が付いた時にはＡランク冒険者になっていたそうだ。

「転機が訪れたのはデュークがカトレアに出会った時だ。カトレアも当時はちょっと有名な冒険者でな。一緒に依頼を受けた時に一目惚れしたらしい。酒場でそう惚気るデュークは本当に幸せそうだったよ」

　無事カトレアと結ばれたデュークは、結婚を機に冒険者から引退することを決意する。けれど結婚資金を貯めるといって受けた討伐依頼の最中に事故に遭い、帰らぬ人となってしまう──。

　アイザックはそこで息をつき、私の頭に顎を乗せた。

「いつかは自分の店を持つのが夢だと俺に話してたんだ。それなのに呆気なく死んじまいやがって。まったくしょうがない奴だよ」

「アイザック……」

「デュークが死んだあと、カトレアはあいつの夢は自分が叶えるんだと、かなり無茶してあの店を開いたんだ。だからつい気になってな。モルデンに来るたびに顔を出してたってわけだ」

「そうだったんだ」

「ククッ、カトレアにも怒られたよ。気を使って客を紹介しなくてもいい。余計なお世話だとさ。……なあ、セリ」

　唐突に、ふっと熱い息が耳にかかる。驚いてぎゅっと身体を竦めると、絡め取るように太い腕が私の身体を抱き寄せた。

「お前、俺とカトレアに嫉妬したのか？」

「そ、それは、その」

「セリが店に来なかったのは、俺とカトレアの仲を疑ったからだろう？　少しは期待してもいいのか？」

　私はしばらく迷ってから、小さく頷いた。

「……あのね、すごく、楽しそうだったの」

「うん？」

「カトレアと話してる時のアイザックは、すごく楽しそうだった。お互い信頼してるんだろうなって、私よりずっと長い付き合いなんだろうなって、すぐわかったの。そんな時に、アイザックはカトレアが好きなんだって聞いて……」

　それだけじゃない。アイザックの拠点が中央だって、私だけがそれを知らなかったのも、すごくショックだった。

　私は意を決してアイザックの顔を見上げた。

「……アイザック。私ね、いつか中央に行こうと思ってたの」

「中央？」

「うん。そのためのお金もずっと貯めてたんだ。アイザックの拠点は中央なんでしょう？　もしアイザックが中央に戻るなら、私も一緒に連れて行ってもらえないかな。もちろん自分の旅費は自分で払うし、足手まといにならないよう頑張るから」

　アイザックの瞳が一瞬戸惑ったように揺れる。私はそれを見逃さなかった。

「あの……だめだった？」

「いや、それなんだが……参ったな。実は急に指名依頼を受けることになったんだ」

「指名依頼って、食堂でガストンが言ってたやつ？」

　気まずそうに頭を掻くアイザックに、私は首を傾げる。

　そういえば、さっきの女の子達も言っていたっけ。あれを結局受けることにしたんだろうか。でも、それのなにが問題なんだろう。

「そう、それだ。それでだな、俺は依頼であと一週間もしたらモルデンを離れる」

「そっか、大変だね。次に行く所は決まってるの？」

「は？　それだけか？」

「え？　それだけって？」

　私とアイザックは互いに顔を見合わせた。

「いや、もっとこう……俺と会えなくなるのが寂しいとか、離れたくないとか、そういう感想はないのか？」

「えっ？　アイザックと会えなくなるの？　別の街って、そんなに遠い所なの？」

「いや、まずはモルデンの隣にあるカルコムに行こうと思っているが」

「カルコムだったら中央へ行く途中にある町だよね。じゃあ、そこまでは一緒に行けるってこと？」

「……そうか。たしかに依頼を一人でやれとは言われてないな。どうせ行き先は一緒だ。俺が上手くやれば……」

　急に真剣な顔になってブツブツとなにかを呟いていたアイザックは、唐突に立ち上がると私を抱き上げた。

「わあっ！　ど、どうしたの？」

「ハハハッ！　セリ、俺と一緒にモルデンを出よう。中央に行くぞ！」

「ちょ、ちょっと危ないよ！　待って、ちゃんと私にもわかるように説明してよ！」

「ああ、もちろんだ」

　規約違反になるから詳しくは言えないがと前置きしてアイザックが教えてくれたのは、今回受けることになった指名依頼についてだった。

　依頼はなんと人探し。対象はまだ若い女性で、期間は一年。アイザックはその人を探して、主要な街のギルドを経由しながら中央に向かうらしい。

「それは……すごいね。アイザックみたいなＡランク冒険者に頼んで探してもらう相手って、いったいどんな人なんだろう。凶悪犯とか、極悪人とか？」

「さあな。恋人か、もしくは敵かたきか。どちらにせよかなりの金を使うんだ。よほど固執している相手だろうな」

「なにそれこわっ！」

「とにかくだな、今回言われているのは、期限内に対象を依頼者の元へ連れていくことだけだ。同行者については特に言われてない。つまり、俺が同行者が必要だと言えば認められるだろう」

「っていうことは、つまり……？」

　アイザックはニヤリと唇を持ち上げた。

「セリさえよければ、俺と組んで一緒に中央に行かないか？　一年がかりの依頼になるかもしれないが、二人でいればきっと楽しいぞ」

「それってでも……私でいいの？」

「もちろんだ。俺はセリがいいんだ」

「嬉しい！　もちろん喜んで！」

「ハハ、いい返事だ」

　嬉しくなってぎゅっと首に抱きつくと、アイザックも嬉しそうに笑う。私達はどちらからともなくキスを交わした。









第八話　思わぬ出会い











　翌日の早朝、私とアイザックは中央へ行く準備のためにギルドを訪れた。

「あとは俺が依頼書へサインさえすれば手続きが終わるはずだ。セリはここで待っていてくれ。フラフラして迷子になるんじゃないぞ」

「もう、わかってるってば！」

　笑いながら階段を上っていくアイザックを見送り、私はいつもの依頼ボードへと向かう。

　この世界に来て以来、毎日のように通い詰めていた冒険者ギルド。大きな剣や弓を背負った冒険者がいる光景に、いつの間にかにすっかり馴染んでいる自分がいる。

「しばらくはこの光景も見られないのかな」

　突然決まった中央行き。もちろん私に異論はない。魔物が跳梁跋扈する世界で不謹慎かもしれないけど、まるで旅行に行く前みたいにワクワクしてる自分がいる。

　まず最初に目指すのは隣街のカラコムだ。馬車で丸二日かかる。途中は野営場所でのテント泊になるそうなので、今日はこれから自分のテントを買いに行く予定だ。

「そうだ、せっかくだからサリーナに挨拶しておこうかな。次はいつ会えるかわからないし。……あれ？」

　カウンターに向かおうとしたところで、私は視界の端に映るひときわ目立つ鮮やかな紫色に気が付いた。

　視線を移すと、紫色のローブを纏った若い男の人が、困ったように辺りを見回している。冒険者ギルドに似合わないきちんとした服装からして、ここを初めて利用する人かも知れない。

　……一年くらい前の私も、あんなふうだったのかな。

　なんだか人ごととは思えない。私は近寄って男性に声をかけた。

「あの、なにかお困りですか？」

「ああ、これは失礼。冒険者ギルドには不慣れなもので、ついうろうろしてしまいました」

　私の声に振り返った男性は、年齢は二十代後半くらいだろうか。サラサラの長い銀髪を後ろで一つに結んだ、ものすごく顔だちが綺麗な人だ。どことなくオリエンタルな雰囲気がある。

「ここはとても賑やかですね。ギルドとはいつもこんなに活気があるのでしょうか。それともこんなに賑やかなのは、このモルデンだけなのかな」

　朝一番のギルドは、少しでもいい依頼を得ようとする人達で賑やかだ。男性は物珍しげにキョロキョロとギルドの中を見回している。

「朝はいつもこんな感じですね。でも、中央の冒険者ギルドはもっと大きくて賑わっているそうですよ。建物もここよりずっと立派だって聞きました」

「そうですか。私は中央から来たんですが、それは知らなかったな」

「モルデンには依頼をしに来たんですか？」

「ええ、そうです。ですが冒険者ギルドは初めてなので勝手がわからなくて。つい自分で依頼書を貼るなんて見栄を張ってしまったのですが、どうすればいいのか実は困っていたんです」

　笑いながら肩を竦める男性は、まるで学者か先生みたいな雰囲気だ。今まで冒険者ギルドには縁がなかったに違いない。私は男性が持つ紙にチラリと視線を走らせた。

「あの、それって依頼書ですよね？　よかったら私が貼りましょうか」

「本当ですか？　それは助かります」

「依頼書って自由に貼ってあるように見えるんですけど、実は内容によって貼る高さが違うんです。ちょっとコツがあるんですよ」

　あっという間に剥がされていく依頼があるのとは逆に、どういうわけかずっと同じ場所に居座り続ける依頼もある。そうなると上から別の依頼書を貼られたり、ピンで穴だらけにされたりしてしまうので、少しでも目立つためには貼る場所を吟味することも大切なのだ。

「ほう、それは興味深いですね」

「たとえば男性向けの依頼は高い場所に貼ってあるし、逆に女性や子供でもできる依頼は手の届きやすい低い場所に貼ってあるんです」

　そんなことを説明しながら、私は手にした依頼書を広げた。

「ええと、依頼内容は文献翻訳。資格は二十歳以上の女性、期間は応相談で、報酬は十万ゴルド……え？　十万ゴルド!?　すごい！　こんな好条件の依頼、応募者が殺到してあっという間に決まりますよ！　いいなあ、私もここにいたらきっと応募して……あの、どうかしましたか？」

　破格の内容に興奮する私を、男性は驚いたように口を開けたまま凝視している。はしゃぎすぎたかと反省していると、男性はいきなり私の肩を掴んだ。

「まさかこの依頼書が読めるんですか？」

「え？　ええと、それはもちろん、文字くらい読めますけど」

「いえ、そういう意味ではなく……待ってください、その黒髪に黒い瞳。もしかしてあなたは……」

　口の中でブツブツとなにかを呟きながらじっと見つめられて、思わず後ずさりする。そんな私の様子を見た男性は慌てて手を放そうとして、なにかに気が付いたように険しい表情で後ろを振り返った。

「お嬢さんは私の背中に隠れていてください」

「え？」

「おい、ここでなにをしている」

　気が付けば、あれだけ騒々しかったギルドがいつの間にかに静まりかえっている。

　皆が固唾を吞んで見つめる視線の先にいたのは大剣を背負い、鋭い目つきでこちらを睨む男──アイザックだった。

「ギルドでなにをしているとは愚問ですね。あなたこそ依頼主である私に殺気を向けるとは、どういうつもりでしょう」

「依頼主だろうが宮廷魔道士だろうが関係ない。そいつから手を放せ」

　アイザックの右手は腰にかかり、すぐにでもナイフが抜ける態勢だ。対する男性は臆すことなく、それどころか一歩も引かない構えでアイザックに相対する。

　……っていうか、これはいったいどういう状況!?　依頼主ってことは、二人は知り合いなの？

「セリ、無事か？　こっちに来い」

「う、うん、でも」

　男性から目を離さず、アイザックが私に手招きする。その途端、男性は満面の笑みでこちらを振り返った。

「セリ？　では、やはりあなたはセリザワさんですね？」

「……え？」

　この人、どうして私の名前を知っているの？

　この世界に来てからは、ずっと「セリ・ザワ」と名乗っている。だから本当の名前が「芹沢」だって知ってる人はいないはずだ。

　なのに、どうしてこの人は私の名前を知ってるの……？

　不審に思ったのが態度に出てしまったのか、男性は私の顔を見て笑みを浮かべた。

「これは失礼しました。改めて自己紹介させてください。私は宮廷魔道士長のニックと申します」

「宮廷魔道士長？」

「はい。先ほども話したとおり普段は中央にいますが、今日はそちらにいる彼に用事があってここモルデンの冒険者ギルドに来ていました」

「アイザックに用事って、もしかして指名依頼の……？」

「ええそうです。指名依頼を出したのは私です。できればこれ以上は場所を変えてお話ししましょう。セリザワさん、よければあちらに行きませんか」

　さりげなくエスコートしようとするニックさんの手を、いつの間にかに側に来ていたアイザックがはたき落とした。

「おいお前、どさくさに紛れてなにをしてやがる。セリに触るな」

「あなたこそ図々しいですね。彼女から離れてください」

「なんだと!?」

「おーい、お前ら、ギルドのど真ん中でいったいなにしてんだ？」

　その時、緊迫した空気を無視するような呑気な声が聞こえた。買い取りカウンターの奥から現れたのは、私をギルドに案内してくれたあのおじいちゃんだった。

「まったく、ギルド内での暴力行為は御法度だと、アイザック、お前さんなら知っとるじゃろう。それにニックさんよ、あんたみたいな偉い魔法使いがらしくねえんじゃないか？　そこのお嬢ちゃんだって困ってるじゃねえか」

　おじいちゃんの言葉にハッと我に返ったように私を見た二人は、慌てた様子で構えをといた。

「これはその……セリ、怖がらせて悪かったな」

「セリザワさん、無粋なところをお見せして申し訳ありませんでした」

「え？　えっと、あの……？」

　殊勝な様子で私に謝る二人を見て、おじいちゃんはやれやれといったように大きく溜息をついた。




　おじいちゃん、じゃなくてモルデン冒険者ギルドのマスター、エンゾさんの取りなしでギルドの応接室に移動した私達は、真ん中のテーブルを挟み、向かい合わせで座った。

「改めて自己紹介させてください。私は宮廷魔道士長を務めるニックと申します。セリザワさん、先ほどは申し訳ありませんでした」

　そう言って、ニックさんは私に向かって深々と頭を下げた。

「ずっと探している人が見つかったんです。しかもこんなに可愛いお嬢さんだ。嬉しくてつい興奮してしまいました」

「……チッ、よく言うぜ。食えねえ野郎だ」

　隣に座るアイザックが忌々しげに舌打ちするのを無視して、私はさっきからすごく気になってることを尋ねた。

「まず最初に教えてください。ニックさんはどうして私の名前をご存じなんですか？」

「それを説明するには、これを見てほしいのです。これはあなたの持ち物で間違いないですね？」

「それは……！」

　ニックさんが懐から取り出したのは、見覚えのあるシルバーのネックレスだった。

　十九歳の誕生日にシルバーのアクセサリーを贈られた女の子は、幸せになれる。

　そんなジンクスがあると知って仲のいい友人達とお揃いでネックレスを作ったのは、高校を卒業する時だった。十九歳には一足早いけど、せっかくだからと卒業記念品にしたのだ。

　三×二センチの長方形のシルバープレートに、自分の名前と生年月日を入れたドッグタグを模したネックレスは、肌身離さずつけていた大のお気に入りだった。

　だけどここに来て間もない頃、お金に困った私は泣く泣く手放したのだ。

「でも、どうしてこれがここに？」

　まじまじと見つめていると、ニックさんはネックレスをそっと私の掌に載せた。

「これを手に入れたのは半年ほど前になります。私は珍しい品物を収集するのが趣味だと公言しているので、こういった品が手元に集まりやすいのです」

「珍しい？　このネックレスが？」

「……ここからはちょっと込み入った話になります。セリザワさんさえよければ、二人きりで話したほうがいいと思います。どうでしょう」

　困ったように少し眉を下げたニックさんは、チラリと私の隣を見てから視線を戻す。それに気が付いたアイザックは、露骨に顔を顰めた。

「なにをふざけたことを言っている。今日会ったばかりの男と二人きりにするわけないだろう」

「今から話す内容は、彼女にとって、いや、私にとっても極めて個人的、かつ重大な機密に関する事柄です。第三者が同席することが彼女の本意でない場合、たとえＡランク冒険者のあなたであっても排除することはやぶさかではありません」

「ああ？　なんだと？」

「あの！」

　今にも喧嘩を始めそうな二人の様子に、私は慌てて声をかけた。

「アイザックも一緒でいいですか？　一人だと不安なので」

「セリザワさんが望むなら、もちろん構いません」

　にこやかに首肯したニックさんを見て、立ち上がって掴みかからんばかりだったアイザックもソファに深く座り直した。

「さて、なにからどう話せばいいのか……。あまり回りくどいのは得意ではありません。なので、単刀直入に言わせていただきます。私はニックと呼ばれていますが、本当の名前は高たか城ぎ賢けん一いちと言います」

「え？　たかぎさん？　だってニックって」

「ふふ、漢字だと高さの「高」にお城の「城」、そして賢者の「賢」に漢数字の「一」、と書きます。ニックの由来はローマ字のＫＥＮＩＣＨＩからＮＩＣＫを抜き出したものなのです。そしてセリザワマナさん、恐らく私はあなたと同じ日本人です」

　この人、今、日本人って言った……？

　思わず息を呑んだ私は、よほど驚いた顔をしていたのだろう。隣に座るアイザックがそっと私の肩を抱いた。

「私がこの世界に来たのはかなり前になります。仕事帰りだった私は、ふと気が付くとこの奇き妙みょう奇き天て烈れつな世界に迷い込んでいたのです」

　当時、某製薬会社の会社員だった高城さんは、その日いつものように仕事を終え会社を出たところでこの世界へやって来ていたそうだ。

「幸か不幸か、私が現れた場所は王城だったのです。最初は他国の間諜かと疑われて、それは大変な目に遭いました」

　さまざまな紆余曲折ののちに自分に魔力があることがわかった高城さんは、幸運にも宮廷魔道士という職を得る。そして数年経ったある日、偶然訪れた視察先で不思議な石碑を見つけたそうだ。

「それは滅んだとされる王国の遺跡でした。そこに刻まれた文字は、どう見てもアルファベットだったのです。残念ながら風化が進み判別できる状態ではありませんでしたが、それから私は地球の、いや、地球から来た人間の痕跡を探すようになったのです」

　過去に地球から来た人間が存在していた痕跡は、この世界のそこかしこに残されていた。

　ある国には明らかに地球の歴史に似通った功績を残した偉人伝説があり、とある国にはヨーロッパの街の名前が至る所につけられていた。そしてとある遺跡には明らかに自由の女神を模した構造物が……。

　そんな地球から来た誰かが残した跡を見つけるたびに、高城さんはある想いを強くしていくことになる。

「望郷の念とでも言うのか、いえ、同郷のよしみ……でしょうか。とにかく長くここにいると、無性に些細な思い出を共有したくなる時があるのです。ですからもし私と同じように地球から来ている人がいるなら是非会って話したいと、そう願うようになっていました」

「高城さん……」

　高城さんは自嘲するように笑うけど、私はその気持ちを理解できるような気がした。

　だって、ここに来てまだ一年の私ですら、すごく寂しかった。この世界で私だけが違う人間だって、ずっと孤独を感じていた。

　高城さんはこの世界でどれほどの時間を過ごしているんだろう。その間ずっと誰にも自分の秘密を話すことなく、一人で過ごしてきたのだとしたら……。

「ネックレスを手に入れたのは、本当に偶然でした。行きつけの道具屋の女将が、ちょっと珍しい細工物が手に入ったからとわざわざ見せてくれたのです。その時私がどれほど驚いたか、わかりますか？」

　高城さんは優しげに目を細める。私は改めて手の中のネックレスを見つめた。

　シルバープレートに刻印されているのは、私の名前と生年月日だ。ローマ字で書かれた『ＭＡＮＡ ＳＥＲＩＺＡＷＡ』という名前を見て、高城さんはこれが日本人の女性の持ち物だと確信したそうだ。

「そこに書いてあるのはあなたの生年月日でしょう？　私がこちらにやってきた年から計算して、ちょうど二十歳になるかならないかくらいの年齢ではないかと見当をつけました。そんな若いお嬢さんが異世界にきて、なにか辛い目にあってないかと、とても心配だったのです」

　それから高城さんは、ネックレスの入手経路を一つずつ辿った。

　中央の道具屋に来るまで複数の手を介したネックレスは、やがてここ、モルデンに行き着く──。

「本当ならすぐにでも自分で探しに行きたかった。ですが宮廷魔道士だなんて窮屈な仕事に就いていると、自由がないのです。そこで信頼できる冒険者にあなたを探してもらうことにしたのです」

　そこで一区切りすると、高城さんは私をじっと見つめた。

「セリザワマナさん、いやマナさんとお呼びしても？　どういう漢字を書くのでしょう」

「春の七草の芹に難しいほうの澤、下の名前は愛するに菜の花の菜、です」

「なるほど、愛する菜で愛菜、ですか。うん、とてもいい名前ですね」

　嬉しそうに目を細め口の中で私の名前を繰り返していた高城さんは、立ち上がって私の前に来るとしゃがんで目線を合わせた。

「ここは日本とは色々と違うでしょう。今まで大変なこともあったのではないでしょうか。一人でよく頑張りましたね」

「……はい」

　なんてことのない労いの言葉に、目の奥が熱くなる。

　この世界に来て一番最初に躓いたのは、トイレだった。

　魔石とスライム浄化槽を利用したこの世界のトイレは、形こそ似ているものの使い方はまったく違う。魔石に魔力を流して処理するやり方がわからなくて、恥を忍んで宿のおじさんに聞きに行ったのは、今では笑い話だ。

　だけど──そんなことはたくさんあった。

　お金も食べ物も違う。生活習慣だってそう。そんな違いが露見するのが怖くて、誰にも相談できなかった。ずっと息を潜めて暮らしていた。

　だから、その苦労をこうしてわかってくれる人が存在することが、すごく嬉しい。

　……でも、待って。

　じわりと涙が出そうになるのを、ぐっと我慢する。

　私には、聞きたいことがある。ううん、聞かなくちゃならないことがある。

　中央に行って調べようとしていた、私が本当に知りたいことが。

「……あの、高城さん。聞きたいことがあるんです」

「うん。なんでしょう」

「正直に教えてください。……私は日本に帰れますか？」

　恐らく、たぶんだけど、高城さんは、私が聞きたいことをある程度予想していたんじゃないだろうか。その証拠に、真っすぐ私を見つめる吸い込まれそうなほど深い黒い瞳が、これっぽっちも揺らがない。

「……そうですね。下手に遠回しに言ったり、希望を持たせたりしないほうが、愛菜さんにはいいのかもしれませんね」

　高城さんは一旦言葉を句切り、深く息を吸った。

「恐らくですが、私達は二度と元の世界に戻れないでしょう」

　それはなんの感情も含まれない、淡々とした声だった。それこそ明日の天気は晴れるでしょうと、天気予報を読み上げるニュースキャスターと同じくらいに。

　だからこそ、高城さんが言っていることが真実だとわかった。

「セリ、大丈夫か」

　アイザックの声に、自分が息を詰めていたことに気が付く。どうしよう、一瞬でも気を抜くと泣いてしまいそう。私は膝の上の拳をぎゅっと握った。

「……本当はね、そうじゃないかって思ってた。だって、だってさ、ここにきてもう一年だもん。期待するのも、いい加減疲れたっていうかさ」

「そうか」

「でも、実際に言われると、思ってたよりキツいね。っていうか、やばい。……へへ、私、なに言ってんだろう。やばいとか、自分でも意味わかんないや」

「セリ。もういい。無理に笑わなくていいんだ」

「無理、なんて……」

「……俺がいる」

　アイザックの大きな手がそっと背中を摩る。その気遣うような手の動きに、私の中のなにかがボロボロと崩れたのがわかった。









第九話　アイザック視点　同郷











　移動した応接室でニックが語り始めたのは、まったく予想していなかった話だった。

　ニホンジン？　異世界から転移してきた？　あまりに荒唐無稽な話に、こいつの正気を疑いたくなる。

　だが、もしその話が本当なら、ニックが頑なに人払いしようとしたのも頷ける。そして、今までセリに感じていた違和感がすべて解消することにも気付く。

　そんな俺の混乱をよそに、二人の会話は静かに続く。

「……あの、高城さん。私、聞きたいことがあるんです。……私は日本に帰れますか？」

　切羽詰まったような、張り詰めたセリの声が震えている。ニックはセリの顔を見ながら、慎重に口を開いた。

「恐らくですが、私達は二度と元の世界に戻れないでしょう」

　それはなんの感情も含まれない、淡々とした声だった。だからこそセリにはそれが真実だとわかったのだろう。

「セリ、大丈夫か」

　息を詰めたまま動かなくなったセリに声をかけると、張り詰めていた糸が切れたのか肩が震えている。膝の上で握りしめる小さな拳は白く、泣くのを我慢しているのか、瞬きの回数が不自然に少ない。

「セリ。もういい。無理に笑わなくていいんだ」

「無理、なんて……」

「……俺がいる」

　無理矢理笑おうとするセリを膝に乗せ、細かく震える背中を撫でる。するとセリは俺の肩に顔を埋め、堰を切ったように泣き出す。くぐもった泣き声が、静まりかえった応接室に響いた。

「……色々聞きたいことはあるが、これだけははっきりさせておきたい。お前の目的はなんだ。セリを探し出して、いったいなにをしたかったんだ？」

　ジロリと睨み付けると、ニックは肩を竦めた。

「ひどい言われようですね。さっきも言ったでしょう。同郷のよしみだと。異世界で苦労している同胞がいるなら、手助けしてやりたいと思うのは人として当然ではないですか。それより私もあなたにお尋ねしたい。そもそもあなたは愛菜さんとどういう関係ですか？　冒険者仲間？　それともいっぱしの保護者気取りですか？　それこそ当事者でもないあなたがこの件に関して口を挟む権利があると思っているのだとしたら、笑止千万です」

「ハッ、俺としてはたかだか同郷ってだけで、そこまでデカい面ができるのが不思議でしょうがないがな」

　わざとらしく肩を竦め返してやれば、ニックはキッと俺を睨んだ。

「私達の国の成人年齢は二十歳です。つまり、愛菜さんは成人したばかりです。そんな若い女性を庇護したいと考えてなんの不都合が……」

「ちょっと待ってくれ。それはつまり、セリは二十歳を超えてるってことか？」

「……はあ？」

　驚いて聞き返すと、ニックは呆れたように嘆息した。

「やれやれ、愛菜さんのことをなにも知らないのですね。やはりあなたに任せるわけにはいかないようだ。もし彼女が望むなら、私は愛菜さんの保護者になりたいと考えています。宮廷魔道士長である私が後ろ盾につけば、あなたのような不埒な輩にはさぞいい牽制になるでしょうね」

「はあ？　あんたが保護者だと？」

　宮廷魔道士、しかも宮廷魔道士長ともなれば、その身分は大貴族に匹敵する。普通に考えればこれ以上ない後ろ盾だ。

　だが、こんないけすかない男がセリの保護者になるなんて、俺は真っ平ごめんだ。

「セリは俺のＡランク冒険者という肩書きにも靡かなかった。そんな人間が宮廷魔道士なんてご大層な看板に興味を示すとは思わないがな」

「なるほど。愛菜さんは冒険者がどれだけ不安定な職業か、すでによくわかっているようですね。それは大変結構です。あなたにはわからないと思いますが、日本人は謙虚堅実を尊びます。つまりあなたの冒険者という肩書きでは……」

「ちょっと待て。セリ、どうした？　どこか苦しいのか？」

　気が付くと、腕の中のセリが小刻みに震えている。苦しげな様子に慌てて抱き起こすと、セリは顔を真っ赤にして笑っていた。

「おい、なにがおかしいんだ」

「だって、人が泣いてる横で喧嘩とか、おかしくない？　ふふ、アイザックと高城さんって仲がいいんだね。あ、もしかして、だから指名依頼を受けたの？」

「ありえないな」

「ありえません」

　期せずして俺とニックの声が重なる。それを見たセリは我慢できなくなったように笑い出し、互いの顰め面を見た俺達は同時に視線を逸らした。

　……ったく、こんな男と仲がいいだなんて冗談じゃない。俺は気を取り直して腕の中で笑い続けるセリに向き直った。

「セリ、聞いていたなら話が早い。お前はこれからどうしたい？」

「どうしたいって、どういう意味？」

　俺の問いに、セリは不思議そうに目を瞬かせる。

「愛菜さん、よかったら私と一緒に中央に行きませんか？　先ほどの依頼書にある通り、私は文献の翻訳を手伝ってくれる人を探しています。もし受けていただけるなら愛菜さんには宮廷魔道士見習いの身分と、寮にある部屋を用意しましょう。どうです？　悪い話ではないと思いますが」

「宮廷魔道士って寮があるんですか？　好待遇ですね！」

　すごいと無邪気に手を叩くセリに、俺は頭を抱えたくなる。宮廷魔道士といえば、魔法使いの中でもごく一部の選ばれた人間しかなれないエリートだ。しかもその頂点である魔道士長に向かって「好待遇」とは、感心する点があまりにも見当違いだ。だが、セリの反応にニックは嬉しそうに相好を崩した。

「私の仕事を手伝う立場なのですから、当然の待遇です。働き次第では、ゆくゆくは宮廷魔道士への道も拓けるでしょう」

「私が宮廷魔道士に？　宮廷魔道士って、つまりは国家公務員みたいなものですよね？　すごい！」

「ふふ、そうとも言えますね」

　コッカコームインというのはよほど魅力のある職業なのだろう。キラキラと目を輝かせたセリがくるりと振り返って俺を見上げた。

「ねえ、アイザックはどう思う？　宮廷魔道士ってすごい職業なんだよね？」

「そりゃあまあ、そうとも言えるな」

　クソッ、どうして俺がこんなこと言わないとならないんだ。チラリと横目で見たニックの野郎は、涼しい顔をして笑ってやがる。

　セリは俺の膝から下り、ニックの前に行った。

「高城さん、お願いがあります。私が中央に行ったら、職場見学をさせてもらえますか？」

「職場見学、ですか？」

「はい。高城さんの提案はすごく魅力的ですけど、さっきあんな話を聞いたばかりだから、まだ心の整理がつかないっていうか……色々考える時間がほしいんです」

「それは……たしかにそうでしょうね」

　俺からすればセリとこの男が異世界から来た人間だという話こそ驚きだが、自分の世界に帰れないという話をされたばかりのセリのほうが衝撃は大きいだろう。ニックに向かって頷くセリの横顔はどこか寂しげだ。

「それに、本当なら就活は大学三年の春から始めるのが一般的だと思うんですけど、ここは異世界だから当てはまらないですよね？　だから、まずはインターンシップっていうか、職場見学をさせてもらおうかなと」

「就活、ですか」

「はい。いくらアイザックがいい職場だと言っても、やっぱり自分の目で見て調べないと不安です。そもそも私、宮廷魔道士がなんなのかも知らないので、まずはそれを調べるところから始めようと思って。あ、ちなみにこちらの世界に四季報みたいな資料ってありますか？」

「いや、四季報はちょっとないですね」

　急に能弁になったセリは、さっきまで泣いていたのはどこ吹く風といった表情だ。そんなセリにニックがタジタジになっている。

「やっぱりそうですよね。実は私、これからアイザックと中央に向かう予定だったんです。だから、中央に着くまでに色々勉強しておきますね。職場訪問の前に少しでも……あれ？　どうかしたんですか？」

　突然片手で顔を覆ったニックに、セリが不思議そうに首を傾げる。その様子を見て耐えきれなくなった俺が吹き出すと、つられたようにニックも声を出して笑い始めた。

「はははははっ、これは傑作ですね。私は長い間宮廷魔道士に籍を置いていますが、こんな扱いを受けたのは初めてです。アイザック、あなたの言う通りでした。たしかに愛菜さんは簡単に靡く女性ではありませんね」

「だろう？　おかげで俺も毎日退屈しないんだ」

「まったくです。一筋縄ではいかないようだ」

「あ、あの、どうしたんですか？」

　声を出して笑う俺達を見て、セリが不思議そうに首を傾げる。そんなセリにニックは笑いながら首を横に振った。

「これは私とアイザックの秘密です。愛菜さんが気にする必要はありませんよ。それより私は一足先に中央に帰り、あなたが来るのを待っています。また会えるのを楽しみにしていますね」

「はい！　こちらこそ、よろしくお願いします！」

　元気よく返事をして頭を下げたセリの頭を、俺は後ろから豪快に撫でた。

「ククッ、やっぱりセリは最高だな」

「わっ、ちょっとアイザック、急になにするのよ！　こんな時にふざけるのはやめてよ。髪がぐしゃぐしゃになっちゃうじゃん！」

「二人とも、まだ話の続きがあるんですが、よろしいですか？」

　わざとらしい咳払いに、セリの顔が真っ赤になる。その様子にニヤニヤしながら俺はニックに視線を移した。

「まだなにかあるのか？　指名依頼の件なら、俺の有責で不達成にしてもらって構わないぞ」

「それはいけません。あなたが愛菜さんを保護してくれた時点で、依頼は達成されています。報酬の一千万ゴルドも、もちろんお支払いします」

「だが、それでは俺の気が済まないが……」

「そうですか。そこまで仰るなら仕方ないですね。たしかにこれではあまりにも過払いというものですよね。そこで超過分でアイザックには新しい依頼をお願いしたいのです。受けていただけますね」

「……はあ？」

　神妙な顔をしていたニックは、打って変わったような笑顔を浮かべた。

「新たな依頼は要人の護衛です。その人物は世間一般的な常識に不慣れな上、とても可愛らしい外見をされているため、道中の安全が不安なのです。ですから対象となる人物に傷一つ負わせることなく、中央に連れて来ていただきたい。受けていただけますね？」

「……はあ？」

　思いきり顔を顰めた俺の隣で、セリは不思議そうに首を捻る。

「あの、それってもしかして……？」

「はい。その通りです。アイザックには中央までの愛菜さんの護衛をお願いしましょう」

「本当ですか？　ありがとうございます！　アイザック、これで中央までずっと一緒にいられるね！」

　セリは無邪気に喜んでいるが、俺は自分の眉間に皺が寄るのがわかる。こいつは依頼にかこつけて俺に手を出すなと牽制したいだけだ。

　……まあ、セリが喜んでいるからいいとするか。せっかくの機会だ。せいぜい道中は豪遊させてもらうとしよう。

「いいだろう。了解だ。太っ腹な依頼主のおかげで道中はつつがなく過ごせそうだ。感謝する」

「ええ。くれぐれもよろしくお願いしますね」

　互いに喰えない笑みを浮かべながら、俺達はその場で契約を交わした。









第十話　甘やかされる











　ギルドで高城さんと別れたあと、私達はアイザックの部屋に戻った。本当は中央に向かうための準備で買い物に行こうって話してたけど、それどころではなくなったから。

「顔色が悪いな。下の食堂でなにか温かい飲み物をもらってくる。座っていろ」

「うん」

　私の顔を見て、アイザックが慌てたように部屋から出て行く。ドアが閉まったのを確認して、私はソファにパタンと倒れこんだ。

　瞼が腫れぼったくて熱を持つのは、泣きすぎたせいかな。ひんやりした掌の温度が気持ちいい。

「あーあ、帰れないのかあ……」

　今さらになって喪失感がじわじわ込み上げる。

　絶対に帰れると信じてた。だからそれだけを目標に、一人で頑張ってきたのに。

　日本に戻ったらなにをしようって、そんなことを考えるのがひそかな楽しみだった。

　まずは両親に会いに行こう。いなくなった私をすごく心配してるはず。だから真っ先に会いに行って安心させてあげよう。

　友人にも会いたいな。そうだ、バイト先にも顔を出さないと。

　突然いなくなったことを、約束を破ってしまったことを、みんなにいっぱい謝らないと。

『お盆には田舎のおばあちゃんちに泊まりにいくよ』

『地元で集まってみんなで遊ぼうね』

『夏休みに入ったら、いっぱいシフトいれます』

　果たせなかったたくさんの約束が、心に重くのしかかる。

　みんなどうしてるだろう。元気かな。

　もう二度と会えないなんて、まだ信じられない。

　会いたいな。会いたいよ……。

「──セリ、泣いているのか」

　顔を覆っていた手がそっと外されて、蒼い瞳が覗き込んだ。

「アイ、ザック……」

　アイザックは痛ましげに眉間に皺を寄せながら、私の背中に手を入れて抱き起こし、そのまま膝の上に乗せた。

「一人で泣くな。泣くなら俺がいる時にしてくれ。これ以上辛そうなセリを見ていたくない」

　太くて逞しい腕が、そっと私を抱きしめる。頭になにかが触れる感覚と、ちゅっというリップ音。大きな手が労るように、何度も背中を往復する。

　子供みたいに甘やかされてますます涙が止まらなくなった私は、力を抜いてアイザックによりかかった。

「へへ、さっきもあんなに泣いたのに、変だよね。でも涙が止まらないや」

「変じゃない。家族と会えないんだ。悲しくなって当然だ。無理に笑う必要はない。なあセリ、教えてくれないか。セリの本当の名前はセリザワマナというのだろう？　セリザワというのが家名か？」

「ああ、うん、そうなの。私の国ではね、家名を先に名乗るのが一般的なんだ。だから芹沢が家名で、愛菜が名前だよ」

「そもそもどうしてセリと名乗っていたんだ？」

「それはね……」

　私はアイザックにセリと名乗るようになった経緯を説明した。

　初めてこの世界に来た時に会ったのがギルドマスターのエンゾで、男の子に間違われたこと。そして冒険者登録する時に名乗った家名が、そのまま名前になってしまったこと。

　途中で何度もしゃくり上げては止まる私の話を、アイザックは急かすことなく聞いてくれる。

「つまりはエンゾの暴走とサリーナの早とちりか。エンゾはともかく、サリーナも意外と抜けいてるところがあるんだな」

「ふふ。子供の頃は友達からセリって呼ばれてたんだ。だから特に違和感もなかったんだよね。それより、あのおじいちゃんがギルドマスターだったなんて、今日初めて知ったよ」

「エンゾか。あれで昔はかなり名の通った冒険者だったんだ。俺も若い頃は憧れたもんだが、喰えねえじじいになりやがって。ニックの依頼だってエンゾが受けなければ……いやこれはどうでもいい話だな」

「ふふふ」

「マナ……マナか。いい名前だな。俺もこれからはマナと呼んでいいか？」

「もちろん。嬉しい」

　口の中で何度も私の名前を繰り返すアイザックの表情は、なんだかとても真剣だ。

　今、ここにアイザックがいてくれて本当によかった。

　もし私が一人だったらどうしていただろう。

　絶望して、いつまでも泣いていたかもしれない。あの寂しい部屋で、ずっと一人で……。

　歌う椋鳥亭の部屋を思い出した私は、目の前にある逞しい肩に顔を埋めた。

「アイザック、ありがとうね」

「うん？　突然どうした？」

　唐突にお礼を言われて不思議に思ったのか、アイザックが顔を覗き込む。

「アイザックが一緒にいてくれてよかったと思って。一人だったら色々考えて、いつまでも落ち込んでたと思う」

「そうか。俺がマナの役に立ったならよかった」

　優しく目元を緩めたアイザックが、頬に残る涙の跡を拭う。私はその手を捕まえてぎゅっと握った。

「役に立つどころじゃないよ。いてくれて本当に嬉しいんだから」

　アイザックと私の身長差は三十センチくらいだろうか。いつもは首が痛いくらい見上げて話すことが多い。それが膝の上だと、普段より目線が近くなるのが嬉しい。

　ここぞとばかりに目の前の首に手を回して抱きつくと、アイザックが居心地悪げに身体を揺らした。

「あー……悪い。ちょっとずれてもらえるか」

「どうしたの？　あ、」

　お尻の下に突然現れた硬い感触に気がついて動きを止めると、アイザックが慌てたように言い訳を始めた。

「いや違うんだ。その、あれだ。不可抗力だ。好きな女が膝の上にいるんだ。反応しないほうがおかしいだろう。むしろ男としては健全な反応だ」

「そういうものなの？」

「……すまん」

　私の返事に、アイザックはすごく気まずそうに顔を背ける。その様子が悪戯を見つかった大型犬に見えて、思わずクスリと笑った。

「ええと……する？」

「は？」

「だから、その……えっちする？」

　だってお尻の下の塊は、話している間も激しく存在を主張している。

　恥ずかしいけど思い切ってそう尋ねると、一瞬の間を置いてぎゅんと音がしそうな勢いでアイザックは顔を上げた。

「なあマナ、泣きすぎて混乱していないか？　自分の言ってる意味がわかってないだろう」

「えっと、ちゃんとわかってるよ」

　自分でも正直、こんな時に不謹慎かもって思う。

　日本に帰れないってわかったばかりなのに、さっきまであんなに泣いていたのに、ちょっと軽すぎるんじゃないかって。

　でも、いくら頭で難しくごちゃごちゃ考えていても、アイザックに求められてドキドキしている自分がいる。

　心のどこかでアイザックにぎゅっと抱きしめてほしい、もっと触ってほしいって思っている自分がいる。

「むしろ、その、してほしいっていうか……」

　目を泳がせてそう言った途端、アイザックは私を勢いよく抱き上げた。

「よくわかった。マナの望み通り、今日はとびきり甘やかしてやろう」

　ちょっと乱暴にベッドに寝かされた私を、意地悪な視線が見下ろす。弧を描く唇は壮絶なまでに色っぽい。鋭い瞳に灯る嗜虐的な光に、これからなにをされるんだろうと背筋がゾクゾクしてしまう。

　そんな私の気持ちが伝わったのか、ニヤリと唇の端を吊り上げたアイザックは、見せつけるように服を脱ぎ始めた。

　露わになっていく広い肩、逞しい胸板と綺麗に割れた腹筋、そして──一際目を惹くのはそそり立つ屹立。

　すごい、アイザックのってあんなに大きかったっけ。ていうか、あれがいつも私の中に入ってたの……？　私はゴクリと唾を吞んだ。

「これが気になるのか？　だが今はお預けだ。まずはマナが気持ちよくならないとな」

　ギシリとベッドを軋ませて、大きな身体がのしかかる。同時に唇を塞がれて、激しく口中を弄られた。

「ん……ふ、ん……」

　いつもより乱暴なキスに、頭がクラクラする。酸素を求めて口を開いたのに、さらに深くなるキスに溺れてしまいそう。

　熱い舌で口の中を愛撫されるのが気持ちよすぎて、トロトロに溶けてしまう。

　キスしてる間も服の上から胸を弄られて、それをもどかしく感じている自分が恥ずかしい。指が胸の先端を掠めるたびに、期待に震えてしまう自分も。

「ふあ……ん、ぁっ」

「マナは乳首が弱いな。少し触っただけなのにこんなに硬く尖らせて。自分でもわかるだろう」

「あっ……やだ、恥ずかしい、よ」

「うん？　マナの身体はそうは思ってないようだぞ。ほら」

　カリカリと爪で引っ搔かれて堪らず首を振ると、アイザックはいきなり両方の胸の先端を摘まんだ。

「あああぁんっ」

　強い快感に腰が跳ねる。焦らすような愛撫からいきなり胸の飾りをコリコリされて、鋭い刺激に身体が跳ねてしまう。

　指の力が強くて痛いくらいなのに、それが気持ちよく感じちゃうなんて、自分で自分が信じられない。

「あっ……アイザック……アイザック……」

「もっと気持ちよくしてやるから、余分なもんは全部脱いじまおうな」

　絶え間なく続く胸への愛撫に、もう吐息混じりの声しか出せない。アイザックはそんな私の服を楽しげに脱がしていく。

「ここが真っ赤になってるな。よく熟れてうまそうだ」

「ああんっ」

　すっかりはだけた胸元に、アイザックがむしゃぶりつく。

　飴玉みたいに乳首を舐めながら、アイザックはもう片方の手でクニクニと乳首を捏ねる。

　丹念に舐られて、かと思うと次の瞬間には子供みたいにちゅうちゅうと吸われる。予測できない動きに翻弄されていた私は、不意打ちみたいな花芯への刺激に思わず声を上げた。

「ふあっ！」

「ああ、こっちもびしょ濡れだな。そんなに触ってほしかったのか」

　いつの間にかに下へ移動していた手が、ゆっくり濡れた襞をなぞる。隠れていた秘芽を暴く指の動きに、私は咄嗟にアイザックの腕にしがみついた。

「あ、アイザック、それ、一緒にするの、だめ……んっ」

「うん？　どうしてだ？」

「だって、だって……どっちも気持ちよすぎる、から……あぁっ」

「もっと気持ちよくなればいい。ほら」

　その途端するりと花芽を擦られて、痺れるような快感に身体が跳ねる。

　だめだって言ってるのに、アイザックはどれもやめてくれない。むしろ胸を弄る手も唇も、秘裂を擽る手も一層激しく私を苛める。

「あっ……ひ、ンッ」

　二本の指で胸の先端を強く捩られて。ジュルジュルと音をたてて胸を吸われて。自分でもわかるくらい濡れた割れ目からは、クチクチといやらしい音が聞こえてくる。

　胸と秘所を同時に刺激されて、どこも気持ちよすぎてどうにかなってしまいそう。

　イきそうになってぎゅっと爪先に力が入ったところで、花芽を弄るアイザックの指がピタリと止まった。

「……っあ、アイザック……どう、して」

　もうすぐにでもイきそうだったのに、どうして止めちゃうの……？

　涙目になってふるふる首を振ると、アイザックは私の胸を舐めながら目線を合わせた。

「うん？　マナはどうしてほしいんだ？」

「だって、だって……意地悪しちゃやだよ……」

「それじゃわからないぞ。ほら、素直にどうしてほしいか言ってみろ」

「ひぁっ、やあんっ」

　カリリと胸の頂に歯を立てながら、胸を弄る指がもう一方の頂を弾く。同時に花芯の周りを焦らすようにくるくる撫でられて、たまに際どい所を掠める動きが恨めしい。

「い……きたいの」

「なんだ？　聞こえないぞ」

「いきたいの、アイザック、もう、いかせて……！」

「よく言えたな」

「あ、ああああああっ」

　その言葉を口にした途端、アイザックの指が陰核を押し潰す。

　待ち望んでいた以上の刺激に呆気なく達した私は、ぶるぶる震えながら身体を仰け反らした。

「ククッ、これだけでいったのか？　もっといかせてやるからな」

「あ、まって、あぁっ」

　アイザックは私の両方の太腿を掴んで割り開き、ゾロリと割れ目を舐め上げた。

　ねっとりと舐られ、かと思うとちゅうと吸われ、予測できない刺激に頭が真っ白になる。

「ああすごい、どんどん蜜が溢れてくるな。トロトロだ」

「……っぁ、ぁああ……あっ」

　一度達した陰核は、ちょっとの刺激でも敏感に拾ってしまう。

　それなのに蜜を啜るように音をたてて秘粒を吸われて、視界がチカチカ明滅する。

　快感が強すぎると声も出ないんだってことを、私は嫌というほど教え込まれていく。

「ぁ、……ぁ、あ」

「マナ、もっと可愛い声を聞かせてくれ」

「や……あっ」

　太腿を押さえていた指が、中にずるりと侵入する。蜜道を広げるように指が増やされて、優しくほぐされる。でも慎重だった指の動きは、すぐに容赦なく中を穿ち始めた。

「っ……あ、あっ」

　お腹の奥から今までとは違う熱が湧き上がる。身体の芯から溶けていくみたいな、ずくずくした快感だ。それが抽挿する指の動きに合わせて増えていく。

　その間も執拗に舌でいたぶられた秘豆は、チリチリした痛みにも似た快感で私を苛める。

　吐息の温度が変わったのに気が付いたのか、アイザックが顔を上げた。

「ああ、その表情、すごく色っぽくてそそるな。可愛い顔をもっと見せてくれ」

「ア……イザック……熱い、熱いの、とけちゃう、よ……」

　じゅぶじゅぶという淫らな水音は、本当に私の身体から出てるんだろうか。

　さんざん捏ねられた乳首も、吸われ続けた陰核も、何度も指を穿たれた膣も、全部気持ちよすぎておかしくなっちゃいそう。

　大きな波にも似た快感がせり上がる。爪先にぎゅっと力が入り、無意識で伸ばした手がアイザックの髪を乱す。

　次の瞬間、一際強くじゅるりと秘豆を吸い上げられて、熱が弾けた。

「あ、あああああああーっ！」

「すごいな、指が食い千切られそうだ」

「……あ、アイザック、もう、もう私……」

　ぐったり力の抜けた手でなんとか逞しい腕を掴むと、顔を上げたアイザックは荒々しい仕草で私の足を掴んだ。

「大丈夫だ。俺ももう我慢の限界だ」

　性急な動作で宛がわれた灼熱の杭が、一気に私を貫く。

　衝撃にも似た快感が全身を襲い、私は思わず息を詰めた。

「────ッ！」

「クッ……マナ、締めすぎ、だ」

「……だって……アイザックの、すごく大きく、て」

　ピタリと動きを止めたアイザックに恨めしそうに睨まれて、私は自分のお腹に手を当てた。

　いっぱい指でかき混ぜられた蜜道は、アイザックの雄をすんなり呑み込んでしまった。でも、あんなに大きいのがここに入ってるなんて、自分でも信じられない。

　無意識でスリスリとお腹をさする私を見て、アイザックはものすごい形相で顔を顰めた。

「マナ、腹をさするのは癖か？　これ以上俺を煽るな……！」

「ひっ、ああっ」

　体重をかけるようにぐぷりと一層深く挿入されて、ぎゅっと抱きしめられる。そして、唇が重なった。

「マナ……好きだ。どこにも行かせないからな」

「アイザック……私もすき……ん」

　さっきの荒々しいキスとは違う、甘いキス。私の弱い場所を知り尽くしたアイザックの舌が、口の中をくまなく愛撫する。逃げる私の舌が捕まって、戯れるように絡まってはほどけた。

　アイザックのキス、すごく気持ちいい……。

　強張っていた私の身体から力が抜けたのがわかったのか、アイザックは緩やかに腰を動かし始めた。

「は……ぁ、ん」

　入り口の浅い所を擦られて、キスの合間に吐息が漏れる。アイザックはそんな私の様子を見ながら、徐々に抽挿を深くする。

「……ぁっ、あっ、あっ」

「マナ……もっとだ。もっと声を出せ」

「アイザック……」

　アイザックと繋がった場所から、ぐちゃぐちゃという水音が響く。

　太くて硬い雄に媚肉を擦り上げられて、お腹の奥から疼くような熱がこみあげる。思わずぎゅっと身体に力を入れると、アイザックは私の両方の足首を掴んで持ち上げた。

「あっ」

　大胆に開かれた股の間に、アイザックが深く腰を打ち付ける。

　動きはゆっくりでも確実に最奥を穿つ動きに、私は子供のように頭を振った。

「アイザック、これふかい……ふかいよお」

「マナはここが好きなんだな。奥を突くたびにぎゅうぎゅう締め付けてくる」

「ちがっ、あああんっ」

　足首を掴まれて逃げられない私を、灼熱の杭が何度も貫く。執拗なまでに敏感な奥の襞を擦り上げられるたびに、なにかが溢れてしまいそうな切ない快感が込み上げる。私はたまらずアイザックに手を伸ばした。

「待って、まって……ぎゅって、ぎゅってして、お願い」

「そんな可愛いおねだりをされたらたまらないな。ほらおいで」

　一瞬驚いたような顔をしたアイザックは、破顔すると繋がったまま私を膝の上にのせた。

「ああっ……すごい、ふかいよ。奥に、あたってる……」

「ああ。すごい締め付けだ……これはたまらないな」

　向かい合わせに抱き合ったことでより深く重なった接合部を、アイザックが下からゆすり上げる。ゴリゴリと奥を突かれて高まる絶頂感に、私はアイザックにぎゅっとしがみついた。

　隙間なく密着する肌からアイザックの体温が伝わる。噎せ返るような二人の汗の匂いに、溺れてしまう。

「アイザック、わたし、わたし、もう……っ」

「いいぞ……マナ、イっちまえ」

「あっ、あっ、ああああああーーーーっ！」

　アイザックはしがみつきながら痙攣する私を、なおもゆすりあげる。高みに連れて行かれたまま下りられず、私はチカチカと明滅する視界の中で、必死にアイザックの名前を呼ぶ。

　アイザックはそんな私をベッドに押し倒すと、猛然と腰を振り始めた。

「マナ……マナ……」

「ぁ……イザック……また、またきちゃう、のっ、ぁ……」

「……っ、俺も、だ。……出す、ぞ」

「あっ、あああああああーーーー！」

　ぎゅっと身体に力が入り、腰が反る。真っ白に弾けた視界の中でアイザックの顔が苦しげに歪み、次の瞬間お腹の上に勢いよく飛沫がかかったのがわかった。




「マナ、大丈夫か？」

「ん……」

　ベッドにくたりと横たわる私を、隣に寝たアイザックはそっと、真綿で包むように抱きしめた。

「……これから言うことは、マナにとってはある意味残酷かもしれない。だが聞いてくれるか」

「……うん」

「ニックが二度と元の世界に戻れないだろうと言った時な、俺は正直ホッとしていたんだ。これでマナと一緒にいれると、手放さなくて済んだってな」

　真上から覗き込む瞳はとても真剣だ。

「俺はマナが好きだ。これからもずっと一緒にいたいと思っている。だからお前がこの世界で生きると決意した時に、ニックではなく俺を選んでほしい。……マナは俺みたいな年上の男は嫌か？」

　大きな手で顎を掴まれて上を向かされた私の頬を、太い指がそっとなぞる。

　綺麗な金色の髪から覗くのは、すごく透き通った蒼い瞳。でも瞳の奥がどこか不安げに揺れて見えるのは、私の気のせい……？

「嫌じゃないよ。私もアイザックが好き。これからもずっと一緒にいたいと思ってる。でも……」

「でも、なんだ？」

「アイザックはＡランクの冒険者で、私はＥランクになったばかりなんだよ。どう考えても釣り合わないでしょう？　だから不安っていうか……アイザックこそ私でいいの？」

「冒険者のランクなんて関係ない。なあ、マナは俺の肩書きがなくなったら興味がなくなるのか？」

「そんなわけないじゃん！　あ、そっか……」

「わかったか？　俺はそんなマナがいいんだ。中央に行ったとしても、ずっと一緒にいたいと思ってる」

「え？　それって……」

　埋めていた胸板から顔を上げると、優しく目を眇めたアイザックが私を見つめていた。

「なあマナ、初めて会った日、俺がずっと側にいる、一人にしないと約束したのを覚えているか？」

「うそ、あれって、私の夢じゃなかったの？」

「ああ夢じゃない。あれは本当にあった出来事だ。じゃあ、俺が言った台詞は覚えているか？」

　アイザックの言葉に、ぶわりとあの日の記憶が蘇る。

　蟲の毒で魘されていた私に、アイザックは何度も甘いポーションを飲ませてくれた。それからよく頑張ったなって頭を撫でてくれて……そうだ、夢だと思っていた私は、確かこう言ったんだ。ずっとここにいてって、一人にしないでって。

　そこまで思い出した私は、思わず頬を手で隠した。夢だと思い込んでたからとは言え、初対面の人になんて恥ずかしいことをお願いしたんだろう、私……！

「はは、思い出したようだな。なあマナ、もう一度、いや、何度でも約束する。これからはお前を一人にしない。ずっとそばにいる。だからマナも約束してくれないか。これからは笑う時も泣く時も俺と一緒だと」

　私は上から覗き込む澄んだ泉のような深い蒼色の瞳に向かって、大きく頷いた。

「アイザック、あのね、私もアイザックのことを大事にするから、ずっと一緒にいてね。約束だよ」

「ああ、もちろんだ」

「ふふふ」

　どちらからともなく顔が近づき、吐息が重なる。ぎゅっと握り合っていた手がいつしか互いの身体に絡まり、やがて隙間なく身体が重なる。

　──その夜、私達は本当の意味で一つになった。









エピローグ　これからの二人











　カチャッと扉を開けてアイザックの部屋を出る。今日はいよいよ中央へ向かう日だ。

「ねえ、似合ってる？」

「ああどれもよく似合ってる。すごく可愛いぞ」

　今日の服装は白い丸襟のブラウスに、裾に刺繍をあしらった濃いグリーンのスカート。上に羽織っているのは新品の白いマントにブーツだ。これは全部あの日、カトレアのお店でアイザックが買ってくれた服だ。

「へへ、すごく嬉しい。ありがとうね、アイザック」

「喜んでくれたならなによりだ。それより忘れ物はないか？」

「うん、大丈夫だよ。あ、でもちょっとだけ待って」

　振り返った私は、誰もいない部屋をぐるりと見回した。

　初めて連れてこられた時は、足の踏み場もない惨状にびっくりしたっけ。

　キッチンやローテーブルに散乱する大量の酒瓶に、脱ぎっぱなしの服。床には胸当てとかブーツが転がってて……。

　それが今はどうだろう。磨かれた床の上には大きなソファとローテーブルが整然と並び、キッチンもバーカウンターもピカピカだ。私は自分の仕事に満足して大きく頷く。

　短い滞在期間だったけど、ここは私にとって大切な思い出の場所の一つだ。

　……今までお世話になりました。

　心の中でお礼を言って頭を下げ、それから私はアイザックの元へ駆け寄った。

「もういいのか？」

「うん！」

「じゃあ行くか。馬車の時間まではまだ余裕がある。ゆっくり歩こう」

　お世話になった宿をあとにした私達は、モルデンの目抜き通りを並んで歩く。

　カトレアのお店がある市場の横を通り、エンゾとサリーナがいる冒険者ギルドの前を通過して、目的地は中央へ向かう馬車の発着所だ。

「あ、アイザック、ここだよ。私が最初にエンゾに拾われた場所」

　冒険者ギルドを過ぎてしばらく歩いたところで、私は往来の真ん中を指さした。

「へえ、こんな道のど真ん中だったのか」

「うん。あの日ね、私はバイト先っていうか、職場に向かう途中だったんだ。お店の中に入った途端に転んじゃって、気が付いた時にはここにいたの」

「へえ、そりゃあ驚いただろう」

「うん。わけがわからなくて座り込んでたら、エンゾが来て助けてくれたんだよ」

「あのじじいか。助けるのはいいが、性別を間違えたのはいただけないな。……おいマナ、危ないから手を寄越せ」

　すれ違う人と肩がぶつかりそうになった私を、アイザックが引き寄せる。そのまま差し出された手を見て、私は盛大に頬を膨らませた。

「もう、　子供じゃないって何回言えばわかるかな」

「子供じゃないから手を繋ぐんだろう？　何回言えばわかるんだ」

　戯けたように片方の眉を上げるアイザックの手を握り、私はじっと顔を見つめた。

「そんなこと言うなら、ずっとこうしてるよ？　もう絶対放さないんだから。それでもいいの？」

　アイザックは驚いたように目を瞠ったあとニヤリと笑う。そして、ぎゅっと私の手を握り返した。

「そいつはいいな。望むところだ」





……完……











閑話　初めての馬車











「マナどうした？　顔色が悪いな」

「う……ごめん、ちょっと酔ったかも……」

　王都へ向かう馬車の中、私は自分の荷物を膝に抱えてぐったりしていた。

　二頭の馬が幌のかかった荷台を引く乗合馬車は、乗客は座席の代わりに板貼りの荷台に直に座る。

　初めての馬車に最初ははしゃいでいた私は、外の景色を見ようと荷台の一番うしろを陣取ったのだけれど、どうもそれがよくなかったみたいだ。モルデンを出てまだ一時間だというのに、早々に馬車に酔ってしまったのだ。

　という訳で、現在絶賛グロッキー状態なのである。

「ここは車輪の真上だからな。揺れが大きいんだ。大丈夫か？」

「うん……なんとか」

　自分の三半規管に自信はあった。でも、そもそも車輪は木だし、路面だって舗装されてない土の道だ。容赦ない下からの衝撃に、お尻はもちろん脳みそも常にシェイクされるのだ。

　ゴムのタイヤやサスペンションがいかに偉大な発明だったのか、そのありがたみをしみじみ感じてしまう。

　でも……実はそれ以上にダメージが大きいのが、馬車の中に漂うなんともいえない皮の匂いだったりする。

　恐らくなにかの動物の皮を縫い合わせて作られた幌は、色からするとまだ新品に近いのだろう。だから匂いも生々しくて……うう、昔から鞣したばかりの皮の匂いは苦手なんだよね。

「水でも飲むか？　それとも横になるか？」

「ううん、今はいい。水を飲んだら余計に気持ち悪くなりそうだし」

　口と鼻を手で押さえた私を、アイザックが心配そうに覗きこむ。

　本当は今すぐにでも馬車から降りたい。この匂いからも、激しい揺れからも、一刻も早く解放されたい。

　だけど、そんな我が儘を言ったらアイザックを困らせるだけだ。それに、こんな場所で馬車から降りても大変だろうし、他の人にも迷惑だろうし……。うん。そんなの絶対に駄目だ。

　下を向いて、ぎゅっと抱えた膝に額をつける。これ以上匂いを嗅がなくてすむように、口で浅く呼吸を繰り返す。そうやってひたすら気持ち悪さをやり過ごしていると、唐突に隣に座っていたアイザックが私を抱き寄せた。

「下を向いていると余計に気持ち悪いだろう。我慢してないで俺に寄りかかったほうがいい」

「……ん、ありがとう」

　大きく開いたアイザックの足の間に座らされて、後ろから伸びた腕が力の入らない身体を支える。

　普段だったら人前で恥ずかしいって怒るところだけど、今はそんな気力もないし、アイザックの優しさがありがたい。

　されるがままに身体を預けていると、長い指が私の頬をそっと撫でた。

「こんな顔色になるまで我慢するな。初めての馬車旅なんだ。無理をする必要はない。なんだったら馬車を降りてもいいんだぞ」

「でも……こんなところで降りたら、他の人に迷惑が……」

「そんなことは気にしなくていい。それに俺達は急ぐ旅をしているわけじゃないんだ。マナの健康が一番なんだぞ」

「……うん」

　アイザックの言葉に、少し気持ちが楽になる。そうだよね。まだ旅は始まったばかりなのに、無理するのはよくないよね。

「アイザック……一緒にいてくれてありがとうね」

　もしこれが一人旅だったら、どうなっていただろう。この気持ち悪さをずっと一人で我慢していないといけなかったんだ。どれだけ辛いだろう。

　そう考えると、誰かと、ううん、アイザックがいてくれて本当によかった。

　甘えるように頭をすりすりとアイザックの胸板に擦り付けていた私は、ちょうど収まりのいい場所を見つけてシャツの隙間に顔を埋めた。

「お、おい、マナ、なにをしてるんだ」

「んー……こうしてると、ちょっと楽な気がする」

「そ、そうなのか？」

「アイザックの匂いって、なんだか安心するんだよね」

　シャツから仄かに香るのは、いつものシトラスの香りだ。

　以前、アイザックに特別なコロンか香水をつけているのか尋ねたことがある。でも返ってきた答えは意外なものだった。

『俺からオレンジの匂いがする？　ああ、それはきっとこれだな』

　そう言って見せてくれたのは、ナイフを手入れする時に使っているオイルだった。

　たしかにアイザックはナイフの手入れを欠かさない。そんな几帳面な彼だから、いつしか自然とシトラスの香りを身に纏うようになったのかもしれない。

「……そういえば柑橘系の香りにはリラックス効果があるんだって。だからかな、アイザックの匂い、すごく甘くていい匂いで……好き、だな」

　私は深呼吸するみたいに深く息を吸い込んで、そのまま目を閉じる。しばらくすると、アイザックの手が優しく頭を撫でるのを感じた。

「眠れるようなら少し眠るといい。そのほうが楽だ」

「うん……ありがとう」

　間近から聞こえてくるトクトクという音に耳を澄ます。アイザック体温、規則的な心音、そして、私の頭を撫でる大きな手の感触……。

　やがて訪れた優しい微睡みに、私は安心して身を任せることにした。




「……おい、ジロジロ見てるんじゃねえぞ」

「は、はいっ！　すみません！」

　その後、呑気に眠ってしまった私の寝顔を見せるまいと、アイザックは牽制するように周囲の乗客を睨んでいたそうだ。おかげで馬車の中はブリザードが吹きまくっていたらしいんだけど──私がそれを知るのは、もう少しあとの話。








おっさん冒険者に助けられたけど、実はイケメンだった件
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